




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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《〇》







「ぅわっ！」

　ガサリとすぐ傍そばの茂しげみが揺ゆれ、大きく身体からだを強こわ張ばらせたのにはワケがある。

　この山に入る直前、昼食の調達のために立ち寄った地元の商店で散々脅おどされ……いや、注意を受けていたせいだ。

　曰いわく、今年は熊くまの活動が活発だ。人里近くでも、頻ひん繁ぱんに姿を見る。十分に気をつけろ。

　鋭するどい眼光に抑よく揚ようの乏とぼしい嗄しやがれ声、顔や手の甲こうに深い皺しわの刻まれた気難しそうな老人が目前に浮うかぶ。

「と、父さん……」

　近くにいるはずの父親に呼びかけても、かすれた声はガサガサと揺れる葉は擦ずれの音に搔かき消されてしまう。

　父親は、動物学者だ。世界各地を飛び回り、猛もう獣じゆうや珍ちん獣じゆうと呼ばれる動物にも通じており、不意に出くわした際の対処法に関しても豊富な知識を持っている。そんな父親から様々な話を聞いて育ったとはいえ亨とお留るは二十歳はたちになったばかりの学生で、自らが野生動物に対応する自信はない。

　この山に入ったのは、『見慣れない犬を見かけた』『絶ぜつ滅めつしたはずのニホンオオカミじゃないか』『いや、ただの野犬だ』という実まことしやかな噂うわさ話ばなしの真しん偽ぎを確かめるためで……熊との遭そう遇ぐうはご免めんだ。

　ガサ……ガサ、少しずつ近づいてくる『それ』はなんなのか。

　兎うさぎ等の小動物が立てる音にしては、大きい。鹿しかか猪いのししならまだいいが……正体がわからないせいで、怖こわくて目を離はなせない。

　一メートルほどしか離れていない位置の丈たけの高い草が搔き分けられ、とうとう『それ』と対たい峙じする覚かく悟ごを決めて息を吞のんだ。

「ッ……え？」

　硬こう直ちよくする亨留の目前に立ち塞ふさがったのは、巨きよ体たいを誇ほこる獰どう猛もうな熊……ではない。

　目を離すことはできないまま、ぽつりと口にした。

「犬？」

　やせ細った全身を覆おおう体毛はずいぶんと薄うす汚よごれており、狩しゆ猟りようの共に連れられてきた猟犬ではないことは一目瞭りよう然ぜんだった。

　熊ではなかったことに一いつ瞬しゆん緊きん張ちようを解きかけたが、相手は野犬だ。唸うなり声などは発していないが、突とつ然ぜん襲おそいかかってくる可能性もゼロではない。

　身み動じろぎもできず動向を窺うかがっていると、その野犬は上半身を捩よじって草の陰に鼻先を突つっ込んだ。そこにあったなにかを銜くわえて亨留の足元に置くと、用は済んだとばかりに身を翻ひるがえして茂みに戻っていく。

「な……に？」

　野犬の尻尾しつぽが草の向こうに隠かくれると、詰つめていた息を吐く。緊張で強張っていた肩から、ふっと力が抜けた。

　自分の足元に、なにを置いた？　と眉まゆ根ねを寄せて視線を落とし……目を見開く。

「こ、子犬？」

　慌あわててその場にしゃがみ込んだ亨留は、キューキューと頼たよりない声で鳴きながら手足をもぞもぞ動かしている小さな子犬を見詰める。

　生まれて、数日しか経たっていないのだろう。まだ目がきちんと見えず、歩くことさえできないようだ。

　野生動物に、人間が不用意に触ってはならない。人の匂においがつけば、親や群れから拒きよ絶ぜつされて弾はじき出されてしまう。

　父親からそう習っていた亨留は、途と方ほうに暮れつつ目の前のぬいぐるみのような子犬を見るしかない。

「僕の前に置いていった感じだけど、なんで？　どうしろって？」

　心細そうに鳴いている子犬は、庇ひ護ご欲よくを誘さそう。なんとも言えず、可愛かわいい。手を差し伸べて抱だき上げたくなるのをグッと堪こらえ、ただひたすら目に映うつす。

　そうして、どれくらいの時間しゃがみ込んでいたのか……。

「亨留」

　背後から名前を呼びかけられ、勢いよく振り向いた。見慣れた父親の姿が、いつになく頼たのもしく目に映る。

「っ、父さん。よかったぁ。実はさっき……」

　立ち上がった亨留は、草の上で身を震ふるわせている子犬を指差して、つい先ほど自身に起きた不可解な出来事を語った。

　野犬が、我が子を見知らぬ人間に託たくした……ような気がするなど、自分が経験しても信じ難がたい。

　けれど父親は亨留の話を黙だまって最後まで聞き、なにか合が点てんしたように数回小さくうなずいて、険しい表情で口を開いた。

「すぐそこで、傷を負って事切れた直後の野犬を見た。二匹ひきの子犬も一いつ緒しよにな。その子は、唯ゆい一いつの生き残りだろう」

「……そんな」

　よろよろと茂みの向こうに姿を消した野犬は、最後の力を振り絞しぼって残された子犬を亨留に託そうとしたのだろうか。

　ここで自分が見捨てたら、この子犬は……。

　子犬と父親のあいだで視線を往復させていると、父親は亨留が言葉にできない願いを明確に察したようだ。

　しばらく腕を組んで考え込んでいたが、小さく息をついて子犬の脇わきにしゃがみ込んだ。

「この小ささでは、親がいなくては生きていけないだろう。放ほうっておくのは寝ね覚ざめが悪い。保護するか。生き延びることができるかどうかは、この子の生命力次し第だいだが」

「うん。……よかった」

　無言の懇こん願がんを突っ撥ぱねられなかったことにホッとして、亨留も父親の隣となりにしゃがみ込む。

　そろりと両手で掬すくい上げた子犬は、小さくて……温かくて。

　この子犬を護まもり、立派に育てようと心に決めた。
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「そうだ、瑛えい留る。僕の助手をしないか？」

「……って？」

　食しよく卓たくの向かい側に座っている兄の口から出た唐とう突とつな一言に、エビフライを箸はしで摘つまみ上げたところだった瑛留はピタリと動きを止めた。

　獣じゆう医い師し免めん許きよを所持しており、動物学者や大学講師という肩かた書がきを持っているにもかかわらず、俗ぞくに言う『天然ボケ』の兄が突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すのは珍めずらしくない。

　助手とは、なんだ？　説明が圧あつ倒とう的に足りない。

　兄を見る瑛留の目は猜さい疑ぎ心しんたっぷりのはずだが、左手に味み噌そ汁しるの入った椀わんを持った兄は、にこにこ笑いながら言葉を続ける。

「春先の学会で、興味深い噂を小耳に挟はさんだ……のは父さんだけど、僕もその場に居合わせてね」

　そう言いながら、同じ食卓に着いている父親にチラリと目を向ける。

　話を振られたと思っていないのか、父親は会話に加わる気はないとばかりに黙もく々もくと箸を動かしていた。

　これは……説明が億おつ劫くうだから、兄にすべてを語らせる気に違ちがいない。もともと口数が多いほうではないので、兄も瑛留もそのあたりは承知だ。

　クスリと笑った兄は、左手に持っていた椀を置いて本格的に語り始めた。

「山の中で目もく撃げきされた動物が、絶ぜつ滅めつしたはずのニューファンドランドシロオオカミに似てるってことだけど、伝聞だから信しん憑ぴよう性せいが今一つなんだ。ただ、その山さん岳がく地帯が珍しい動植物の宝庫であることは間違いない。すぐに現地に飛んで行きたいところだが、場所が厄やつ介かいでね……この数十年前まで外国との国交を拒こばんでいた、小国なんだ」

　それは確かに、興味深い。

　瑛留も、持っていた箸を置いて本格的に兄の話に耳を傾かたむけた。瑛留の気を惹ひくことに成功したと思ったのか、兄は笑えみを深くして説明を続ける。

「父さんの人脈を辿たどったり、あちこち手を尽つくして、正式な調査ではなく調査のための下見ってことでビザが下りることになった。一人なら、雑……助手という名目で同行させてもらえそうなんだ。どうする？」

　雑用係を助手と言い繕つくろった兄にヒクッと頰ほおを引き攣つらせた瑛留だが、魅み力りよく的な誘さそいであることに変わりはない。

　なにより、今の瑛留には有り余るほど時間がある。

「おれは、時間はたっぷりあるし……雑用係でもなんでも、同行させてもらえたらありがたいけど。いいのかな」

　この春に高校を卒業した瑛留は、四月から大学生となる……予定だった。

　志望していた大学の二次試験の日、予防接種を受けていたにも拘かかわらずインフルエンザで寝込まなければ……。

　模も擬ぎ試験や内ない申しん点には問題がなく、高校でも合格確実と言われていた。父親や兄も学んだその大学でなければ進学する意味がないとばかりに、そこ一本に絞っていたことが災わざわいして、浪ろう人にん生活に突とつ入にゆうすることとなったのだ。

　両親や兄は不ふ可か抗こう力りよくだと瑛留を慰なぐさめてくれたし、高校の教師も「数年に一度は、こういう生徒がいる」と同情的だったけれど、自分のタイミングの悪さを恨うらむしかない瑛留はなんとも肩かた身みの狭せまい日々を送っている。

「さっきも言ったけど、正式な調査の下準備だからな。もともと、父さんと僕が行くつもりだったが……」

「亨留と瑛留で行ってこい」

　兄が言葉を濁にごしたと同時に、それまで無言だった父親がぽつりと口にした。兄は、苦く笑しようを浮かべて瑛留と視線を合わせる。

「ってことだから」

「行く。荷物持ちでも記録係でも、なんでもする」

「ん。じゃあ、そういうことで」

　瑛留の返事に、兄はホッとしたように唇くちびるを綻ほころばせて小さくうなずいた。話が一段落つくのを待っていたのか、一言も発することなく控ひかえていた母親が立ち上がる。

「お味噌汁、冷めちゃったでしょ。温め直しましょうか」

「……お願いしようかな」

　兄は半分ほど味噌汁の残っている椀を差し出したけれど、猫ねこ舌じたの瑛留は首を横に振って母親に答える。

「おれは、これで適温だからいい」

　はいはいと兄から椀を受け取った母親は、ここしばらく沈しずみがちだった瑛留が兄の誘いに応じたことにホッとしているように見える。

　父親も、最初から瑛留に兄と行かせるつもりだったのでは……。

　兄と二十歳も歳としの離はなれた末っ子ということもあり、幼少期から家族全員が自分に甘いことは自覚している。

「小国って、どこのどんな国？　目撃情報のある動物がニューファンドランドシロオオカミのように見えるってことは、北のほうだよね。あ、言葉は通じる？　翻ほん訳やくソフトでなんとかなるなら、いいけど……」

　意識してはしゃいで見せながら、図ず鑑かんで目にしたことのある現代に生息するはずのない大型のオオカミを思い浮かべる。

「それが、意外にもカナダ……生息地だったはずのニューファンドランド島や北米から遠く離れた、東とう欧おうのほうなんだ。ドイツ語圏けんだから、言葉は多分問題ない。彼らが生きていた一八〇〇年代当時もヨーロッパ人が行き来していたことを考えると、研究目的や愛あい玩がん動物として欧州に連れ出された個体が細々と種を繫つないでいたとしても、あり得ないことじゃない」

　動物学者にとって、絶滅種と言われる動物との邂かい逅こうは夢だ。瑛留の問いに答える兄も、子どものように目を輝かがやかせている。

「純じゆん粋すいなニューファンドランドシロオオカミなのか、ヨーロッパの固有種との混血が進んでいるのかも、まったくの未知数だけどね。そのものとは遭そう遇ぐうできなくても、体毛か糞ふんか……なにか一つでも資料を手に入れられたらいいなぁ」

「まぁ、現地調査なんざ空から振ぶりがお約束だ。もう若くないんだから、山歩きの際の怪け我がには気をつけろ」

「僕、まだ三十八なんだけど……若くはない、かな？」

　嬉き々きとして語る兄とは対照的に、父親は淡たん々たんとした調子で釘くぎを刺さす。母親はにこにこ笑いながら、苦笑する兄の前に温め直した味噌汁の椀を置いた。

「あなたってば、本当はうずうずしているのにクールぶって。亨留も瑛留も、気をつけて行ってらっしゃい」

「うん。兄ちゃん、出発はいつ？」

　中断していた夕食の続きを……と、エビフライを摘まみ上げた瑛留だが、短い兄の答えにまたしても動きを止めた。

「明後日あさつて」

「……冗じよう談だん」

「いや、本気。パスポートは持ってるだろ。荷造りなんて、適当でいいんだよ」

　のほほんとした言葉に絶句した瑛留は、心の中で「この天然チャンがっ」とツッコみながら拳こぶしを握にぎり締しめて、バリバリとエビフライに齧かじりついた。
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　屈かがみ込んで解ほどけていた靴くつ紐ひもを結び直し、ふと顔を上げた瑛留は眉まゆを顰ひそめた。

「に、兄ちゃん……？　おーい？」

　つい数十秒前まで目の前にいた兄の姿が、見えない。慌あわててきょろきょろと視線を巡めぐらせたけれど、駅前に展開している露ろ店てんタイプのマーケットを行き交かう大勢の人の姿に紛まぎれてしまったのか、影かげも形もない。

「えっと、電話」

　焦あせりそうになる自分をなんとか落ち着かせて、スマートフォンを取り出した。ドキドキしながら兄を呼び出そうとしても、繫がらない。

「……は、話し中？」

　長電話をすることはないはずなので少し待ってかけ直そうと、スマートフォンをバックパックのポケットに戻す。

　迷った時の鉄則は、『この場から動かない』だろう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たで立ち尽くすばかりの瑛留は、ぼんやりと人の流れを眺ながめた。

　日本からの直行便があるドイツを経由して、鉄道を乗り継つぎ……ようやく目的地であるトイトブルクに到とう着ちやくしたと思ったら、途と端たんに非常事態だ。

　長なが袖そでシャツに薄うすいマウンテンパーカを重ねて着ているが、ジッとしていると少し肌はだ寒ざむい。腕を自分の手で擦さすりながら、ため息を零こぼした。

「完全に、異い邦ほう人じんってやつだな」

　東欧ということもあり、どこからどう見てもアジア系の瑛留は目立つようだ。目の前を通る人たちからの視線を、痛いほど感じる。

　特にこの国は、つい数十年ほど前まで他国との交流がほとんどなかったそうなので、外国人が珍めずらしいのだろう。

　なんとも言えない居い心地ごこちの悪さに、もう一度兄へ連絡しようとスマートフォンに手を伸ばしかけたけれど、ふと動きを止める。

「なんだろ。いい匂い……」

　瑛留の鼻先をくすぐった風が含ふくんでいたのは、花かハーブのような……もしくはお香こうのような、うまく言葉では形容できない芳ほう香こうだった。

　これまで嗅かいだことのない匂いだけれど、心地いい。深く息を吸い込み、どこから漂ただよってきたなんの匂いなのか、元を探さぐろうと視線を巡らせた。

　少しだけ顔を動かしたところで、丁度こちらを見ていた長身の男性と視線が絡からんだ。

　人ひと混ごみに埋まい没ぼつすることのない長身と、日本ではあまり見かけることのない天然の白銀の髪かみに目を惹ひかれる。老人の白はく髪はつと似ているようで異なる色味は、艶つややかなプラチナブロンドというものだろう。

　その人物も瑛留と視線が合ったことに気づいたのか、ゆったりとした足取りで真っ直すぐこちらへ向かってくる。

　距きよ離りが縮まるにつれ、見上げる角度が開いていくのは……離れていても際きわ立だっていた、長身のせいだ。

「巨きよ人じん？」

　思わずそんなつぶやきが漏もれたのは、百六十三センチで伸び悩なやんでいる瑛留よりも、三十センチ余り高い位置に頭があったからだ。しかも、足を止めた彼の容よう貌ぼうは、映画俳優と言われても納なつ得とくできる極ごく上じようの美形だった。

　瑛留と比べれば目鼻立ちがハッキリとしているのは、民族的な違ちがいがあるのだから当然だ。ただ彫ほりが深いだけではなく……黄金比とでも言うべきか、それぞれのパーツが絶ぜつ妙みような配置で顔面に収まっている。瞳ひとみはサファイアを思わせる見事な青で、魂たましいを奪うばわれたかのように目を離すことができない。

　外国人の年ねん齢れいはよくわからないが、兄より若そうだ。多分、三十代には届いていない。二十代……後半か？

　言葉もなくぽかんと見上げるばかりの瑛留は、さぞ間ま抜ぬけな表情になっているだろう。

「…………」

　同じくジッと瑛留を見下ろしていた青年が、なにかつぶやいた？　と目をしばたたかせた直後、ビクリと肩を震ふるわせる。

　極上の顔がやけに接近したかと思えば、無言で背中を屈めて瑛留の首筋に鼻を寄せてきたのだ。

「ぅえ？　な、なに？　なっ……っ？」　>>>♥

　スンスンスン……。

　自分の首元でなにが起きているのかは見えないが、鼻を鳴らす音？　これはもしかして、匂いを嗅がれているのだろうか。

　想定外の出来事に凍こおりつく瑛留の頭の中では、「まさか」と「なんで？」の二つがグルグルと渦うず巻まいている。

「また、あの香り……が？」

　しかも、風に乗って感じた心地よい香りが更さらに濃のう厚こうになった気がして、思考が鈍にぶくなる。ふわふわと身体からだが揺ゆれているような錯さつ覚かくに包まれるこれは、酒を飲んだ際の酩めい酊てい感に似ているかもしれない。

　どこから漂う、なんの香りかわからないけれど……。

「…………？」

「え？　あっ」

　陶とう然ぜんとしていた瑛留だが、耳のすぐ傍そばで響いた低い声に現実へと呼び戻される。

　ビクリと身体を震わせて目を見開き、至近距離で瑛留を見下ろしている青年と視線を交かわした。

　なんだろう。奇き妙みような『圧』を感じる。

　現実離ばなれした美形ではあるし、体たい軀くも瑛留とは比べ物にならない頑がん健けんなもので、間違いなく力も強い。

　だからといって、威い嚇かくされているわけではない。話しかけてきた口調も、脅おどそうという空気ではなかった。

　なのに、なんとなく怖こわい。なにが、どうとは説明できないけれど、感覚的に『怖い』としか言いようがない。

　瑛留は、幼少時から自他ともに認める人ひと懐なつっこい性質だ。老ろう若にやく男なん女によ問わず人見知りとは無む縁えんで、言葉の通じない初対面の外国人とでも談だん笑しようする自信がある。

　物心つく前からそれは変わらず、気難しい老ろう紳しん士しも厳いかつい顔のやくざも、臆おくせず無む邪じや気きに笑いかける幼い瑛留には相好を崩くずしていた……とは、両親や兄の談だ。

　そんな自分が、きちんとした理由もなく怖いと感じて逃げ出したくなる相手は、初めてだった。

　瑛留の反応が鈍い理由は、言葉が通じないせいだと思ったらしい。かすかに首を傾かしげた青年が、改めて口を開く。

「英語……ドイツ語、どちらかわかるか？」

「ど、どっちでも」

　瑛留は、わずかに身を引きながら小声で答えた。

　少しばかり匂いを嗅がれただけで、危害を加えられたわけではない。曖あい昧まいな『怖い』という感覚で警けい戒かいして無視するのは、失礼だろう。

「あ、やっぱりドイツ語のほう……が」

　英語もドイツ語も、どちらも日常会話程度なら不自由はない。ただ、古くからの父親の友人がドイツ人という縁で、ドイツからの留学生がほぼ途と切ぎれず自宅にホームステイしていることもあって、ドイツ語のほうが慣れ親しんでいるのでありがたい。

　ぼんやりしていた瑛留から返事を引き出すことに成功したせいか、青年はかすかな笑えみを浮かべてうなずいた。

「ここでなにをしている？　一人なのか？」

「あっ、それが、一いつ緒しよに来た人とはぐれて……」

「迷子か」

　迷子という一言は、あまり嬉うれしくない。まるで子ども扱あつかいだ。

　無言で首を左右に振ふって否定する瑛留に、青年はほんの少し眉まゆ根ねを寄せて不思議そうな表情になる。

「迷子じゃなくて、はぐれただけ」

　言い訳じみた言い回しをした瑛留に、ふ……と微び苦く笑しようを滲にじませて、風に乱された前髪を搔かき上げる。

「……まぁいい。一人でうろうろするのは、危険だ。共に捜さがそう」

　そう口にした青年は、瑛留の返事を待つことなく歩き始める。こちらに向けられた広い背中が「ついて来い」と語っているようで、従うことが当然のような気分になった瑛留は、ふらりと歩を進めた。

「って、さすがにそれはマズイだろ」

　右足……左足を踏ふみ出したところで我われに返り、独り言で自身に活を入れて足を止めた。

　いくら平和ボケしていると笑われる日本人、その代表格だと自覚していても、この状じよう況きようで見知らぬ人について行くことなど危険極きわまりないとわかっている。

　しかも、つい先ほどまで『怖い』などと感じていたのに、自分でもよくわからない。

　従うのが当然のような気がした、なんて……どうしてだろう？

「どうした？」

「あの、折角ですが自分で捜しますので……知らない人にご迷めい惑わくをかけられませんし」

　立ち止まった瑛留を振り向いた青年に、「ごめんなさい」と「ありがとう」の意味を込めて頭を下げる。

　丁てい重ちようにお断りをしたつもりだが、青年は「ああ」と自分の胸むな元もとを指差して口を開く。

「シグルズだ。ジークでいい」

　そう名乗った青年は、自然な仕草で瑛留の胸元に指先を向けた。視線で促うながされて、するりと名前を告げる。

「瑛留」

「エール？　いい名だ。これで、知らない人ではないだろ」

「ええっ、そんな強ごう引いんな。あっ……待ってください」

　つられて名乗っただけなのだが、あっさりと知り合い認にん定ていされてしまった。しかも、反論しようと焦あせる瑛留の手からスーツケースを引き取り、スタスタと歩き出す。

　着き替がえや雑貨が詰つまった大きなスーツケースは、二十キロ近くあるのに……地面を転がすのではなく、車輪がすべて浮いていることに気づいて目を瞠みはった。それを、ジークと呼ぶよう口にした青年は左手一本で持っている。

「ジーク……っ」

　追いかけないわけにはいかず、小走りでジークの後を追う。

　人ひと混ごみから頭一つ飛び出した長身が幸いして見失うことはないと思うが、のろのろしていたら置き去りにされそうだ。

　兄が戻ってくるかもしれないので、駅前からあまり離れたくないのに……。

　つかず離れずの距離を保ったまま、百メートル余りは行き交う人のあいだを縫ぬって歩いただろうか。

「瑛留っ」

　聞き覚えのある声が耳に飛び込んできて、ドッと安あん堵どが込み上げた。声が聞こえてきたほうに目を向けると、幸いにも進行方向に兄の姿が見える。

「兄ちゃん。ここ！」

　手を上げて大きく振り回し、ここにいると合図をした瑛留は、兄の隣となりに立つ人ひと影かげに気づいて目をしばたたかせた。しかも、知り合いだったのか、その人はジークと言葉を交わしているようだ。

　瑛留を振り向いたジークと、小走りで駆かけ寄って来た兄のあいだで視線を往復させて、頰ほおの強こわ張ばりを解いた。

「よかった、兄ちゃん。どうなることかと」

「それは、こっちの台詞せりふだ。……寿じゆ命みようが縮んだ」

　瑛留の肩に両手を置き、泣きそうな顔と声でそう言って特大のため息をついた兄に、「ごめんなさい」と返す。

　瑛留と兄とが話していると、ジークともう一人の青年がゆっくりと歩み寄ってきた。

「捜し人が無事に見つかったようなので、一休みしませんか？　すぐ近くに、美味おいしいケーキを食べられるベーカリーがあります」

「ああ」

「そうですね」

　静かに口を開いた青年の提案にうなずいたのは、ジークと兄だ。

　翠みどりの瞳ひとみと目が合い、にこりと笑いかけられたが、瑛留は微び妙みように首を傾げて『はい』とも『いいえ』とも取れる、あやふやな反応をするので精いっぱいだった。

「ええと……」

　兄と一緒にいた人……ジークとも知り合いらしいが、瑛留は初対面だ。

　金の糸のようなキラキラの長い髪かみは、首の後ろで一つに結んでいる。百八十センチある兄よりは少し頭の位置が低いけれど、すらりとした長身。エメラルドの瞳に、女性的ではないのに綺き麗れいとしか形容しようのない華はなやかな顔立ち。ジークとは系統が異なってもこれまた美形で、瑛留は気き後おくれするばかりだ。

　瑛留の困こん惑わくは、視線を絡からませた青年に明確に伝わったらしい。

「あ、申し遅おくれました。私はフレイです。……こちらです」

　ジークとの共通点は、『美形』ということだけではない。よく似た気質の、強引一歩手前のマイペースな人のようだ。

　この国の人は、みんな『こう』なのか？

　困惑して視線で助けを求める瑛留をよそに、恐おそろしく順応性の高い兄は「いいね、美味しいケーキ」と笑って、彼の後について歩き出す。

「兄ちゃんっ？　ちょ……ちょっと、待って」

　こうなれば、瑛留には『ついて行かない』という選せん択たく肢しはない。

　兄が一緒だから、なんとかなるだろう……と一つ息をついて、乗り気ではないせいか重く感じる足を踏み出した。







《二》







　フレイと名乗った青年に案内されたベーカリーは、日本で慣れ親しんだコーヒーショップチェーンと同じようなセミセルフのシステムを適用しているようだ。

　個人商店らしく、瑛留が両手を広げたくらいの幅のカウンターケースしかない。そこに並んだ品物を選んで中年男性に代金を支払うと、木のトレイに飲み物と一いつ緒しよに載のせてカウンター越ごしに渡わたされる。

「すみません、僕たちはカードしか持っていなくて」

　恐きよう縮しゆくする兄に、ふわりと笑ったフレイが答える。

「お気になさらないでください。このマーケットでは、現金しか使えませんから」

　ガイドと合流してから両りよう替がえの手配を頼む予定だった瑛留と兄は、この国の通貨さえ所持していないので、フレイとジークに甘えることになってしまった。

　店頭というより道路の端はしに、申し訳程度に設置されている木製の丸いテーブルを四人で囲んで座った瞬しゆん間かん、身体からだの力が抜けた。

　どうやら、自覚していたよりもずっと疲れていたようだ。

「とりあえず、腹ごしらえだな。いただきます」

「いただきます」

　兄に倣ならい、両手を合わせて薄うすい紙に包まれた長方形の焼き菓が子しを手に取る。形はカステラに似ているが、見た目よりもずっしりとしている。

「あ、美味しい」

　予想より固いけれど、嚙かみ応ごたえがあって甘い。そして、香こうばしい。断面を見ると、ドライフルーツやナッツが生き地じに交ぜられているようだ。

　飲み物は、色や香りからコーヒーではなく、お茶のようなものだと思われる。

　無言でケーキを齧かじる瑛留をよそに、兄はフレイと言葉を交かわしていた。

「本当に、助かりました。駅で合流する予定だったガイドとは連れん絡らくがつかないし、弟の瑛留とははぐれるしで、途と方ほうに暮れていたので。瑛留がフレイの連れと一緒だったとは……偶ぐう然ぜんとはいえ、幸運だった」

「偶然……まぁ、そうですね。私がトールに声をかけたのには理由がありましたが、……彼と会ってわかりました」

　チラリとテーブル越しにこちらを見たフレイと視線が合った、と感じたのは一瞬なので、気のせいかもしれない。

　にこやかなフレイとは対照的に、ジークは表情を変えることもなく無言だ。馴なれ馴れしいほど遠えん慮りよなく瑛留に接していた先ほどまでとは、別人のようで戸と惑まどう。

「トールは、ここになにをしに？　首都中心地ならともかく、このあたりに外国から人が来ることは滅めつ多たにないので……」

「見られてますねぇ」

　フレイが濁にごした語ご尾びを継ついだ兄は、苦く笑しようしてマーケットの中心を貫つらぬく通りに目を向ける。

　通りかかった人たちの視線は瑛留も感じているのだから、いくら鈍にぶいところのある兄でもさすがに意識せざるを得ないのだろう。

　瑛留は、動物園のパンダの気持ちがわかる日が来るとは……と思いつつ、意図的に視線を無視してケーキを齧り続ける。

「僕は、動物学者でして……このあたりの地域には固有の動植物が多いと聞き、調査……のための、下見に来ました。今回は正式なものではないので、調査を言い訳にした観光みたいなものです。弟の瑛留は、一応助手です」

「エール？　トールもいい名前だと思いましたが……エールも素す敵てきな名ですね」

　笑いかけられた瑛留は、「どうも」とフレイに軽く頭を下げて、ジークにも名前を褒ほめられたなぁと思い出す。

　それと同時に、瑛留の隣となりに座る兄がフレイに言葉を返した。

「フレイと……そちら、ジークも確か神話の……北ほく欧おう神話、いやゲルマン神話でしたか？　そのあたりには詳くわしくなくて」

「……ええ。一族に継つがれる名です。族長……私たちのリーダーであるシグルズは古ノルド語で、ドイツ語読みではジークフリート。こちらのほうが外国の方には馴な染じみがあるかと」

　族長？　若そうに見えるのに？

　フレイの言葉に興味を惹ひかれた瑛留は、手元から顔を上げてチラリとジークを見み遣やる。

　兄にコミュニケーションを丸投げしている瑛留も似たようなものかもしれないが、面めん倒どうな説明はフレイに任せたと言わんばかりの態度だ。尊大にも思える所作は、族長という立場ならわからなくもない。

「調査とは？」

　これまで無言だったジークが、短く口にする。

　ジークの邪じや魔まをしないようにか、フレイはピタリと口を閉じた。その振ふる舞まいは自然で、リーダーという肩かた書がきがますます説得力を持つ。

「真しん偽ぎ不明の噂うわさです。トイトブルクのヤルンヴィド自治区の山間部に、絶ぜつ滅めつしたはずのオオカミが生息しているのではないかと聞き及およびまして……なにか一つでも、手がかりを摑つかめないものかと。大たい抵ていは他ほかの動物の見み間ま違ちがいとかで空振りに終わるんですけど、絶滅種の発見は学者にとって夢ですから」

　兄の説明に、ジークはほんのわずかに眉まゆを震ふるわせただけで無言だ。フレイは興味を持ったのか、笑えみを消して兄に質問を重ねた。

「オオカミ……ですか。写真とかはありますか？」

「それが、確かなものはなにもないんです」

「……なのに、わざわざ異国の地に出向いたのか？　物好きだな」

　ボソッと口にしたジークの言葉は、皮肉というより嫌いや味みを含ふくんでいたけれど、兄は笑って受け止める。

「自分でもそう思います。でもまぁ、好こう奇き心しんが旺おう盛せいでなければ、学者なんてものはやってられないですから」

「フットワークの軽さと、コミュニケーション能力も必ひつ需じゆ品だよね。野宿したり野草を食べたりできる度胸と、胃腸の強きよう靭じんさも。あと町の中では方向音おん痴ちなのに、山では何故なぜか迷わない野性の方向感覚と……」

　兄と父の『調査』を間近で見聞きしてきた瑛留は、指を折ってアレコレ挙げながら続きを口にする。

　フレイは「ふふふっ」と楽しそうに笑い、ジークは眉み間けんに寄せた皺しわを少し深くして、嫌味の通じない兄は「適職だろう」と胸を張った。

「確か、ガイドと連絡がつかないと言われてましたね。私たちの一族は、トールたちの目的地近くに居住しているんです。今から帰るところなので、よければご案内しましょうか。滞たい在ざい中の宿等も提供します」

　予想もしていなかったフレイの申し出に、兄と顔を見合わせる。

　リーダーだと言っていたジークの意見を聞かずに、そんなことを言い出してもいいのか？　と心配になり、横目でジークを窺うかがい見た。

　瑛留の視線に気づいたのか、フレイがジークに向かって小声で話しかけてジークが短く答える。現地語らしく、瑛留にはなにを話したのかわからなかったけれど、フレイが大きくうなずいた。

「ジークも、そうすればいいと言っています。リーダーが決定したことに反対する者はいませんので、是ぜ非ひ」

「……じゃあ、お願いしようかな。ありがたい」

　さほど考える様子もなくフレイに頭を下げた兄に、焦あせった。瑛留は、兄が着ているシャツの袖そでを隣から引っ張って耳打ちする。

「兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　日本にいる時からやり取りしていたガイドならともかく、数十分前に逢あったばかりの人たちだ。金目のもの……は、さほど持っていないが、簡単について行ったりして大丈夫なのだろうか。

「これも、なにかの縁えんだ。他に頼たよれる人もいないし……渡わたりに船ってやつだな。得体の知れない外国人を受け入れる彼らも、結構なリスクを踏ふまえた上での親切だろ」

「そうかも……だけどっ、何十……何百対二なんだろう？　とか……心配にならない？」

　声を潜ひそめ、よからぬことを考えている人たちなら「多勢に無勢」という状じよう況きようになるのでは、と不安を零こぼす。

「疑えばキリがない。案ずるより産むが易やすし」

　能天気な兄は、瑛留の懸け念ねんを「あははっ」と笑って流して、フレイに「よろしく」と頭を下げた。

　この無防備さで、今まで無事だったのだから……余よ程ほど運がよかったのか、奇き跡せき的なまでに人との出逢いに恵めぐまれていたのか。

　ため息をついたと同時にジークと目が合い、ビクリと肩を震わせた。

　瑛留も人ひと懐なつっこいと言われているし、絶え間なく自宅にホームステイする留学生たちとも難なく打ち解けてきた。

　兄ほどではないにしても、コミュニケーション能力にはそれなりに自信があった。

　でも、ジークが相手だとなんとなく身構えてしまう。

　どうしてなのか、わからないのに……胸むな騒さわぎとでもいうものか、ジークと視線が合うとざわざわする。

　ぎこちなくジークから目を逸そらした瑛留は、視線を逃がしたことに気づかれないようカップの飲み物を一気飲みした。
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「休むか？」

　ゼイゼイと肩で息をしている瑛留とは対照的に、振り向いて休きゆう憩けいするかと尋たずねてきたジークは息も切らしていない涼すずし気な顔だ。

　しかも、ジークは瑛留のスーツケースを左肩に担かついでくれている。

　瑛留はバックパックを一つ背負っているだけなのに、膝ひざがガクガクしていて情けない。日ひ頃ごろの運動不足を痛感する。

「だ、大丈夫です。すみません、おれの荷物まで」

　駅前から乗り合いバスに揺ゆられて、二時間。歩き出して、二時間。一時間ほど前からは、舗ほ装そうどころかろくに整備もされてなさそうな山道……いや、これは獣けもの道みちと呼んだ方がいいのではないかと思うような悪路を進んでいる。

　なだらかな坂道を歩いているうちは、まだよかった。道がだんだん細くなり、坂の傾けい斜しやがきつくなり……草が生え、剝むき出しの石や岩が目につき始めると、登と山ざん靴ぐつが必要だと言われた理由がわかった。

　スーツケースの車輪が無用の長物となり、瑛留が重量のあるスーツケースを持て余すより早く、ジークが引き取ってくれたのだ。

「これくらいなら軽い」

　なんともなさそうに言っているが、ジークが持っている荷物は瑛留のスーツケースだけではない。黒いザック型のバッグを二つ、右肩にかけている。内容物にもよると思うが、歩を進めるたびに揺れるバッグの動きからも、軽そうには見えない。

　細身に見えるフレイも意外と力持ちらしく、兄の荷物と自身の荷物を両肩にかけている。

「日暮れまでには着けそうです……か？」

　疑問形でジークに話しかけたフレイは、ふらふらになっている瑛留をチラリと見て苦く笑しようしている。

　ジークとフレイが平然としているのは当然として、山歩きに慣れている兄も、まだ余よ裕ゆうがありそうだ。

「そうしたいものだ。俺たちだけなら問題ないが、エールとトールは身動きが取れなくなるだろう。余計な荷物を担ぎたくない」

「う……頑がん張ばります」

　余計な荷物とは……瑛留を指しているに違ちがいない。ジークの背中にぐったりと覆おおいかぶさる、情けない自分の姿を想像して足に力を込める。

　ただでさえ、私物のスーツケースを任せているのだ。更さらに足あし手で纏まといになど、なりたくない。

「瑛留、張り切りすぎて転ぶなよ」

「ん、気をつける」

　気負いすぎると空回りする、厄やつ介かいな瑛留の性格を知り尽つくしている兄に大きくうなずくと、大きな石を踏み越える足の裏に意識を集中させた。

　兄とフレイは、ぽつりぽつりと会話を交かわしながら歩いている。

　フレイとジークがドイツ語に堪たん能のうなのは、一族から選せん抜ばつされて数年間留学していたためだ……とか、迷い込んできた人間以外に部外者を集落に入れたことはこれまで一度もないとか。フレイは山奥の集落から数ヶ月に一度の買い出しに出たところ、瑛留と兄に出逢ったのだとか。

　断だん片ぺん的に耳には入るものの、山道を歩くのに必死になっている瑛留は会話に参加できる状態ではない。

　時おり、チラリと振り向くジークと目が合うだけだ。それが、瑛留がきちんとついて来ているか確かく認にんしてくれていたのでは……と気がついたのは、立ち止まったジークが「着いたぞ」と短く口にした時だった。

　ハッと顔を上げた瑛留の前で、ジークが樹きから垂れ下がった大きな葉を纏まとう蔦つたのようなものを搔かき分ける。途と端たんに視界が明るくなり、その先が開けた土地になっているのがわかった。

「ジークが皆みなに話しますので、トールとエールはこちらで少しだけ待ってください」

　フレイの言葉にうなずくと、久々だというジークの帰郷を歓かん迎げいしているらしい大勢の声が聞こえてくる。

　男性、女性、子ども……たくさんの声は耳に入るけれど、言葉の内容が理解できない。どうやら、彼らのあいだでだけ通じる独自の言語を使っているらしい。

　もしかして、ここで言葉が通じるのはフレイとジークだけだろうか。それでも、意い思し疎そ通つうができる相手がいるだけ幸いだったと喜ぶべきか。

　無言で視線を交わした兄も、どうやら瑛留と同じことを考えていたようだ。一いち抹まつの不安を感じている瑛留とは違い、超ちようがつくポジティブ思考の兄らしく嬉うれしそうな笑え顔がおだが。

　ジークが経けい緯いを説明しているらしく、シン……と静かになった。

「……、……！」

「…………」

　毅き然ぜんとした調子で語るジークに、フレイがやんわりとした口調で一言二言つけ足す。さほど多く語ることなく、振り向いたフレイに手招きをされた。

　兄と顔を見合わせてうなずき、足を踏み出した。

　基本的に物もの怖おじをしないとはいえ、異国の地で、未知の民族との初顔合わせだ。緊きん張ちようのあまり手のひらに汗が滲にじみ、心臓が早はや鐘がねを打っている。

　兄がなにを思っているのかは、わからないけれど……一人ではないことが、心強い。

「トール。エール」

「初めましてっ」

　短く名前を呼ばれて、反射的に頭を下げた。身に染しみついた習慣は、恐おそろしい……と頰ほおを緩ゆるめる。

　顔を上げた瑛留は、興味深そうな顔でこちらを眺ながめている人々に視線を巡めぐらせた。

　ジークとフレイもそうだが、淡あわい色の髪かみをしている人が多い。外見の特とく徴ちようからすると、ゲルマン民族というよりも、スラブ系に近い遺伝子を持っているのかもしれない。

　天然の染せん料りようのようだが、鮮あざやかな色の糸で柄がらが入ったシャツやワンピースのような衣服を着ている。靴は、動物の革かわを縫ぬい合わせて足に合うものを作っているらしい。フレイとジークは民族衣い装しようではなく、厚手のシャツとカーゴパンツ、瑛留たちと同じようなトレッキングシューズを身に着けているので、外部へ出かける際と集落にいる時とで使い分けているのかもしれない。

　ここから見える位置にある建物は、基き礎そに当たる土台は石を積み上げ、壁かべの部分はしっかりとした木を組んで建てられており、屋根は写真で見たことのある茅かや葺ぶきのようなものだ。建物の脇わきには、井戸らしきものもある。

　まだよくわからないが、山の奥深くに居住しているということから予想していたよりも、近代的な生活環かん境きようのようだ。

　これで全員なのかどうかは不明だが、四、五十人に無言で全身を観察されるのは、あまり気持ちいいものではない。

　奇き妙みような沈ちん黙もくに息苦しくなってきた頃、傍ぼう観かんしていたジークが口を開いた。

「紹しよう介かいは済んだな。エールとトールには、俺の住すみ処かの隣となりに丁度空きがあるから、そこに滞たい在ざいしてもらう。フレイ、案内しろ」

「はい。こちらです」

　こんな簡単なやり取りで紹介が済んだのか？　と、戸と惑まどって兄を見上げる。

　ゆっくり歩きながら瑛留を見下ろした兄は、「美形の多い民族だなぁ」と的外れな感想を口にして、のほほんと笑った。

「兄ちゃん……これでいいわけ？」

「槍やりとか弓を突つきつけられなくて、よかったじゃないか」

　瑛留の言葉に、兄は笑みを浮かべたまま返してくる。顔は笑っているが、本気なようで……怖い。

　そうか。そうだよな。敵意を向けられなかったのは、幸いだった。

　どこか釈しやく然ぜんとしないながらも、それだけは確かだと納なつ得とくする。

　たぶん、いや間違いなくジークとフレイのおかげ……とジークを振り向いたと同時に、視線が絡からんだ。

「……ッ」

　心臓が、ドクンと大きく脈打つ。一度は落ち着いていたのに、動どう悸きが激しくなって胸の奥がざわざわする。

　食い入るように、真っ直すぐ……瑛留だけを見み詰つめているのは、どうしてだろう。

　コクンと喉のどを鳴らした瑛留は、目礼もできずにぎこちなく顔を背そむけたけれど、ジークの視線を背中に感じて振り返ることができなかった。







《三》







　建物の外から、人の声や物音が聞こえてくる。

　目を開けた瑛留が小窓を見上げると、虫の侵しん入にゆうを防ぐための薄うす布ぬの越ごしに、ぼんやりとした朝日が差し込んでいた。

「兄ちゃん……は、外か」

　すぐ傍そばで就しゆう寝しんした兄の姿はなく、欠伸あくびを一つ零こぼした瑛留は、のっそりと身体からだを起こした。

　電気のないこの集落では、陽ひが落ちるとオイルランプか蠟ろう燭そくが頼たよりとなる。自然と眠りにつくのが早く、人々は夜明けと共に活動を始める。

　順応性の高い兄は、二日で彼らの生活に馴な染じんだ。今朝も起き床しようの遅おそい瑛留を放置して、とっくに身み支じ度たくを整えていることだろう。

　パジャマ代わりのＴシャツの上から長なが袖そでのシャツに袖を通して、コットンパンツを生き地じの厚いカーゴパンツに穿はき替かえる。

　靴下を履はきながら、

「しっかりたっぷり寝ねてるのに育ちが鈍にぶいのは、なんでかなぁ」

　小さく独り言ごちて、寝る子は育つんじゃなかったのか？　と自分の手足を見下ろした。

　長身の兄とは似ていない……のは、事情が事情なので仕方がないとしても、もう少し育ってくれてもいいと思うのだが。

「そもそも、骨格が違ちがうんだよなぁ」

　筋肉もつきにくい体質らしく、兄と共に腹筋や腕立て伏ふせで鍛きたえようとしても瑛留は筋肉痛になるばかりで、無む駄だな努力かと投げ出してしまった。

「めちゃくちゃ非力だって思われてそう……っていうか、力がないのは事実か」

　昨日、薪たきぎとして使う木の枝を抱かかえようとした時にふらついて、脇からジークに取り上げられたのだ。

　礼を言おうとしたのに、「エールには重いだろう」と鼻で笑われたことで、ムッと唇くちびるを引き結んだ。

　ここに来て五日が経たつのに、どうにもジークとは馴染めない。世話役を買って出てくれたのか、行動を共にしているフレイとはすっかり打ち解けたが、ジークが近づいてくると無意識に身構えてしまう。

「瑛留、まだ寝て……起きてるじゃないか。朝飯だぞ」

「あ、うん。ごめん、朝食の準備……」

　ドアを兼かねた、暖簾のれんのような布を搔かき分けて入り口から顔を覗のぞかせた兄に名前を呼ばれ、ビクッと振ふり向いた。

　またしても、朝食の準備をサボってしまった。ここでは、四、五歳の子どもでもきちんと手伝いをしているのに、瑛留は朝食の後片付けしかしていない。

　ごめんなさいと肩を落とした瑛留に、兄は「体力の回復が最優先だ」と苦く笑しようする。

「気にするな。フレイが、連日の山歩きで疲つかれているみたいだから寝かせておいてあげて、って言ってくれたから」

　気き遣づかいはありがたいが、兄ならともかくフレイにまで体力がないことを見み透すかされているのかと思えば、ますます情けない。

　山の中を散策している時も、頻ひん繁ぱんに「エール、大だい丈じよう夫ぶ？　休きゆう憩けいする？」と心配されるのだ。自分がいなければ、兄は調査の為ための行動範はん囲いをもっと広げられただろうと思えば、今の瑛留はただの足あし手で纏まといだ。

　助手という名目で、同行させてもらったのに……。

「おーい、瑛留？　ぼぅっとして、まだ寝ぼけてるのか？　フレイたちが待ってるぞ」

「あっ、うん。ごめんなさい。すぐ行く」

　落ち込むだけの時間は、無駄だ。うなずいた瑛留は、カーゴパンツのベルトを締めながら急いで建物を出た。

　共同で使用している窯かまの周りを住民が囲み、手て際ぎわよく配はい膳ぜんしている。石の台には、焼き上がった薄いパンが次々と積み上げられ、数枚ずつ木の皿に移されていく。

　少し深い木の椀わんに注がれるのは、搾しぼりたての新しん鮮せんな山羊やぎのミルク。同じく山羊のミルクで作られたチーズと、蜂はち蜜みつ漬づけの木の実を薄いパンに挟はさんで朝食にする。

　どんな食生活なのだろうと、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた瑛留だが、これならご馳ち走そうと言ってもいいと思う。

　窯の脇に立っているジークと目が合い、手招きをされた。無視するわけにもいかず、おずおずと近づく。

「エール。きちんと休めたか」

「……はい。おはようございます」

　軽く頭を下げて答えた瑛留に、ジークはパンを積み上げた皿を手て渡わたしてきた。反射的に受け取った瑛留を見下ろして、微び笑しようを浮かべる。

「しっかり食え」

「あ、ありが……とう」

　六枚切りの食パンより薄いとはいえ、クレープよりは厚みがある。それが、二十枚くらいは重ねられているだろうか。

　しかも、大きな塊かたまりから取り分けたチーズをどさりと載のせ、蜂蜜漬けの木の実をたっぷりとかけられた。

「お……重い」

　うっかり落とさないよう重量のある木の皿を両手で持ち、よろよろと兄の傍へと歩を進める。両手にミルクの入った椀を持っている兄は、途と方ほうに暮れた顔をしているだろう瑛留を見下ろして「ははは」と笑った。

「過か剰じような愛情表現だな」

「愛情っ？　貧ひん相そうな身体だっていう、嫌いや味みじゃなくて？　朝だけじゃなくて、夜ご飯も、食べ切れないくらい盛られるんだけど」

　ジークにチラリと目を向けて、小声で反論する。

　数日暮らして痛感したことだが、ここでは女性より非力なのだ。力仕事では完全に戦力外で、瑛留ができることと言えば子どもと一いつ緒しよに小枝を集めたり、窯に火を起こしたり……食後の後片付けをしたりするくらいか。

　世話になるのだからお客様扱あつかいされる気はないという兄は、若い男性たちに交じって力仕事をしているのに、瑛留は同じことをしようとしても足手纏いにしかならないのだ。

　ジークや他ほかの住民が瑛留のことをどう思っているのか、フレイに尋たずねればわかるかもしれない。

　けれど、「厄やつ介かいなお荷物」と返ってくる可能性を考えれば怖くて聞けない……という意い気く地じのなさが、ますます情けない。

　しゅんとした瑛留に、兄は「なに言ってんだ」と真顔になる。

「ここは飽ほう食しよくの日本じゃないんだ。食べ物を分け与えるっていうのは、好意と持て成しの基本だろう」

「あ……そっか。そう、かも」

　友好的なフレイとは違い、ジークはなんとも威い圧あつ感があって近寄りがたい。まともに目を合わすこともできず、きちんと話したこともないが、朝に夕に瑛留へたっぷり食べさせようとするのは彼なりの精いっぱいの持て成しなのかと思えば、怖がったりして申し訳ないという気分になった。

「そうですよ。ジークはエールのことをすごく気に入っているので、好きになってもらおうというアピールです」

　会話が聞こえていたのか、兄の背後からフレイが顔を覗かせる。真しん剣けんな顔でジークの行動の意味を語られて、兄が噴ふき出した。

「ぶはっ、野生動物の求きゆう婚こんみたいだなぁ」

　確かに、動物が求婚する際、せっせと餌えさを運んでくる……という映像は、瑛留も何度も目にしたことがある。

　でもそれを、あの……ファッション誌の表紙を飾かざっていても不思議ではない迫はく力りよくのある美形、それも当てはめるのは失礼なのでは。

「兄ちゃん、それはジークに失礼だ。なんでも動物の行動に譬たとえる癖くせ、やめた方がいいよ」

「人間だって、動物だぞ」

「そうだけど……フレイが笑ってるよ」

　自分たちの話を聞いているフレイは、日本語はわからないはずだが楽しそうにニコニコしている。

　自分の名前は聞き取れたらしく、笑えみを浮かべたまま口を開いた。

「今日は、どのあたりに行きましょうか。昨日とは反対側ですか？」

　フレイは、亨留と瑛留のガイドとして山歩きのサポートをしてくれている。オオカミの手がかりを求めてこのあたりを散策しているのだが、今のところ痕こん跡せきさえ見つけられていない。それでも、兄は楽しそうだ。

「そうだな……反対側に行ってみよう。フレイは、オオカミを見たことはないって言ってたけど、遠とお吠ぼえを聞いたこともない？」

　フレイは、兄の問いに首を傾かしげて少し考えていたけれど、

「わかりません」

　と、申し訳なさそうに返した。

　ずっとこの土地に住んでいるフレイたちが、オオカミを見たこともなく気配を感じたことさえないのなら、その存在の信しん憑ぴよう性せいは危あやういのではないだろうか。

　そうしてマイナス思考になる瑛留とは逆に、兄はとことん前向きだ。

「僕たちにとっての野の良ら猫ねこや雀すずめみたいに、当たり前の存在だったら意識することもないだろうし……自然と、長く共生しているかもしれないなぁ」

　子どものように楽し気な表情でそう言いながら、木の生おい茂しげる山のほうを眺ながめる。

　フレイも、瑛留と同じように子どもみたいだと思っているのか、「ふふっ」と笑って兄の横顔を見上げていた。




　　　　□　□　□




「見事な満月だな」

　ふと空を見上げて零こぼした兄に釣つられて、瑛留も頭上を仰あおぐ。日が落ちてすぐなので、月の位置は低いけれど、丸々とした満月であることは一目瞭りよう然ぜんだ。

「……大きい」

　月の出すぐのせいか、赤みの強い大きな月が目に入った途と端たん、ざわりと首の後ろに悪お寒かんに似たものを感じて眉まゆを顰ひそめた。

　いつからなのかは忘れたが、満月を目にすると、胸の奥がもやもや……ざわざわする。禍まが々まがしいとも、神こう々ごうしいとも言える、不可解な感覚に全身を包まれるようなのだ。

　シャツの胸むな元もとを無意識にギュッと握にぎり締しめた瞬しゆん間かん、斜ななめ後ろから低い声が聞こえてきた。

「満月に血が騒さわぐのは、動物だけではないからな」

「ッ！　……ジーク」

　気配を感じなかったので、とてつもなく驚おどろいた。バクバクと脈打つ心臓をシャツの上から押さえて、肩を並べてきたジークを見上げる。

　無言で月を見上げるジークに表情はなく、血が騒ぐという発言とはかけ離はなれた冷れい淡たんな空気を纏まとっている。

「今夜は、特別な祭事がある。エールとトールにも参加してもらいたい」

「僕たちは構いませんが、部外者が参加してもいいものなんですか？」

　兄の疑問は、そのまま瑛留の疑問でもある。

　特別な祭事というのなら、住民たちは部外者が関かかわるのを嫌がるのではないだろうか。

　日中はフレイに案内されて山歩きをしていることもあり、必要最低限の雑事を共にすることはあってもそれ以外の交流はほとんどないのだ。

　彼らも、亨留と瑛留をどう扱えばいいのか迷っているのかもしれない。

　族長のジークが受け入れていることで表向きは友好的だが、真意は知る術すべがないのだから、突とつ然ぜん「祭事に参加を」と誘さそわれても困る。

　躊躇ためらう兄と瑛留をよそに、ジークは簡潔に答えた。

「問題ない。準備をしてもらいたいから、トールはフレイに身み支じ度たくを任せろ。エールは、俺とこちらへ」

　淡々と話を進めるジークは、身体からだを捻ひねり、少し離れたところにいるフレイを呼び寄せる。

　こちらに歩いてくるフレイは、いつもと変わらない微び笑しようを浮かべているけれど、瑛留は胸の奥から奇き妙みような不安が湧わくのに戸と惑まどった。

「……兄ちゃん」

「なんだ。その、困ったって顔は。取って食われるわけじゃないだろうし、ジークと打ち解けるいい機会だ」

　こそっと呼びかけた兄に、笑って背中を叩たたかれる。瑛留がジークをなんとなく苦手としていることは、言葉にしなくても態度に出ていたらしい。

　と、いうことは……本人にも伝わってしまっている可能性が高い。

　そろりとジークを見上げた瞬間、タイミングよく青い瞳ひとみと目が合ってしまった。

「エール」

　短く名前を呼びながら差し出された手を、突つっ撥ぱねる理由は……思いつかない。

　そっと右手を伸ばすと、当然のように握られる。瑛留の手を包み込むような大きな手は、あたたかい。

　それなのに、漠ばく然ぜんと『怖い』と感じるのは何故なぜだろう。

　たまたま駅前で出で逢あっただけの外国人の自分たちをコミュニティに招き入れ、住むところから食事まですごくよくしてくれていると思う。フレイをガイドとしてサポートにつけてくれなければ、兄と二人で山歩きなど不可能だった。

　そんな人に対して理由もなく苦手意識を持ち、引き気味になっている自分が、ものすごく悪いことをしているみたいだ。

「…………」

　瑛留の手を引いて歩を進めるジークの後ろ姿を、ジッと見み詰つめた。

　大きな背中、筋肉に覆おおわれた腕に、力強く瑛留の手を握る長い指。自分にはないものばかりで、『羨うらやましい』と『妬ねたましい』が複雑に入り混じる。

　自分たちがここに来て一週間足らずなのに、大人も子どももジークを信しん頼らいして頼たより、慕したっていることがわかる。

　瑛留もここの住人なら、彼に任せていれば大だい丈じよう夫ぶだと、迷いの欠片かけらもなくリーダーとしてジークに従うはずだ。

　群れで行動する動物を見ていればわかるが、統とう率そつするリーダーは纏まとう空気が違ちがう。自然発生した場合でも、戦いによって勝ち取った立場でも、カリスマ性ともいえる格を感じる。

　常に物静かで堂々としていて、観察力がある。わずかな異変も見み逃のがすことなく、不ふ審しんな気配があれば率そつ先せんして森の中に分け入る。

　そんなジークが人々を取り纏める立場にいるのは、瑛留でも当然だと思う。

　松明たいまつやランプを持っているわけではないのに、ぼんやりと明るい。満月の浮かぶ夜空から、眩まばゆいほどの月光が降り注ぐせいだろうか。

　心臓が、ドクドクと激しく鼓こ動どうしている。ジークの後について歩いているはずなのに、ふわふわと身体が浮かんでいるみたいだ。

　髪かみを揺ゆらす風に乗って、心地ここちいい匂においが鼻先をくすぐる。なんとなく憶おぼえのあるこれは……なんだろう。近くで咲さいている、花の香かおりだろうか？

「いい匂い……？」

　瑛留は小声でつぶやいたつもりなのに、すぐ前を歩くジークの耳に届いたのかもしれない。チラリとこちらを振り向き、視線が絡からんだ。

　端たん整せいな顔が近づき、反射的に背中を反らしてしまった。

　瑛留の動きは失礼なものだと思うが、ジークは気にする様子もなく微かすかな笑みを浮かべる。

「エールも」

　ジークが、どうしてそんなふうに口にしたのかわからないけれど、これまでジークが近くにいると全身を包んでいた緊きん張ちよう感が和やわらいでいる。

　兄もフレイも傍そばにいないのに、大丈夫そうだ。

　ふっと息をついた瑛留は、これまでになく肩の力を抜いて、ジークに先導されるまま歩き続けた。







《四》







　奇妙な空気が、集落全体を覆っているようだ。大勢の人がいるはずなのに、集落の外れにある瑛留たちのいる小屋には人の声も物音も聞こえてこない。

「ジーク、この服……は」

「祭事の際の、決まりだ」

　これを着ろと差し出された衣服に戸惑ったけれど、そんなふうに言われてしまえば反論することはできない。

　郷ごうに入っては郷に従えという、ことわざもある。

　意を決した瑛留は、のろのろと自前の服を脱ぎながら小屋の隅すみにいるジークをチラリと見み遣やった。オイルランプの調整をしているのか、端整な横顔を照らす橙だいだい色いろの灯あかりがゆらゆら揺れている。

　言葉数が少ないのは、いつものことだ。けれど、全身に纏う空気が普ふ段だんより鋭えい利りに感じて、緊張がよみがえる。

「あの、兄は……どこで、どうしているんですか？」

　別行動している兄が、どうしているのか気になる。集落のどこかでフレイと一いつ緒しよにいるはずだけれど、瑛留の様子を覗のぞきにも来ない。

　瑛留の問いに、ジークは短く返してきた。

「気にすることはない」

　それは……答えになっていない。

　質問を重ねようにも、オイルランプに照らされたジークの横顔は硬かたく、瑛留が話しかけるのを拒こばんでいるみたいだ。

　なにも言えなくなり、渡された服に袖そでを通した。

　麻あさだろうか、厚みのある丈夫そうな生き成なりの生地は快適さを追求した化学繊せん維いに慣れた瑛留には少し硬く感じるが、着き心地ごこちは悪くない。襟えり周りと袖口には、赤に染められた糸で繊細な幾き何か学がく模様の刺ししゅうが施ほどこされている。

　瑛留にはサイズが大きいのか、もともとそういうものなのか、上着の丈たけは膝ひざあたりまである。母親がよく着ているチュニックのようで、なんとなく落ち着かない。

　上着はゆったりしているけれど、揃そろいの生地で作られているボトムは踝くるぶし丈たけで、歩く際の足さばきに支障がないのは幸いだ。

「よく似合う。あとは、これを」

　振り向いたジークが、仕上げとばかりに鮮あざやかな青紫色の薄うすい布を瑛留の首元に緩ゆるく巻いた。

　手を伸ばせば届く位置にいるジークは、瑛留と同じ素材の服を着ている。ぼんやりとしたオイルランプの光でも、刺しゅうの色がモスグリーンということと施された模様が異なることは見て取れた。

　まるで、ペアの衣い装しようだ。祭事の際は、皆みなが揃いの服を身に着ける決まりなのかもしれないが、なんだかこそばゆい。

「行くぞ」

　これで準備は完かん了りようなのか、ジークに手を引かれて小屋を出た。

　森を背にした小屋から、集落の中心部へ……しばらく歩くと、これまでの静けさが噓うそのような喧けん騒そうが耳に飛び込んでくる。

　建物の角を曲がると、特大のスクリーンで映画を観みているかのような非現実的な光景が現れた。

「うわ」

　思わず、感かん嘆たんの声が漏もれる。

　中央に設しつらえられているのは、炎ほのおの櫓やぐらだ。高校の時の林間学校でキャンプファイヤーを体験したけれど、あれとは規模が違う。

　組み上げられた櫓は、五、六メートルはあるだろう。夜空を焦こがすように燃え盛さかる炎の高さは、その倍以上。

　瑛留が立ち止まっている位置からはずいぶんと距きよ離りがあるのに、熱気が伝わってくる。

　炎えん上じようする櫓の周囲を囲む動物は、山犬……いや、犬と呼ぶにはあまりにも大きい。

「オ……オオカミ？」

　呆ぼう然ぜんと口にした瑛留を、ジークが振り向いた。

　燃え盛る炎のせいで昼間のように明るいこともあり、その表情は難なく見て取れる。

「成人を祝う儀ぎ式しきだ。……これを。祝い酒だ」

　両手に木の器うつわを持った人が近づいてきて、恭うやうやしくジークに差し出した。その器を一つ、瑛留に手渡してくる。

　覗き込んだ器には、白く濁にごった液体がたっぷりと注がれていた。飲めという意味だろうけど、正体不明の飲み物に口をつけるのは躊躇う。

「神聖な樹きの樹液と、果物を発はつ酵こうさせた酒だ」

　困こん惑わくする瑛留の前で、ジークは自ら害のないものだと証明するかのように、器に口をつけて飲み干す。

　兄なら、きっと笑って受け入れる。信用していると身をもって示す……親しん睦ぼくを深めるという意味も込めて、口にするに違ちがいない。

　一気飲みしたジークは、平然としている。もし身体からだに合わなくても、お腹なかを壊こわすくらいだろう。

　ええい……飲んでしまえっ。

　そう決意して、両手で器を持つ。思い切って口をつけると、目を閉じて口に含ふくんだ。

　一番に感じたのは、とろりとした甘み。少しして、強いアルコール独特の刺し激げきがビリビリと舌を痺しびれさせる。

「……ッ」

　一口、二口……なんとか飲み込んで、詰つめていた息を吐く。舌に漂ただよう余よ韻いんは、甘酒……いや、白酒に近い味だ。

　樹液を含むということからも、メープルシロップのような馴な染じみのある甘みを感じるのも不思議ではない。

　喉のどと胃がじわじわ熱くなり、甘い飲み口から予想するよりアルコール度数が高いのかもしれないと、ぼんやり分ぶん析せきした。

　パチッと木の爆はぜる音が耳に入り、器に残る酒を見下ろしていた瑛留はハッと顔を上げた。

　炎の櫓を囲む獣けものの一頭が、『アオォォン』と低い声で遠とお吠ぼえをする。それに呼応するかのように、炎を受けて地面に影を伸ばす獣が次々と遠吠えを響ひびかせた。

「あ……」

　獣は、火を恐おそれるはずだ……と。これまで当たり前に信じていたものなど机き上じようの空論だと、嘲あざ笑わらわれているかのような眺めだ。

　目前の光景は非現実的かつ神秘的で、恐きよう怖ふというよりも畏い怖ふに身を震ふるわせる。

　発酵酒のせいか思考力が鈍にぶくなり、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむばかりだ。

　ひとしきり遠吠えを響かせた獣たちの咆ほう哮こうが止やみ、パチパチと燃え盛る炎の音が瑛留を現実へと呼び戻した。

「っ、あ……の、兄は？」

　ジークの着ている服の袖を軽く引き、兄はどこにいるのか尋たずねる。

　兄もどこかでこの光景を目にしているのなら、黙だまっているわけがないと思ったのだ。大きな山犬か、オオカミか……獣がなんなのか、兄ならわかるはずだ。

「トール？　あちらに」

　表情を変えることなくジークが指差した先に視線を向け、ギョッと目を瞠みはった。炎の櫓に気を取られるあまり、これまで瑛留の視界に入っていなかったようだ。

　いつの間に組み上げられていたのか、岩と木を積んで作られた祭さい壇だんのようなものには、木の実や鮮やかな花を始めとした様々な植物、兎うさぎや鹿しかといった動物が供え物のように並べられている。

「な……に」

　その祭壇の中央に、手足を拘こう束そくされた兄の姿があった。まるで、供く物もつの一部であるかのように……。

　咄とつ嗟さに駆かけ寄ろうとした瑛留の腕を、ジークが摑つかむ。

「ジーク、なんでっ。兄ちゃん……兄ちゃん！　聞こえないっ？」

　瑛留が必死で声を上げて呼びかけても、兄からの返事はなかった。横たわった兄は、ピクリともしない。

　まさか、その身になにか……と青あお褪ざめる瑛留に、ジークが短く告げる。

「眠っている」

「それ……だけ？　なにもしてない？」

「ああ。今のところは」

　今のところは？

　深読みすれば、なんとも不ふ穏おんな台詞せりふに眉まゆを顰ひそめた。

　ジークに言葉の意味を聞き返そうとした直後、これまでジッと炎の櫓を囲んでいた獣たちが動き始めて息を吞のむ。

　五頭、六頭……巨きよ体たいの獣がジリジリと向かう先は、祭壇……兄のところだ。

「ぁ、ダ……」

「お許しください！」

　瑛留が、ダメだ！　と叫んでジークの手を振ふり払はらおうとするより早く、人ひと影かげが祭壇の前に立ち塞ふさがる。

　刺ししゅうの飾かざりはないけれど、瑛留やジークとよく似た服を身に着けたフレイだ。

　地面に両手を突つき、こちら……ジークに懇こん願がんする。

「どうか……トールを解放してください。代わりに規則通り、鹿を十頭か蕾つぼみをつけた月夜草を一束……必ず納おさめます」

　周りを囲む他ほかの人たちは、一言も発しない。獣も動きを止め、すべての判断をジークに委ゆだねているようだ。

　瑛留もなにか言うべきだと思うのに、緊きん張ちようを孕はらむ空気に気け圧おされて声が出ない。ジークに摑まれた手を、動かすこともできない。

　沈ちん黙もくは、どれほど続いただろう。

　喉の渇かわきに負けた瑛留が、コクンと唾つばを飲んだと同時にジークが口を開いた。

「それほど気に入ったのなら好きにしろ」

「あ……ありがとうございます」

　頭を下げたフレイが、小走りで兄に駆け寄る。拘束を解きながら、繰くり返し「トール……ごめんなさい。すみません、トール」と兄の名を呼んで詫わびている声が聞こえ、ようやく瑛留の足がジリッと動いた。

「兄ちゃ……」

「エール」

　低い声に名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、身体が動かなくなった。腕を摑むジークの指を、途と端たんに意識する。

「おまえはこちらへ」

「あっ」

　強く腕を引かれると、祭壇に背を向けることになった。

　振り返ろうとしたけれど、腕に食い込むジークの指は力強くて……促うながされるまま、炎ほのおの櫓やぐらと祭壇から引き離はなされた。










「そこに座れ」

　ジークがそう指差した敷しき物ものに、すとんと腰を下ろす。ランプを灯ともしたジークも、瑛留の前に座り込んだ。

　喧けん騒そうから離れた小屋にジークと二人でいるのは、妙みような感じだった。

　足あし枷かせや重りをつけられているわけではないのだから、死に物もの狂ぐるいになって全速力で走れば、逃げられないこともないと思う。

　それなのに……足が重い。宝石のようなジークの青い目に見み詰つめられるだけで、身体が動かなくなる。

「魔ま術じゆつを使える……とか」

　非現実的なことを疑いたくなるほど、不可解だ。

　頭に浮かんだ疑問をつぶやいた瑛留を見下ろしたジークは、怪け訝げんそうに表情を曇くもらせる。

「魔術？　俺が宙に浮いているように見えるか？」

「そ……うじゃなく、て」

　空を飛ぶ魔術だけではないだろうと思うが、うまく頭が働かないのでどう言い返せばいいのかわからない。

　少し前に飲んだ酒のようなものがまだ残っているのか、全身がふわふわする。

「さっきの、なに……？」

　炎に包まれた櫓。取り囲む巨大な犬……オオカミ？　そして、様々な動物や果物、植物が供えられた祭壇の中央に横たわる、手足の自由を奪うばわれた兄。

　この目で確かに見たはずなのに、夢の中の出来事のようだ。現実感が乏とぼしいのも、思考力が鈍くなっているせいに違ちがいない。

　炎の櫓を取り囲んでいた巨大な獣たちが襲おそいかかろうとした瞬間、フレイが割り込んできて兄の命いのち乞ごいをした。

　懇願するフレイに、ジークは「それほど気に入ったのなら好きにしろ」と言い放ち、どうやら兄は危機から脱だつすることができたようだ。

　なにもできなかった瑛留とは違い、フレイは泣きそうな顔で兄の拘束を解いて必死で詫びていた。

　ジークに腕を引かれてその場から引き離された瑛留は、その後兄とフレイがどうなったのかわからない。

「兄ちゃんは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「トールは、フレイのものとすることを俺が認めた。以後、他のものは手出しができないから安心しろ。フレイは、よほどトールを気に入ったようだな」

「安心？　本当に？」

「俺を信じろ」

　ジークが信じろというのなら、きっと大丈夫……。根こん拠きよもなくそう納なつ得とくしてうなずくくらいには、正常な思考ではない。

　脳の片かた隅すみに残る理性がそんなふうに分ぶん析せきしていても、頭全体に霞かすみがかかったようになっていてぼんやり視線を泳がせる。

「ここ、って？」

　ここは……どこだろう？

　自分が今いる場所さえあやふやで、軽く頭を振る。

「俺の住処すみかだ」

　ジークが口にした短い答えに、目をしばたたかせた。

　兄と滞たい在ざいしている建物のすぐ隣となりにあるのに、これまで一度も足を踏ふみ入れたことのなかったジークの住処？

　どうして自分は、こんなところにいる？

「混乱しているな。満月だ。しかも、繁はん殖しよく期き。血が騒さわぐだろう」

　頰ほおに触ふれたジークの手がやけに熱く感じて、ビクッと肩を震ふるわせる。

　飛び退のいたつもりだったけれど、実際は、床ゆかに敷しかれた敷物の上でほんの少し身体からだを引いただけだった。

「条件は整った。……理性を捨てて、本能を解き放て」

　言葉を切ってランプの脇わきに置かれていた器うつわを摑んだジークは、そこに注がれていた白はく濁だくしたものを口に含ふくむ。

　瑛留に唇くちびるを重ねて舌先をねじ込むと同時に、とろみのある液体が流れ込んできた。

「ッ……ん、ぅ」

　甘い……と感じた直後、喉のどの粘ねん膜まくがピリピリと焼けるように熱くなる。たぶん、炎の櫓の前で口にしたものと同じ飲み物だ。

　胃がじわじわと熱くなり、その熱が全身に浸しん透とうする。ドクドクと、心臓の脈動が激しくなるのを体感した。　>>>♥

　やはり、アルコール度数はかなり高いに違いない。

「っふ……ぁ」

　ジークの唇が離れていき、夢中で息を吸い込む。

　奇き妙みように甘いのは、舌に残る酒の余よ韻いんか……鼻び腔こうで感じる芳ほう香こうか。酩めい酊てい感に包まれ、なにも考えられなくなる。

　鼻先を軽く触れ合わせたジークが、クッと低く笑った。

「初めて逢あった時から、おまえが欲しかった。エール、おまえも『同じ』だろう」

「ァ……」

　上着を両手で摑つかまれたかと思えば、左右に引き裂さかれる。

　厚みのある布が、まるでティッシュペーパーを破るように容易たやすく裂かれるのを、身み動じろぎ一つできず呆ぼう然ぜんと目に映した。

「エール」

　喉元に口づけられ、舌を這はわされる。じっくりと舐なめ、瑛留の肌はだの味を確かめているみたいだ。

　全身の力が抜けて、伸し掛かられるままズルズルと床に背中をつけた。

　ジークがなにをしているのか、どうする気なのかわからず、怖こわくて動けない。きつく瞼まぶたを閉じて、耳の奥にドクドクと響ひびく激しい動どう悸きを感じるのみだ。

「あ、ッ……ぇ？」

　軽く歯を立てられたと思ったけれど、肌に押し当てられた歯の感かん触しよくがやけに鋭するどい。

　そんな違い和わ感に閉じていた瞼を押し開いた瑛留は、視界に飛び込んできたものに目を見開いた。

「な……に」

　瑛留に覆おおいかぶさっているのは、ジークだったはずだ。ジークの声を聞いていたし、ほんの数十秒前までは……間違いなくジークだった。

　それなのに、今……瑛留の目に映っているのは、白い体毛に包まれた巨大な獣けものの姿だった。　>>>♥

　炎の櫓を囲み、遠とお吠ぼえをしていた野犬かオオカミのような獣と似ている。いや……至近距きよ離りのせいか、一ひと際きわ大きく感じる。

　慣れない酒に、悪わる酔よいをしているのだろうか。それとも、とっくに気を失っていて妙な夢でも見ているのか。

　状じよう況きように惑まどい硬こう直ちよくしている瑛留の目前で、舌なめずりをした獣が牙きばを覗のぞかせた。

　この巨大な鋭い牙が喉に突つき立てられれば、抗あらがう間もなく喰くい殺されるだろう。夢でも、痛みを感じるだろうか。

　怖い、怖い、コワイ……痛いのは嫌だ。誰だれか……誰が助けてくれる？

　ここにいるのは、ジークだったはずなのに。

　ジークが……ジークは？

　ジークなら、どうにかしてくれるとでも？

　全身を震わせた瑛留は、無意識に震える声で「ジーク……」と呼び、きつく閉じた瞼の裏に青い瞳ひとみを思い浮かべた。

　恐きよう怖ふのあまり、血が猛もうスピードで全身を駆かけ巡めぐっている。身体中が熱い。忙せわしない鼓こ動どうと共に、指先まで痺しびれているみたいだ。

　息もできない緊きん張ちようのせいか、目め尻じりから涙なみだの雫しずくが零こぼれ落ちた……と思った瞬しゆん間かん、ぺろりと目元を舐められたのがわかった。

　予想外の優やさしい感触に、詰つめていた息を細く吐く。

「そうだ。それでいい。おまえは、そういう毛色をしていたんだな」

「ジー……ク？」

　すぐ傍そばから、ジークの声が聞こえる。恐おそる恐る目を開いたが、やはりランプの光に照らされているのは白い毛の獣だった。

　困こん惑わくが恐怖を凌りよう駕がしたのか、身体の震えが止まった。

　戸惑う瑛留に、獣はジークの声で話しかけてくる。

「自覚はないのか。……その目で見ろ」　>>>♥

「見ろって……なに？」

　鼻先で首のあたりをグイと押されて、転がっていた敷しき物ものからのろのろと起き上がる。

　壁かべ際ぎわに置かれた縦長の姿見は、ランプの光と屋外から差し込む月明かりの両方を受けて、ぼんやりと浮かび上がって見えた。

「……犬？」

　姿見には、二つの獣の影が映り込んでいる。

　一つは、大きな白い獣。威い風ふう堂どう々どうとした立ち姿は、恐ろしい猛もう獣じゆうのはずなのに神こう々ごうしいまでに美しい。

　その隣に、焦こげ茶色の毛に覆われた一回り小こ柄がらな犬が……。

「愛らしいな」

　白い獣が、焦げ茶色の犬の鼻先を舐める。同時に、何故なぜか瑛留が舌の感触と体温を身に感じて……小さく身体が跳はねた。

　瑛留の視界に映る鏡の中の犬も、ビクッと飛び上がる。

「な……、なん……っ、……っっ！」

　喉が、なにかに締しめつけられているみたいだ。瑛留は叫さけんだつもりなのに、わずかに息が漏もれただけだった。

　恐きよう慌こう状態が限界に達すると、声も出なくなるのだと知った。

　じわっと足の裏が動いた瞬間、床を蹴けって窓の外へ飛び出した。

「エール！」

　名前を呼ぶジークの声は、やけに鮮せん明めいに耳に飛び込んできたけれど、足を止めることなく真っ暗な森に向かって突き進む。

　生おい茂しげる木の葉が遮さえぎるせいで月明かりはほんのわずかしか届かないのに、立ち並ぶ樹きを避よけることができる。

　背後からは、全速力で駆ける瑛留と同じ速度で軽快な足音が追いかけてきていた。

　見える。聞こえる。

　……どうして？　こんなの変だ。夜の森を、これほど速く走れるわけがない。

　フツウノ、ニンゲン……ジャナイ？

「ぅわぁぁぁぁ」

　惑わく乱らんに突き動かされるまま、どれくらい走り続けただろうか。

　心臓が、猛スピードで脈打っている。苦しさのあまり立ち止まると、燃料が切れたように一歩も動けなくなった。

「っく……ひっ、はっ……はっ」

　身体を預けた先にある大木の洞うろに蹲うずくまり、激しい呼吸に全身を震わせる。

　背後から足音がそっと近づいてきて、動けない瑛留に自然な仕草で身体を寄り添そわせてきたのは、白い体毛の大きな獣……。

　触れ合ったところが、あたたかい。

　夜の闇やみに包まれた深い森の中なのに、不思議と怖くない。

　今はもう、なにも考えたくない……。

　耳を倒たおし、身体からだを丸くする瑛留の傍に、白い獣は無言で佇たたずむ。

　寄り添うぬくもりは、不安と絶望感に打ちひしがれても当然の瑛留を、不思議と安あん堵どさせた。







《五》







　なんだろう。すごくあたたかい。それに、心地ここちいい匂においがする……。

　このぬくもりに包まれていれば、なにもかも大だい丈じよう夫ぶ。心配することなど一つもないのだと、安心する。

　なにがあっても護まもってくれると、全身全ぜん霊れいで寄りかかることができる。

　ずっと、この幸福感に浸ひたっていたいのに……。

「エール。起きろ。夜明けが近い。おまえは人の姿で山の中を歩くより、このまま動いた方がいい」

　耳のすぐ傍から、やけにいい声が聞こえてピクッと耳を震ふるわせた。

「ん……ゃ」

　無視して眠り続けようとしたのに、もう一度「エール」と呼びながら身体を揺ゆすられた瑛留は、閉じていた瞼まぶたを仕方なく開いて声の主を目に映す。

「ッ……な、に？」

　ぼんやりとした視界に映るのは、白い毛に覆おおわれた巨大な獣けものだ。視し認にんした直後は犬だと思ったが、よく見れば耳の大きさや頭の骨格からして、犬ではない。

　この特とく徴ちようを備えた獣は……。

「オ、オオカミ？」

　まさかオオカミではないかと思い浮かび、身構えたのは数秒だった。ジッと見み詰つめてくる青い瞳は澄すんで美しく、敵意は微み塵じんも感じない。

　それに、ずっと包み込まれていたぬくもりの正体は、間ま違ちがいなくこの獣だ。おかげで、夜の森の中でも寒さに震えることなく過ごせた。

　瑛留が警けい戒かいを緩ゆるめたのを察してか、ふさふさの白い毛に覆われた獣が鼻先を押しつけてきた。敵意はない、親しみを感じていると伝える仕草だ。

「おれ、なにして。どこ……？」

　巨大な獣と共にいる、この状じよう況きようが摑つかめない。ここはどこだ？　巨きよ木ぼくの根元……？　身体の下にあるのは、落ち葉の布ふ団とんだ。

　何故、こんなところで巨大な獣と眠っていたのだろう。

　現状を捉とらえきれず、ぼんやりしている瑛留に焦じれたのか、白い毛の獣が鼻先をペロリと舐なめてくる。

「寝ね惚ぼけているのか？　混乱するのは後にしろ」

「……ジーク？」

　聞き覚えがあると思ったら、白い獣が語る声はジークのものだった。

　目を覚ましたと思っていたけれど、それは夢の中の出来事で……実際は未いまだに眠っていて、奇き妙みような夢を見ているのかもしれない。

　もう一度眠れば、きちんと目が覚めるかと瞼を閉じようとしたけれど、瑛留の現実逃とう避ひを獣は許してくれなかった。

「立て。俺について来い」

　首の後ろを軽く嚙かんで、立ち上がるよう促うながされる。緩く頭を振った瑛留は、のろのろと身体を起こして白い獣の後を追った。

　自分の現状が理解できないのも怖いが、深い森の中に置き去りにされるほうが怖い。

　周囲を見回しても、視界に入るのは巨木や生い茂る草ばかりだ。足元は降り積もる落ち葉に覆われ、所々ごつごつとした石が転がっている。頭はぼんやりとしているのに、鼻先をくすぐる土の匂いはやけに鮮明だった。

「そこ、木の根が張り出しているぞ。足を取られないよう気をつけろ」

「うん。すごい……立派な根っこ」

　夜明け前の山の中だというのに、すんなりと歩くことのできる自分が不思議だ。視界はぼやけているが、足元は見える。

　なにより、「ついて来い」という力強い言葉に従えば大丈夫だと、なんの根こん拠きよもなく白い獣を信じて頼たよっている。

「もう少しだ。夜明けに間に合いそうだな」

　ジークの声で話しかけてくる白い獣の存在をこれほど心強く思うのは、どうしてだろう。

　夢なのに……夢だから？

　一心不乱に白い獣の後をついて歩いた時間は、ものすごく長かったような気もするし、ほんの数分だったようにも思う。

　不意に視界が開けて、立ち止まった。見覚えのある建物は、兄と自分が滞たい在ざいさせてもらっている家屋に違いない。

　建物の前に、自分たちの帰りを知っていて待ち構えていたかのような人ひと影かげが二つ。そのうちの一つは、間違いなく兄だ。

「兄ちゃん！」

　ホッとして駆かけ寄った瑛留だが、兄を見上げる角度に違い和わ感を覚えて戸と惑まどう。

　目前にあるのは、兄の膝ひざ……より、少しだけ上？　瑛留を見下ろす兄は、これまで見たことのない表情だった。

　見開き、瞬まばたきもしない目が表すのは……恐きよう怖ふ。いや、純じゆん粋すいな驚おどろきだろうか。

　兄は一言も発することなく、真っ直すぐに瑛留を見下ろしていた。

　自分のなにが、兄から言葉を奪うばっている？

　尋たずねようとしたところで、目に映るものの高さがいつもと違うことに気づいた瑛留は、自身への気味悪さに激しく頭を振った。

「……どういうことだ」

　兄のつぶやきが耳に入ったのとほぼ同時に、建物の陰かげから斜ななめに朝あさ陽ひが差し込む。

　まずは、白い獣が眩まばゆい光を受けてキラキラと輝かがやき、みるみるうちに姿を変える。瞬きをした次の瞬しゆん間かんには、長身の青年がそこに立っていた。

「ジーク？」

　ぼんやりと名前を口にした声は、兄のものだったのか……自分のものだったのか。

　今度は、啞あ然ぜんとジークを見み据すえて硬こう直ちよくする瑛留に朝陽が降り注ぐ。

「あ……」

　チカチカと眩まぶしい光に包まれて、身体を震わせる。

　全身あちこちの関節が痛い、というよりも熱い！　と思った数秒後には、いつもと同じ高さに兄の顔があった。

「え……瑛留？」

　ぽつりと瑛留の名前を呼んだ兄は、たった今夢から醒さめたかのように目をしばたたかせている。

　名前を呼んだきり無言で全身に視線を走らせる兄に、瑛留はやけに速い鼓こ動どうを感じながら聞き返す。

「瑛留だけど、なんで疑問形？　おれ、なんか……変？」

　喉のどがカラカラだ。動どう揺ようを隠かくす術すべもなく、みっともなく声が震えている。

　変じゃない。いつもの瑛留だと、笑い返してくれるはず。

　そんな期待を込めて兄を見据えていたけれど、瑛留を見詰め返す兄は硬かたい表情のままで口を開く。

「変っていうか。……今、僕が見たものは、なんだ？　ジーク……フレイ？　誰だれでもいいから、説明してくれ」

　戸惑いながら説明を求める兄の声が、やけに遠くから聞こえる。つい先ほどまで、この耳が拾い上げる音はもっと鋭するどかったはずだ。

　なにかが違う。でも、具体的になにがどう違うのかわからない。畳たたみかけるような違和感が、気持ち悪い。

　誰か……誰でもいいから説明してほしいのは、瑛留も同じだ。

「……ジーク」

　頰ほおを強こわ張ばらせた瑛留は、答えをくれるとすれば彼だろうと、吸い寄せられるように斜め後ろに立つジークへと目を向けた。

　ジークなら、助けてくれる。

　これまで漠ばく然ぜんと感じていた彼に対する『怖さ』と苦手意識が消え、いつの間にか『信しん頼らい』へと塗ぬり替かえられていた。

　泣きそうな顔で縋すがる目をしているだろう瑛留と視線を絡からませたジークは、ふっ……と微び笑しようを滲にじませる。

　瑛留を見ている青い目が、やけに優やさしく感じて顔が熱くなった。ますます動どう悸きが激しくなるのは、どうして？

「そろそろ、皆みなが起き出す時間だ。中で話そう」

　瑛留に兄、フレイ……と、ここにいる全員を見回して口を開いたジークの提案に異を唱える理由はない。

　兄も疑問でいっぱいの顔をしているが、聞きたいことや知りたいことがいくつもあるのは瑛留も同じだ。

「エール」

　自然な仕草でジークに肩を抱だかれた瑛留は、不思議な安あん堵ど感に包まれて誘ゆう導どうに従った。漠然とした苦手意識を持ち、これまで逃にげ腰ごしになっていたのが噓うそのようだ。

　そう感じたのは、瑛留自身だけではなかったらしい。

　背後から、

「瑛留？　ジーク？」

　と不思議そうに名前を呼ぶ兄の声が聞こえてきたけれど、足を止めるどころか振り向くことさえできなかった。










　ジークの住処すみかに入ったのは、初めてではない。

　現実感の乏とぼしい、夢ゆめ現うつつの状態で夜明け前の森の中を歩いた時とは違ちがい、ハッキリと覚かく醒せいしている。

　昨夜、ここにジークと二人でいた。祭事の準備だと言われて、ここの民族衣い装しように袖そでを通したあたりまではしっかり記き憶おくにある。

　不思議な甘さの発はつ酵こう酒しゆを飲み、ジークに組み伏ふせられて……その後に起きたことは、すべて現実だったのだろうか。

　今、ジークが身に着けているのは、昨夜と同じ服だ。瑛留の服はジークに破かれたので、隅にあった着替える前のものを着込んだ。ここに雑然と脱ぬぎ捨てられていたのは、これを着ていた自分たちが姿を変えたせいで……でもあれは、夢の中の出来事ではなかったのか？

　うつむいた瑛留は、座り込んでいる敷しき物ものの繊せん細さいな織模様をぼんやりと目に映す。

　くすんだ赤や黄緑色の糸は、衣類と同じく草花から作った天然の染せん料りようで染められているのだろう。

　四人で車座になっていても、誰も口を開こうとしない。息が詰つまりそうになるほど重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、兄だった。

「まず、先ほど僕が見た犬……いや、オオカミらしき獣けものについて伺うかがいたいんですが」

　瑛留は、そろりと顔を上げかけ……兄と目が合いそうになって、慌あわてて敷物へと視線を落とした。

　兄の言う『オオカミらしき獣』は、朝陽を浴びてジークへと姿を変えた白い毛に覆おおわれた獣のことか、それとも……。

「フレイ」

　ジークが短くフレイの名前を呼ぶと、説明を託たくされたことを悟さとったらしいフレイが、うなずいて口を開く。

「トールが、その目で見たままです。白毛のオオカミはジークで、小こ柄がらなほうは……」

　言葉を濁にごしたフレイが、チラリと瑛留に視線を向けた。

　心臓が、ドクドクと早はや鐘がねを打っている。じわりと体温が上がり、手のひらに汗あせが滲むのを感じた。

　部屋の隅すみ、壁かべに立てかけられている姿見は昨夜もここにあった。ぼんやりとした月光とランプの光に照らされ、そこに映った『獣』の姿が目に焼きついている。

　白、いや白銀の毛に覆われた威い風ふう堂どう々どうとした獣と並ぶ、焦こげ茶色の体毛をした頼たよりなげな小さな獣と鏡越ごしに目が合った。

　あれは……。

　決定的な一言を聞きたくないと逃げたくなるのと同じだけ、あの『異変』に関する答えがあるのなら知りたいとも願う。

　瑛留が顔色を失なくしているせいか、フレイは言葉を続けていいものか否いなか躊躇ためらっているらしい。

　再び沈黙が落ち……兄が、ボソッと口にした。

「瑛留だな。どうして、今になって……」

「兄ちゃん？」

　パッと顔を上げた瑛留を、兄は真っ直すぐに見詰めていた。その表情は、これまでと変わらない温和なものだ。

　淡たん々たんとした声で、瑛留だと言い切ったのはどうして？

　驚おどろきも疑う様子もなく、先ほどの『オオカミらしき獣』が『瑛留』だと、確信を持っている言い方だった。

　瑛留から視線を逸そらした兄は、迷いを滲ませて途と切ぎれ途切れに語り出す。

「瑛留の出自に関して、真実を知っているのは……僕と両親だけです。瑛留自身にも、隠していたことがある」

「…………」

　隠していたこと？

　瑛留が知っているのは、自分が生後間もなく成なる沢さわの両親の養子となったということだ。兄とも血の繫つながりはない。

　物心つく頃には、『養子』であることと血の繫がりはなくても『大切』な家族の一員であることを、包み隠さず話してくれていた。

　おかげで瑛留は、幼い頃から今に至るまで養子である立場を意識することもなく、両親と兄の『四人家族』であることは当然だと思っていた。末っ子として、両親や兄からの愛情をたっぷりと受けて育てられたことは間違いない。

　瑛留が知らないことがあるとすれば、『実の親』に関してのみだ。

　両親も兄も、「実の両親に関してはわからないんだ」と申し訳なさそうに言い、瑛留も追つい及きゆうする気はなかった。

　どんな経けい緯いで成沢の両親に引き取られたのかわからなくても、今は幸せなのだからそれでいいのだと……言い聞かせていた。

　けれど、血の繫がった両親について、全く気にならないと言えば噓になる。

　うつむき、ガリガリと右手で自分の頭を搔かいた兄は、迷いを振ふり払はらったかのように顔を上げて口を開いた。

「瑛留は……うちに来たばかりの頃、子犬の姿だった。父と二人で調査のため訪おとずれていた山の中で、僕が瀕ひん死しの母犬から託されたんだ。たった一匹ぴきで置いて行けば生きていけないだろうと判断して、自宅に連れ帰った。その子犬が、数ヶ月後に突とつ然ぜん人間に姿を変えた時は驚いたけどね。それきり変身することはなかったから、ただの人間になったのかと……すっかり油断していたけど、あの子犬が立派になって」

　兄はなにやら妙みような感かん慨がいに浸ひたっているらしいが、当事者の瑛留にとってはとてつもなく衝しよう撃げき的な発言だった。

「い……犬？」

　頰ほおを引き攣つらせた瑛留は、思わず自分の手を見下ろす。引っくり返して爪つめ先さきから指の一本一本をまじまじと観察しても、人間の手だ。

　今は、どこからどう見ても人間だ。

　でも……。

　瑛留がコクンと喉のどを鳴らしたと同時に、ジークが「なるほど」とつぶやいた。

「それで、か。エールからは、同どう胞ほうの匂いがした。少し離はなれていても、わかる……懐なつかしい匂いだ」

「匂い？」

　反射的に自分の腕の匂いを嗅かいでみても、特に変わった匂いはしない。首を捻ひねっていると、ジークが淡々と続けた。

「駅前でおまえに近づいたのは、『同じ』だと感じたからだ。本能が、ここで逃にがしてはならないと……俺を突つき動かした」

　駅を出てすぐの雑ざつ踏とうで、ジークと初めて顔を合わせた時のことを思い出す。

　周りに無数の人がいたのに、迷いのない目で真っ直ぐに瑛留を見ていた。なにかに引き寄せられるかのように近づいて来て……そうだ、匂いを嗅がれたのだ。

　あの場には、花のようなハーブのような、譬たとえようのない心地ここちいい匂いが漂ただよっていた。ジークが感じ取ったというそれは、瑛留の鼻先をくすぐったものと同じだろうか。

「トールからは、エールの移り香がを感じたんです。我われ々われと似ているのに、違う匂い。外国の人から同類の匂いがするのは、どうしてなのか不思議で……」

　フレイは、兄から瑛留の匂いを察して声をかけたのか。偶ぐう然ぜんのようでいて、偶然という一言では済ませられない邂かい逅こうだったらしい。

　子犬の姿で兄に拾われたとか、ジークは最初から瑛留が『純じゆん粋すいな人間』ではないと察知していたとか。

　次々と聞かされた話は衝撃的で、瑛留が生きてきたこれまでの人生を根幹から突き崩くずしかねないものばかりだ。

　理解しようにも、思考が追いつかない。

　聞きたいことや、確かめなければならないことがいくつもあるはずなのに頭が真っ白で、声も出なかった。

　初対面から『瑛留の本ほん性しよう』を確信していたらしいジークや元々察していたらしいフレイはともかく、これまで兄弟として過ごしてきた兄でさえ、瑛留が『オオカミらしき獣』に姿を変えたことを事実として受け入れている。

　なにも知らなかったことで混乱の渦うずに巻き込まれているのは、瑛留自身だけだ。

「な……んで、おれ……変身」

　これまでの瑛留は、自分に獣じみた要素があるなどと、疑いさえ抱いだかなかった。

　突とつ出しゆつして毛深くもないし、尻尾しつぽがあるわけでもない。運動能力は……同世代の平均に届かない。満月を見て、遠とお吠ぼえしたいという衝動に駆かられたこともない。

　それなのに、どうして突然獣へと姿を変えたのか、謎なぞだ。

　呆ぼう然ぜんとしたまま口にした瑛留の頭を、隣となりにいるジークが摑つかんだ。

「なっ、い……た」

　戸と惑まどう瑛留を無視して強く両手で挟はさみ込み、顔を背そむけられないようにしておいて無言で目を覗のぞき込んでくる。

　そんなふうにしなくても、綺き麗れいな青い瞳ひとみにジッと見詰められると動けない。身体からだを逃がすどころか、ジークの手を振り払うこともできなくなる。

　硬こう直ちよくする瑛留を見み据すえたまま、ジークが語る。

「同類らしいとはわかっていたが、エールには自覚がないようなので本能を揺ゆさぶってみることにした。見事に尻尾を出したな」

「……昨夜の」

　どれが、瑛留の本能を揺さぶったのだろう。満月か、不思議な甘さの発はつ酵こう酒しゆか……目の前で姿を変えた、ジークか。

　その目的は、なんだ？

　ジークと視線を絡からませたまま身動きの取れない瑛留をよそに、兄はとことんマイペースだ。驚きと混乱から恐おそろしいほど早々と立ち直り、状じよう況きようを分ぶん析せきしたらしい。

「ジークも、フレイも……ここの住人すべてが、半人半はん獣じゆうなのか？　目もく撃げき情報のあったニューファンドランドシロオオカミは、君たちのことだったのか」

「ええ。トールたちを案内するふりで……山に点在する私たちの痕こん跡せきから、遠ざけていました。ごめんなさい」

　兄の言葉に答えたフレイは、演技ではなく申し訳なさそうだ。そういえば昨夜、危機的状況に見えた兄を庇かばい、救ったのはフレイだった。

　頭を振ってジークの手と視線から逃のがれた瑛留は、深く息を吸ってようやく言葉を発する。

「兄ちゃんさ……昨夜の記き憶おくって、どこからどこまである？」

「昨夜？　祝い酒を振る舞まわれて、ご相しよう伴ばんに与あずかって……フレイに夜明けだと声をかけられるまで、寝ね入いっていたみたいだな。瑛留はどうした？　と聞けば、もうすぐジークと共に戻ってくる……と言われて、あそこに立って待っていた。いや、まさか人間の姿ではない二人が現れるとは思っていなかったのでビックリしたなぁ」

　どうやら兄は、自分の身に危機が迫せまっていたことを知らないようだ。

　オオカミ姿のジークと瑛留を目前にしたことを、「ビックリした」の一言で済ませるあたりは兄らしいが。

「そんな、のん気な。兄ちゃんは」

「エール」

　静かに名前を呼ばれて、言葉を遮さえぎられる。兄の隣にいるフレイと目が合うと、そっと首を横に振られた。

　兄には、昨夜のことを知らせるなということか。

「僕たち、知ってはいけないことを知った……のかな？」

　ぽつりと零こぼした兄は、フレイとジークのあいだで視線を往復させて、最後に瑛留と目を合わせる。

　その目は「まずいかな」と問いかけていたけれど、切せつ羽ぱ詰つまった空気は感じない。相変わらず、能天気というか大らかというか……いいように言えば、肝きもが据わっている。

「トールは我々の秘密を知った。エールは同類だ。ここから出すわけにはいかない」

　表情を変えることなく答えたジークは、なにを考えているのか読めない。

　兄と顔を見合わせた瑛留は、「どうなるんだろう？」と目で訴うつたえる。

「口くち封ふうじ、なら……とっくに実行されているか」

　物ぶつ騒そうな兄の言葉に血の気が引きかけたけれど、確かにそのつもりならとっくに実行されているはずだ。

　今のところ、危害を加えられそうな雰ふん囲い気きはない。真意は不明だが、族長であるジークと穏おん便びんに会話を交かわしていることからも、差さし迫った危機は感じなかった。

「ご心配なく。トールとエールの身の安全は、お約束します。私たちの正体を知って、恐ろしくないですか？」

　兄のつぶやきを苦く笑しようしつつ否定し、問い返してきたフレイに、兄は迷う間もなく「いいや」と首を横に振る。

「絶ぜつ滅めつしたはずのオオカミが、姿を変えて現代に生き残っていたなんて……素す晴ばらしい。なにより、ジークの姿は美しかった。瑛留も、子犬だった頃ころのことを思えば随ずい分ぶんと育って……相変わらず可愛かわいかった」

「……兄ちゃん……」

　恐れる目で見られないことにホッとすればいいのか、いきなり半人半獣だと自覚させられた瑛留の身にもなってみろ……と憤いきどおればいいのか、わからなくなってしまった。

　ジークは目を逸そらすことなく、無言で瑛留を見ている。

　その視線を感じていたから、ジークに目を向けることができなかった。




　　　　□　□　□




　朝食の際に顔を合わせた郷さとの皆みんなは、これまでと変わらず瑛留と兄に接した。炎ほのおの櫓やぐらやそれを囲む獣、幻げん想そう的と言えなくもない昨夜の出来事は、本当に夢だったのではないかと不思議な気分になる。

　ただ、広場の地面に残る焦こげ跡あとが、昨夜ここで目にしたものがすべて現実であるのだと瑛留に知らしめる。

　朝食を終えて、これまで一週間あまり住まわせてもらっている建物に入り、ようやく兄と二人だけになった。

　一気に体の力が抜けた瑛留は、ぺたりと床ゆかの敷しき物ものに座り込んで兄を見上げる。

「兄ちゃん。なんか……いろいろ一気に聞かされて、まだ混乱しているんだけど」

　小さく零した瑛留は、今にも泣きそうな、途と方ほうに暮れた顔をしているに違ちがいない。うなずいた兄が正面に座るのを待ち、質問をぶつける。

「本当に、おれ……犬だったわけ？　さらりと言ってたけど、子犬が人間になるって、とんでもないことだろ。父さんも母さんも、兄ちゃんも……おれのこと、化け物だって追い出さなかったのは変じゃないか？」

　研究対象として、傍そばで観察していたかったのか？　とも思ったけれど、瑛留は周囲の同じ年頃の子たちと同じように学校に通い、ここまで育った。パスポートも持っているし、戸こ籍せきもある。

　どうして？　で頭の中がいっぱいだ。

「化け物だなんて思うわけないだろ。子犬の時も、人間の幼児になってからも……めちゃくちゃ可愛かったからなぁ」

　ははは、と笑う兄の瑛留を見る目は、これまでと変わらない。

　研究者としては有能でも少しばかり変人だと言われている父親はともかく、母親も瑛留をただの子供として育ててくれたのだから、感謝するしかない。

「普通に、義務教育を受けて……日本国籍、持ってるし」

「そのあたりは、まぁ……父さんがいろんな伝手つてを使って、瑛留をただの子どもとして養子に迎むかえたからだ。保護した時に子犬だったなんて、黙だまっていたらわからん。実際に、人間になった瑛留の血液検査をしても異常はなかったからな」

「なんか……めちゃくちゃだ。みんな、変……」

　知れば知るほど理解から遠ざかっている気もするが、保護してくれたのが成沢の父と兄だったことを、幸運と思うべきだろうか。

　唸うなりながら頭を抱かかえていると、兄が独り言のように口にした。

「でも、そうか。瑛留を保護してすぐ、父さんがＤＮＡ鑑かん定ていをしたんだ。山犬だろうと予想していたのに、その結果を僕にも教えてくれなかったのは……ニホンオオカミだって結果が出たせいかな」

「それなら、大発見だって世間に発表しなかったのは、なんでだろう」

　ニホンオオカミがどのような存在なのか、瑛留も知っている。

　百年以上前に絶滅したとされていながら、今でもどこかの山奥にひっそりと生息しているのではないかと期待している動物学者は多い。生きている状態で捕ほ獲かくしたことを発表すれば、大ニュースになっていたはずだ。

　瑛留の疑問に、兄は簡潔に答えた。

「そりゃ、父さんが名声や世間からの注目にまったく興味を持っていないからだな。十八年、あの人の息子むすこをしているんだから、瑛留にもわかるだろ？」

「わかる」

　疑問を投げたのは瑛留なのに、迷わずうなずいてしまった。

　動物学者として生しよう涯がい現げん役えきを掲かかげ、どこかの大学の教授として腰こしを据えることも専門家としてのテレビ出演の依い頼らいも断っている。

　立場に縛しばられることなく、気が向いた時に現地調査へ赴おもむきたいし、自身の研究に没ぼつ頭とうしたいから……らしい。

「それに、可愛い息子を手放したくないだろ。取り上げられた挙句、貴重な研究対象としてどんなふうに扱あつかわれるかわからないんだ。ミルクを飲ませて育てた子犬としても溺でき愛あいしていたし、しゃべったり笑いかけてきたりする幼児の姿になったら……尚なお更さらだな。父さんも母さんも、僕も……瑛留は大切な家族だと思ってる」

「兄ちゃん……」

　不意に涙なみだぐみそうになり、うつむいて目元を擦こする。

　能天気でマイペース、少しばかり天然でため息をつきたくなることもあるけれど、この人の弟でよかったと改めて思う。瑛留を託たくしたという母親は、この人に任せたら大だい丈じよう夫ぶだと見み抜ぬいていたのかもしれない。

　昨夜から驚おどろきの連続で心休まることがなかったけれど、兄が普ふ段だんと変わらず接してくれることで、少しだけ落ち着きを取り戻せた。

「これから、どうする気？」

「ジークはここから出せないと言っていたし、身の安全を約束すると言ってくれたフレイを信じて、しばらくはここで様子見だな。ビザの有効期限はまだ残っているし、もともと予備も含ふくめて二か月はこの国に滞たい在ざいする予定だったんだから特に問題はない。ものすごく貴重な機会をもらったんだから、彼らの生態を観察させてもらうとしよう」

　笑え顔がおで語る兄の表情や言葉からは、一いつ切さいの不安を感じない。

　瑛留を心こころ許もとない気分にさせないようあえて明るく振ふる舞まっているのかもしれないけれど、純じゆん粋すいにこの状じよう況きようを楽しんでいるだけという可能性もある。

「でも、おれっ、ジークにキ……ッ」

「き？」

　中ちゆう途と半はん端ぱに言葉を切った瑛留に、兄は目をしばたたかせて首を傾かしげる。

　勢いで言ってしまいそうになったけれど、兄にきちんと説明できる自信はない。

　ジークに押し倒たおされてキスされた、という記き憶おくがあるのだが、頭の中に霞かすみがかかったようになっていて現実感が乏とぼしい。もしかして、発はつ酵こう酒しゆに酔よっ払ぱらった瑛留が奇き妙みような夢を見ただけなのかもしれない。

　考えれば考えるほど、やはりアレは夢だったのではないかという気がしてきた。

　なにより、あの綺き麗れいな青い目に見つめられると、身体からだが動かなくなり……ろくに抵てい抗こうができなかった。

　ぼんやりとしていたあの時だけでなく、今も、嫌だったと言い切れない。

「……なんでもない。なんか、頭がぼんやりしてて」

　気まずさを誤ご魔ま化かそうと、言葉を濁にごして顔を背そむける。右手で髪かみを搔かき乱す瑛留に、兄は声のトーンを下げて尋たずねてきた。

「身体に不具合はないのか？　ものすごい変化なんだ。関節や骨に、負担がかかっているんじゃないか？」

「あ……それは、なんか平気っぽい」

　姿を変えた瞬間は、身体が熱くなって関節が軋きしんだ記憶があるけれど、今は特に違い和わ感がない。兄に言われるまで、そんなふうに考えもしなかった。

　改めて自分の腕や足を検分しても、変わったところはなさそうだ。

　平気だと答えた瑛留に、兄はホッとした顔でうなずいた。

「それならいいが。今、自分の意志で変身することはできないのか？」

「……無理、っぽい」

　瑛留が姿を変える引き金となったのは、満月か発酵酒かジークの存在か……それらの条件がいくつか重なったせいか。

　確かなことはなにもわからないが、今ここで獣の姿になることは無理そうだ。目を閉じて、心の中で『変身！』と唱えてみても、なにも起こらない。

「なにか、条件があるのかなぁ」

　思案の表情を見せた兄に、「さぁ？」と心当たりのないふりをして、唇くちびるを嚙かんだ。

　この唇に触ふれた気がするジークの唇の感かん触しよくがやけにリアルで、変に心臓がドキドキしている。

　もし現実だったら、変身する要因の一つになっているかもしれない、なんて……兄には言えない。

『初めて逢あった時から、おまえが欲しかった。エール、おまえも『同じ』だろう』

　不意にジークの声が頭の中に響ひびき、心臓が一ひと際きわ大きく鼓こ動どうを打つ。ぶんぶんと頭を左右に振り、唐とう突とつに浮かんだ強い言葉を振り払はらった。

　ジークが、そんなことを言うわけがない。きっと、発酵酒の酔いのせいで変な夢を見たのだ。

　夢……だったとしても、ジークに迫せまられたことを思い出して恐きよう怖ふや嫌けん悪おに震ふるえるのではなく、変に鼓動を乱す自分はどこかおかしくなったのでは。

　今の瑛留は、自分自身に一番戸と惑まどっている。

　瑛留の混乱は、傍はたから見ているだけでもわかるに違いない。兄は膝ひざを抱えて蹲うずくまる瑛留に話しかけてくることなく、無言で傍にいてくれた。

　同じように、山中で一晩中瑛留に寄り添そってくれたぬくもりは……白銀の毛皮を纏まとった、青い瞳ひとみの美しい獣。

　考えなければならないことは、無数にある。それどころではないと何度も追い出しているのに、ジークのことばかり思い浮かんでしまう。

　闇やみに覆おおわれた夜の森の中でも、傍そばにジークがいてくれたから怖こわくなかった。心強くて、安心できた。

　瑛留を混乱の渦うずに突つき落とした要因の一つでもあるはずなのに、それは……間違いない。







《六》







　郷さとの人たちが、オオカミに姿を変えられることを知ったけれど、日の光の下で目にする限りただの人間にしか見えない。

　彼らの瑛留に対する態度も、族長であるジークが許可をした客人として滞在していたこれまでと変わらない。……と、瑛留の身に大きな変化が起きた祭事の翌朝はそう思ったけれど、兄と瑛留に向ける視線の質が異なったように感じる。

　いや、初めから彼らの態度や瑛留たちを見る目は同じで、変わったのは瑛留の受け止め方なのかもしれない。

　表向きは友好的でも遠巻きに部外者を警けい戒かいするようなものだったのが、今は一挙手一投足をつぶさに観察されているみたいだ。

　特に瑛留が歩いていると、子どもなどは露ろ骨こつに凝ぎよう視ししてくる。オオカミに変わった姿はジークと兄と、フレイしか目にしていないと思っていたが、ジークの住処すみかから飛び出した時に誰だれかに見られていたのかもしれない。

「洗い終わったお皿、ここに置きますね」

　瑛留が女性に話しかけると、ビクッと肩を震わせて無言でコクコクと小さくうなずく。

　こうして共に朝食の片付けをしていても、距きよ離りを感じる。

　言葉が通じないこともあってか、直じかに接せつ触しよくしてくることはないけれど、なんとなく居い心地ごこちが悪い。

　余計な緊きん張ちようを与える自分はいないほうが親切かと、そそくさと立ち上がって炊すい事じ場ばから離れる。

　広場の隅すみで兄とフレイが話している姿が目に入り、駆かけ寄ろうと一歩踏ふみ出したところで後ろから左腕を摑つかまれた。

「ッ！」

　慌あわてて振り返ると、そこに立っていたのはジークだった。驚おどろきのあまり声も出なかった瑛留に、

「なんだ、エール。目が真ん丸だ」

　と、小さく笑う。

「だって、ビックリした」

　ここで瑛留に接触するのは、兄とフレイとジークしかいない。そのうちの二人が少し離れたところにいるのだから、瑛留の腕を摑むとしたらジークだということは当然なのに、心臓がバクバクしている。

　落ち着かない心臓を抱かかえたまま、ジークを見上げて尋ねた。

「なに？」

「出かけるぞ」

　瑛留は、用があって呼び止めたのだろうとその理由を聞いたのに、ジークから返ってきたのは予想外の一言だった。

　それも瑛留の意向を尋ねるのではなく、出かけると決定していることの宣言だ。

「えっ、どこに？」

「山だ。おまえに見せたいものがある」

　おれの意思は？　などと言い出せる雰ふん囲い気きではない。瑛留の腕を摑んだまま、今にも歩き出しそうだ。

「でも、兄ちゃんに一言っ」

　兄とフレイに顔を向けて、「おーい」と大きく右手を振る。

　瑛留は助けを求めたつもりだったのだが、こちらに気づいたらしい兄とフレイは……笑って手を振り返してきた。

「えっ、なんで？　行ってらっしゃい、って？」

　族長として信しん頼らいしているだろうフレイは仕方がないとしても、兄までのん気に構えている。瑛留がジークに連れて行かれて、危険な目に遭あわされるかもしれないなどとは、疑ってもいないようだ。

　戸惑う瑛留の抵てい抗こうが鈍にぶいのをいいことに、ジークはマイペースに先へと進む。気がつけば、手を引かれるまま山の獣けもの道みちを歩いていた。

　時おり鳥の羽音が聞こえるだけで、静かだ。自分たちが藪やぶを搔かき分ける葉は擦ずれの音が、やたらと大きく感じる。

　瑛留の前を歩くジークの背中は大きくて、この後をついて行けば危険はないと無意識に信じて進む。

　腕を摑まれていたはずなのに、いつの間にか手を握にぎられていた。ジークの手は大きくて、瑛留の左手をすっぽりと包み込んでいる。

　手のぬくもりを意識した途と端たん、落ち着かない気分になる。

　なにか話していなければ居たたまれなくて、広い背中に向かって声をかけた。

「ねぇ、ジーク。見せたいものってなに？」

　瑛留の問いに、答えはない。

　数メートル歩き、大きな岩を乗り越えたジークは、振り向いて瑛留の手を引いてサポートをしながら仄ほのかな笑えみを浮かべた。

「もうすぐだ」

　やっと返事をしてくれたと思えば、質問の答えとしては微び妙みようにズレている。

　はぐらかす態度にムッとするよりも、瑛留はジークの微び笑しように目を奪うばわれた。

　最初から友好的で親切だったフレイとは違ちがい、ジークは少し離れたところから瑛留たちを見るだけで素っ気ない態度だったと思う。駅前で話しかけてきた時とは違い、ここでは最低限の会話しかなかった。

　なのに、ここしばらくで話しかけられることも笑みを向けられることも増えて、空気が和やわらいだ気がする。

　間違いなく、あの日からだ。

　瑛留が、半ば強制的に自分の『正体』を自覚させられてから……。

　ジークの顔を見上げた瑛留が気を抜いたことが見て取れたのか、左手を握っているジークの手に力が込められる。

「ほら、エール。足元に気をつけろ」

「あっ！　うん。よいしょ、っと……ありがとう」

　滑すべりそうになりながらもジークに引っ張り上げてもらい、なんとか大きな岩を乗り越えた。

　危険な箇か所しよは過ぎたはずなのに、ジークは瑛留の手を離そうとしない。危なっかしい足取りなので転ばないかと心配してくれているのかもしれないと思えば、振ふり払はらうこともできなかった。

　子ども扱あつかいされているだけだとしても、大きな手は心強い。

　ジークのことを変わったと思っていたけれど、それは瑛留も同じだ。以前は意味もなく怖いと感じて、避さけようとしていた。

　今ではあの近寄り難がたさはどこに行ったのだろうと不思議に思うほど、ジークに対する壁が低くなっている。

　前を歩く頼たのもしい背中をジッと見ているうちに、朧おぼろ気げながらその理由が浮かんだ。

「そっか。無意識に、本能ってやつが察していたせいかも」

　瑛留の『本ほん性しよう』が獣けものだったのなら、自覚していない本能の部分で、ジークを格上の存在であると感じ取っていたのかもしれない。

　言葉で言い表せない苦手意識は、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふではなく畏い怖ふだったのだと思えばしっくりくる。

　自分とジークの正体を知った今、胸に渦うず巻まく感情は……なんだろう。

　信じてついて行けば大だい丈じよう夫ぶだと信用できるし、触ふれられても怖くはない。それなら、この動どう悸きの理由は？

　もう少しで答えが見えそうで、うまく視界に映らない。もどかしさに眉まゆを顰ひそめていると、前を歩いていたジークが足を止めた。

　足元を睨にらみながら歩いていた瑛留が、慌てて顔を上げたと同時にジークが振り返る。

「エール。すぐそこを覗のぞいてみろ。あまり身を乗り出すなよ」

「う、うん」

　握られたままの左手を引かれて、ジークに肩を並べる。覗くように言われた先は、地面が消えていた。

　そこになにがあるのかわからないけれど、恐る恐る身を乗り出して崖下を覗いてみる。

「あれだ」

　ジークの左手が指差した先には、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにしがみつくようにして咲さいている大輪の白い花があった。剝むき出しの赤茶けた土とゴツゴツとした岩のあいだに一輪だけ佇たたずむ様は、神秘的で美しい。

「すごい。あんなところに……綺き麗れいだ」

　初めて見る花だった。瑛留はあまり植物に詳くわしくないから、花の名前はわからないけれど、一番近いものだと百合ゆりに似ている。

　白い花を見下ろす瑛留の手を握るジークの右手に、グッと力が込められた。

「この土地にだけ自生している花だ。開花したところを見られるのは一日だけで、夜には萎しぼむ。花が枯かれれば、根が万ばん能のう薬になる。数日前にもうすぐ咲きそうな蕾つぼみを見つけたから、エールに見せたかった」

　静かに語るジークを、そっと見上げた。

　晴れた日の澄すんだ空のような青い目が、花を見ている。その端たん整せいな横顔に、トクンと心臓が大きく脈打った。

「それ以上、覗き込むな」

「あ……」

　斜しや面めんを転がり落ちないようにと支えてくれているのか、右手が力強く瑛留の肩を抱だいていて……その手の存在を、途端に意識する。

　慌ててジークの横顔から視線を逸そらして、崖がけに咲く白い花を見下ろした。

「す、ごく綺麗だけど、なんで、おれに？」

　ドクドクと鼓こ動どうが速くなっている。こんなに密着していたら、ジークにまで伝わってしまうかもしれない。

　動悸を誤ご魔ま化かすために尋たずねた声は、上うわ擦ずっていないだろうか。

「あれは、俺たちにとって特別な花だからな。……一歩も動くなよ」

「えっ、ジーク……っ！」

　低く瑛留に命じた直後、瑛留の肩を抱いていたジークの手が離れる。

　これまで常に感じていたジークのぬくもりがなくなり、奇き妙みような肌はだ寒ざむさに身を震ふるわせたのは一いつ瞬しゆんだった。

　白銀の風が、目の前を吹き抜けたのかと思った。

　巨体の獣が断崖絶壁を駆かけ下り、岩に前まえ脚あしをかけて動きを止める。刺激したせいで赤茶けた土の塊かたまりがパラパラと崩くずれ落ちるのが目に映り、心臓が竦すくみ上がった。

　岩のところに辛かろうじて脚をかけている白い獣は、ほんのわずかでもバランスを失えば、断崖絶壁を転がり落ちてしまうだろう。

「ジーク！」

　名前を呼んだきり、他ほかの言葉が出てこない。

　一瞬でも目を離せば恐おそろしいことが起きてしまうのではないかと、ただひたすら白銀の毛を纏まとった獣を見み詰つめる。

　瑛留の心配をよそに、白い花の茎くきを折って銜くわえたジークは、身軽に岩と岩を飛び移りながら崖を駆け上がってきた。

「ジーク……ッ、危ないだろっ。めちゃくちゃビックリしたっ」

　ふらりとしゃがみ込んだ瑛留は、巨体の獣の首に腕を回して、ギュッと抱き締しめる。深い毛に顔を埋うずめ、ぬくもりを体感して無事であることに安あん堵どした。

　しばらく無心で抱きついていたけれど、身を離したジークが瑛留の手元に白い花を押しつけてきて……反射的に受け取った。

「さっきの花、おれに？」

　数秒だけ花に視線を落として顔を上げた時には、白銀のオオカミだったジークは人の姿に戻もどっていた。

　ジークは草の上に落ちていた服を着込み、瑛留と視線を絡からませる。白い花の茎を持つ瑛留の手に、そっと自分の手を添えた。

　ふわりと鼻先をくすぐった甘く爽やかな香りは、この白い花のものだろう。どこかで嗅いだ気がする、なんとなく懐かしい匂いだ。

　どこで？　と大きく息を吸い込んだ瑛留に、ジークが静かに語る。

「愛を示すと言われている花だ。開花は年に一度だけ、いつどこに咲くかわからない。その花を贈おくることの意味が……わかるか？」

　危険な場所に咲く、特別で希少な花。それを贈ることの意味が、わからない……とは言えない。

　ハッキリと言葉にされたわけではないけれど、情熱的な告白をされた気分だった。

　こんなふうに、真っ直ぐに想いを向けられたことは、これまで一度もない。

　どうしよう。顔が熱い。どんどん熱くなって……きっと、頰ほおが紅潮している。

「エール」

　そっと前まえ髪がみを搔き上げられると、顔を伏ふせて表情を隠かくすことができなくなる。名前を呼ぶジークの声がやけに甘く感じて、動けない。声も出ない。

「……ッ」

　どんどん近づいてくる端整な顔に、ギュッと目を閉じる。ジークの唇がそっと押しつけられたのは、瑛留の額で……軽く触れただけで離れて行った。

　口づけと呼ぶにはささやかすぎるものなのに、うつむいたきり顔を上げられない。動悸が激しすぎて、心臓が壊れそうだ。

　ただひたすら、右手に持った白い花を凝ぎよう視しする。

「おまえが同類でよかった」

　頭上から落ちてきたジークの言葉に、どういう意味なのか、聞き返すこともできなかった。










　日暮れ前。

　ジークと共に白い花を手にした瑛留が集落へ戻もどると、ざわりと空気が波立つような奇き妙みような気配が広がった。

　言葉はないけれど、遠巻きにこちらを見ている郷さとの民たみたちの射い貫ぬくような視線を感じる。

　戸と惑まどう瑛留の背中に、大きな手が押し当てられた。服の布地越ごしにジークのぬくもりが伝わってきて、肩かたの力が抜ぬける。

「ジーク！」

　どこか張り詰つめた空気を破り、一人の少年が駆かけ寄ってくる。瑛留の背中に触ふれているジークの手が、ピクリと震ふるえるのがわかった。　>>>♥

　ローティーンと思われる少年は、横目で瑛留を睨にらみつけておいてジークに話しかける。なにを訴うつたえているのかはわからないが、時おり瑛留が持つ白い花に視線を向けることから、どうして瑛留に花を贈おくったのだと詰め寄っているのだろうと推測はできる。

　ジークが特別だと語ったこの白い花を贈ることの意味を、当然のことながら彼も承知しているのだろう。

　ジークから瑛留に何故なぜ贈ったのだと、抗こう議ぎしているみたいだ。

「……！　エール……」

　ひとしきり語って言葉を切った少年に、ジークが静かに言い返す。

　その言葉の意味は、瑛留には理解できない。ただ、ジークの声で呼ばれた自分の名前だけは、やたらと鮮せん明めいに聞き取れた。

　ジークに肩を叩たたかれた少年は、納なつ得とくしかねるといった不満を露あらわにした表情で瑛留を睨みつけておいて、走り去った。

　見上げたジークは、仕方がないとでも言いたそうな表情で少年の背中を見送っている。

「ジーク、おれがこれを持ってたらまずいんじゃないのか？」

　花を持った右手を上げて、ジークに尋たずねる。ふわりといい匂においがして、瑛留の緊きん張ちようを和やわらげてくれた。

「エールが気にすることはない。ああ……ほら、ちょうどフレイとトールも戻ってきたみたいだぞ」

　フレイの案内でどこかに出かけていたらしく、兄とフレイが広場に姿を見せる。あちらも瑛留とジークに気づいたようで、早足で近づいてきた。

「瑛留、その花はどうした？　綺き麗れいだが……見たことのない花だな」

　兄は瑛留が右手に持った花に目め敏ざとく気づいて、首を傾かしげる。

　ユリ科か？　いや、でも……と花の種類に悩なやんでいる兄から、瑛留は無意識に花を持つ手を遠ざけた。

　何故か、兄に……というより、誰だれにも触さわらせたくないと思った。ジークが危険を冒おかして採り、瑛留に贈ってくれたものだ。

「この地域に自生している花だって。……ジークがくれた」

　ぽつりと口にした瑛留に、兄は「固有種か。事前に、植物についてももう少し知識を入れておくべきだったな」と、悔くやしそうに独り言ごちている。

　相変わらず好こう奇き心しん旺おう盛せいだな……と苦く笑しようしたところで、なにも言わずに兄の隣となりに立っているフレイと視線が合った。

　言葉はなかったけれど、ふわりと微笑ほほえみかけられてドギマギする。

　ジークがこの白い花を贈る意味も、瑛留が誰にも触らせたくないと思ったことも、なにもかも見み透すかされているみたいだ。

「トール。あの花がお気に召めしたのでしたら、私が採取してきます」

「いや、咲さいているところに案内してくれるだけで、ありがたい。自生している環かん境きようも気になるし、周りにどんな植物があるのかも見ておきたい。鹿しかや兎うさぎといった草食動物に食われないのなら、花弁か茎くきか葉か根か、どこかに毒を含ふくんでいるのか？　ユリ科だとしたら、それもあり得るが……」

　ぶつぶつ零こぼしながら思考に入り込んでいる兄は、『花を贈ることに意味がある』というところまで思い至らないようだ。

　フレイは、兄が花に興味を示したから、単に親切心で採取してこようかと言い出したのだろうか。

　それとも……。

　チラリとフレイの顔色を窺うかがったと同時に、彼がこちらに目を向けた。

　まともに視線が絡からんでしまい、フレイの意思を探さぐろうとしていた瑛留は気まずい思いで視線を泳がせる。

　誤ご魔ま化かすのが下手な瑛留は、考えていることが露ろ骨こつに顔に出ていたのだろう。フレイは、微笑を滲にじませて笑え顔がおで真意を隠かくすと、ジークに話しかけた。

「エールの……」

　瑛留たちに聞かせたくない内容なのか、ドイツ語ではなくこの土地の言葉だ。

　自分のことを話しているのはわかるのに、二人がなにを言っているのかわからないのはもどかしい。

　不安そうな表情で口を噤つぐんだフレイに、ジークが大きくうなずいて瑛留の肩を抱だいてきた。

「ジーク？　なに？」

　ジークとフレイを交こう互ごに見み遣やった瑛留は、兄と視線を合わせて「なに？」「さぁ？」と首を傾げる。

　戸惑う瑛留の頭上から、短い一言が降ってきた。

「おまえは俺が護まもる」

「…………」

　唐とう突とつな宣言の理由は不明でも、力強い言葉は頼たのもしい。

　あの少年の訴えも、フレイとのあいだでどんな会話が交かわされたのかも瑛留にはわからないが、ジークの傍そばにいればきっと大だい丈じよう夫ぶなのだと信じられる。

　兄は、「すっかり打ち解けたな」と笑っていたけれど、瑛留は複雑な思いでぎこちない笑みを浮うかべた。

　ジークの瑛留への想おもいは、兄の言った「打ち解けた」という意味とは、たぶん……少し違ちがう。

　では、瑛留のジークへの想いは？

「瑛留？　妙みような顔をして、どうした？」

「え、っと……よくわかんない」

　それしか答えられなかったけれど、寄り添そうジークの存在は頼もしく感じる。少し前まで身構えていたことが噓うそのように、安心する。

　余所よそ者もので、ジークへの感情は曖あい昧まいで……自分のこともよくわからない瑛留に、この花を受け取る資格はあるのだろうかと、右手の白い花を見下ろした。







《七》







　ジークにもらった白い花は、水を入れた器うつわに茎を挿さしておいたにもかかわらず、翌日の昼には花弁を散らしていた。

　一日で萎しぼむと聞いてはいたが、切り花になっても儚はかなさは同じだったようだ。兄は、「ユリ科の花なら、二、三日は咲いているのになぁ。サボテンの類たぐいなら一日しかもたない種もあるが」と首を捻ひねっていた。

　花弁が落ちると、独特の香かおりもなくなってしまった。床ゆかに散った花弁を拾い集めた瑛留は、緑色の茎と葉だけになったものと一いつ緒しよに土に埋うめた。

「ドライフラワーにするのも無理だっただろうし、仕方ないよね」

　しゃがみ込んだ瑛留は、手に掬すくった土をパラパラとかけながら、しょんぼりと肩を落とす。

　ジークが危険を冒して採ってきてくれたのだから、可能なら綺麗な状態で残しておきたかった。でも、こうして呆あつ気けなく散ってしまうものだからこそ外部に持ち出されることなく、固有種としてこの土地に存在しているのだろうとも思う。

「ジークも言ってたけど、本当に特別な花なんだろうな」

　ハッキリと言葉にされたわけではないが、愛を示すという花を贈おくられたということは、ジークからの告白だと受け取っていいだろう。

　ただ、

「……なんで、おれ？」

　その疑問に対する答えは、いくら考えても出ない。

　外国人で、兄の予想通り正体がニホンオオカミならジークたちとは異なる種で、秀ひいでた特技や際きわ立だつ美び貌ぼうを誇ほこるわけでもない。

　なにより、瑛留は女性ではないのだ。

　族長という立場上、きっとジークには後あと継つぎが必要なはずだ。でもそれは、瑛留が相手では生なすことは不可能だ。

　子どもではないのだから、ジークにもわからないわけがない。

　考えれば考えるほど、ジークに好意を寄せられる理由など一つもないと思う。

「それに、ずっとここにいるわけじゃない……し」

　当初予定していた滞たい在ざい期間は二か月ほどだけれど、気がつけばその半分が過ぎてしまった。ジークは、自分たちの秘密を知ったからにはここから出せないと言っていたが、現実問題としてビザが切れて不法滞在となる前にどうにかして日本へ帰らなければならない。

「兄ちゃん、どうする気だろ」

　兄は、なんとかなるだろと相変わらず能天気に構えている。実際に、これまで外国で様々なトラブルを乗り越こえてきた兄がそう言うと、瑛留まで「なんとかなるか？」という気になるから不思議だ。

　瑛留がジークに山歩きに連れ出されたりしているあいだに、フレイと散策をしたり何やら話し込んだりして親交を深めているようなので、彼に協力を仰あおいでいる可能性もあるが……。

　ここを出て行く、と思い浮かべた直後、胸の奥に針で突つかれたような痛みが走った。

　無言で眉まゆを顰ひそめた瑛留の背に、「エール」と誰かが呼びかけてくる。

　しゃがみ込んだまま白い花の残ざん骸がいを埋めた土を見下ろしていた瑛留は、ビクッと肩かたを震ふるわせて振ふり向いた。

「あっ、ええと……」

　仁に王おう立だちして瑛留を見下ろしている少年には、見覚えがあった。白い花を手にしてジークと戻もどった時に、なにやら憤いきどおっていた子だ。

　民族的なものなのか、ここは整った容姿の住人が多い。その中でも一際美形で、淡あわい金きん髪ぱつと水色の瞳ひとみが印象的だったので間違いない。

　名前を呼びかけられたのだから、なにか自分に用があるのだろう。

　ただ、言葉が通じないはずなので話しかけていいものか躊躇ためらっていると、一歩、二歩、距きよ離りを詰つめてきた。

「ジークとフレイに、習った。少し、わかる。外の学校に行くの、次は俺」

　ニコリともせずに話しかけられて、驚おどろきに目を瞠みはった。

　流りゆう暢ちようとは言い難がたいドイツ語だけれど、覚え始めの頃ころの瑛留よりも遥はるかにきちんとした発音だ。

　ジークとフレイが外国に留学していたことは聞いたが、次はこの少年だと決まっているらしい。

「わからないか」

　睨にらむようにこちらを見ている少年と目が合い、ぼんやりしていた瑛留は、なにか言葉を返さなければと我われに返る。

「わかるよ」

　立ち上がり、なんとか絞しぼり出した言葉は気の利きかないもので、年長者としての不ふ甲斐がいなさに自分を殴なぐりたくなる。

　これまで遠巻きにされていたのに、わざわざ話しかけてきたのはどうして？

　瑛留が尋たずねようとしたところで、彼が「エール」とつぶやいた。

「こっち。エールの、手伝いが必要だ」

　そう言って山中へと延びる小道の奥を指差した少年は、目で瑛留についてくるよう促うながして歩き出した。

　これまであまり友好的な空気を感じなかったにもかかわらず、瑛留に声をかけなければならないくらい困っているのだろうか。

　役に立てるかどうかわからないが、自分が必要としてもらえるのなら手助けをしたい。力仕事には自信がないけれど、彼も瑛留が力を要する仕事には向いていないことはわかっているだろう。

「あのっ、ちょっと待って」

　黙だまって離はなれると、心配させてしまう。建物の中にいる兄に声をかけるべきかと思ったけれど、彼は瑛留の声が聞こえなかったのか立ち止まることなく歩いていく。

　迷いは数秒で、踵きびすを返した瑛留は早足で少年の後を追いかけた。










　目的地は定まっているらしく、彼は迷う素そ振ぶりもなく山道を進んで行く。

　あと一時間もしたら夕ゆう闇やみに包まれるはずだ。ランプや松明たいまつを持っているようには見えないので、それほど遠くには行かないだろう。

　そう思っていたけれど、彼は瑛留がついて来ていることを時おり振り向いて確かめながら、集落からどんどん離れていく。

「あの、……どこまで行くんだ？　おれの、手伝いって？」

　呼びかけようとしたところで、名前を知らないことに気づいた。

　山道が少し平へい坦たんになったところでなんとか追いつき、瑛留より少しだけ低い位置にある金色の髪かみを見下ろす。

　ようやく立ち止まってくれた少年にホッとして、聞きたかったことを投げかけた。

「あの、名前……教えてくれる？　どこまで行くのかな？　おれが手伝えること？」

　矢や継つぎ早に質問してしまったせいか、彼は少し眉を顰めて困こん惑わくの表情を見せる。近くできちんと顔を見たのは初めてだけれど、目元がなんとなくジークに似ている……と思った瞬しゆん間かん、わずかながら緊きん張ちようが和やわらいだ。

　答えを待つ瑛留の顔を、無表情でジッと見ていた彼は、

「すぐそこだ」

　とだけ口にして前に向き直り、再び歩き出す。

　きちんと聞き取れなかったのかもしれないけれど、瑛留の質問に一つも明確な答えをくれなかった。

　瑛留と話したくない、自分の名前も言いたくないくらい嫌きらわれているのかとも思ったが、それならわざわざ手伝いを求めて誘さそい出したりはしないはずだ。

　少年の真意が読めなくて思い悩なやみながら歩く距離は、そう長くはなかった。すぐそこと言った通り、百メートルも行かずに彼が足を止めた。

「こっち」

　太い木の幹に手をかけると、振り向いて瑛留を手招きする。腰こしほども背せ丈たけのある草が邪じや魔まをして、そこになにがあるのか瑛留の位置からは見えない。

　ガサガサと草を搔かき分けて彼の傍そばに近づくと、恐おそる恐る身を乗り出した。

「なに？　……洞どう窟くつ？」

　少年に肩を並べて覗のぞき込んだ先には、幹の周囲が三、四メートルはありそうな大きな木がある。その根元には、ぽっかりと暗い穴が口を開けていた。

「すご……」

　子どもみたいな語ご彙い力だと自分でも思うが、幼い頃に観みたアニメ映画の一場面のような光景に、その一言しか出ない。

　天然の洞窟か、動物の巣穴のようだ。木の根が穴の周りを覆おおい、中の様子は見て取ることができない。

　まるで、大木が口を開けて近づいてくるものを丸のみしようと待ち構えているようにも見えて、ざわっと鳥とり肌はだが立った。

「ここになにが」

　少年の横顔に話しかけようとした瑛留は、ゴロ……と遠くから聞こえてきた不ふ穏おんな音に口を噤つぐんで、頭上を仰ぐ。

　瑛留を取り囲む針葉樹は、大きいものだと高さ百メートル近くあるだろう。その幹から張り出した木の枝の隙すき間まから垣かい間ま見みえる空は、不気味な灰色の雲に覆われていた。

　密集した針葉樹林が太陽光を遮さえぎるせいで、日中でも森の奥は薄うす暗ぐらい。日暮れが近づいているせいで、尚なお更さら視界が翳かげってきたのだと思っていたけれど、天気が下り坂なのも要因の一つだったらしい。

　雨が降りそうだな……と思いながら仰あお向むけていた顔を戻そうとした瞬間、背中に衝しよう撃げきが走った。

「え、ッ！」

　声を上げる間も足を踏ふん張る余よ裕ゆうもなく、アッと思った時には身体からだが投げ出されていた。

　身体のあちこちを打ちつけたけれど、さほど痛くはない。ただ、視界が真っ暗で、自分の身になにが起きたのかわからなかった。

　ドクドクと激しい動どう悸きを感じながら、手を動かす。

「どうなってんの？」

　恐る恐る手て探さぐりで身の回りを探ってみると、ゴツゴツとした石や細い木の根らしきものに囲まれているようだ。

　顔や手足に、ザラザラとした感かん触しよく……息を吸い込むと、湿しめった土の匂においが鼻び腔こうに流れ込んでくる。

　なんとか上半身を起こして、ぼんやりとした光が差す方へと顔を向ける。

　三メートルほど上、瑛留が手を伸ばしても届かない高さに黒い影かげが光の中に浮うかんでいる。逆光になっているせいでハッキリと見えないけれど、先ほどまで一いつ緒しよにいた少年だということは確実だ。

　あちらからは、瑛留の姿が見えているのだろうか。

「おーい！　えっと……」

　名前を知らないので、どう呼びかければいいのかわからなくて言葉を濁にごす。

　瑛留の声は聞こえたはずなのに、黒い影は動かない。言い返してくるでもない。

　人を疑うのは嫌いやだが、この状じよう況きようからして、口を開けていた大樹の洞うろへ突つき落とされたとしか思えなかった。

　急激に喉のどが渇かわく。もう、声は出そうにない。耳の奥に響ひびく心臓の鼓こ動どうだけが、やけに大きく聞こえた。

　彼がどうする気なのかまったく読めないので、身体が動かない。ただひたすら息を潜ひそめて、光の中の影を見上げる。

　ゴロゴロと空気を震ふるわせる不気味な雷らい鳴めいが、少しずつ近づいてくる。瑛留がその音に気を取られたのを見み透すかしたかのようなタイミングで、

「おまえ、邪魔」

　ぽつりと、短いつぶやきが落ちてきた。

「えっ？　ねぇ、なんて？」

　かすれた声で聞き返した瑛留に答えることなく、ぼんやりとした光に浮かんでいた黒い影はスッと消えてしまった。

　どこに行ったのか、目を凝こらして見み詰つめていても黒い影は戻もどってこない。

「え……？」

　一人きりで洞に取り残された瑛留は、呆ぼう然ぜんと手を伸のばした。

　湿った土の感触と、まちまちな太さの木の根……指先に力を込めると、土つち壁かべに大小入り交じった石がボロボロと崩くずれる。

　足をかけようとしても引っかかりはなく、飛び上がった身体は土壁にしがみつくこともできずに滑すべり落ちた。

　じっとりとした土に座り込み、近くに見えて届くことのない仄ほのかな光を見上げる。

　きっと、彼はもう戻らない。瑛留を置き去りにして、集落に戻ったに違ちがいない。

「邪魔、って……言った」

　他ほかの単語と聞き間違えていなければ、そう言い残したのだ。

　一族にとってなのか、彼個人にとってなのかはわからないが、山奥に打ち捨てたいほど瑛留の存在が疎うとましかったのだろう。

　あの少年と瑛留が山に入ったことは、誰だれも知らない。夜になっても姿が見えなければ兄やフレイ、ジークは捜さがしてくれるかもしれないが、彼が口を噤んでいれば瑛留の居場所を突き止めることは不可能に違いない。

　もしも、ここから自力で出られなければ……。

　頭を過よぎった『もしも』の恐きよう怖ふに、背筋を悪お寒かんが駆かけ上がった。ぶるっと身体を震わせた瑛留は、両手で自分の身体を抱だくようにして奥歯を嚙かみ締しめる。

　どれほど大声で叫さけんでも、無む駄だだ。ここから集落まで、声が届くはずがない。

　頭ではそうわかっているのに、誰かに助けを求めずにはいられなくなって、震える唇くちびるを開いた。

「だ、ッ……ッ！」

　誰か助けて！　と。

　全身全ぜん霊れいで声を張り上げようとしたのに、瑛留の唇からはか細い吐と息いきが零こぼれただけだった。

　喉の奥に、空気の塊かたまりが詰まっているみたいだ。うまく言葉が出てこない。

「ふ、っぅ……ッ」

　どうにか声を絞しぼり出そうとしても、渇いた喉がヒリヒリと痛むばかりで、両手で喉元を押さえて唇を嚙んだ。

　ダメだ。ここで、ジッと座り込んでいても事態は変わらない。

　ふらりと立ち上がり、何度跳とび上がっても洞の縁ふちには届かなかった。指先で掘ほった土が顔にかかって目に入りそうになり、頭を振ふって払はらい除のけた。

　ようやく細い木の根を摑つかんでも呆あつ気けなく千切れてしまい、もどかしさに苛いら立だちながら投げ捨てる。

　どうにか這はい上がれないかと悪あく戦せん苦く闘とうしていた瑛留だが、すぐ近くで鳴り響いた雷鳴にビクッと手を引いて身を竦すくませた。

　動きを止めてしまうと、一気に疲ひ労ろうが伸し掛かかってきた。いつの間にか日が暮れてしまったらしく、頭上にあったぼんやりとした光が消え失うせている。

　目指す光を失った瑛留は、土壁に縋すがりついていた手を下ろした。

「ふっ……はぁ、はっ……はぁ」

　背中を丸めて両りよう膝ひざを摑み、ゼイゼイと肩かたで息をつきながら絶望感に打ちひしがれる。

　悪わる足あ搔がきだ。体力を消しよう耗もうしただけだった。

　……ここから出られない。

　崩れるように座り込み、両りよう腕うでで膝を抱かかえ込んで顔を伏ふせた。どうせ目を開けていても真っ暗なのだから、物理的に視界を塞ふさいでしまうほうがいい。

　諦あきらめという名の闇やみに吞のみ込まれかけても、涙なみだも出なかった。ただひたすら、虚きよ無む感かんに全身の力が抜ぬける。

　深く息をつき、目を閉じたと同時に、バリバリバリと空気が引き裂さかれるような音が瑛留の鼓こ膜まくを震わせた。

　驚おどろいて顔を上げると、真っ暗だった視界の端はしに閃せん光こうが走る。

「っ、落ちた？」

　近くに落らく雷らいがあったのか、耳をつんざく轟ごう音おんが立て続けに響き振しん動どうが伝わってくる。その直後、激しい雨音が聞こえてきた。

　窪くぼんだ洞の底は、地下にいるのと同じだ。雨水が流れ込んでくるのではないかと身構えたけれど、地面より少し高い位置に洞の口があったからか、ここが水で満たされることはなさそうだ。

「溺おぼれ死ぬことはない、かな」

　つぶやいたけれど、安心はできない。溺でき死しは回かい避ひできたかもしれないが、飢うえ死にも嫌だなと眉まゆを顰ひそめる。

　誰にも知られず、朽くちて植物の養分となるか……野生動物の糧かてとなるのか。

　己おのれの行く末を想像するだけで、底なし沼ぬまに沈しずんでいくような果てしない恐怖と不安が纏まとわりついてくる。

「兄ちゃん。……ジーク」

　閉じた瞼まぶたの裏に、二度と逢あえないかもしれない兄の顔を思い描えがく。

　今、瑛留の心の拠より所になるのは、兄だけ……のはずなのに、自然と浮かんだジークの名前をぽつりと零こぼす。

　同じように、夜の闇に覆おおわれた山奥で彼と一緒に一晩を過ごした。あの時は、怖こわいなどと微み塵じんも感じなかった。

　ジークのぬくもりが、片時も離はなれず寄り添そってくれていたからだ。

「ジーク、ジーク……ジークッ」

　一度その名を呼んでしまえば、他の言葉が出てこない。

　脳のう裏りに浮かぶのは、白銀の髪かみと澄すんだ青空の色の瞳ひとみ、広い背中に大きな手。そして……髪と同じ白銀の獣じゆう毛もうに覆われた、巨きよ大だいなオオカミの姿。

　発はつ酵こう酒しゆのせいか、獣けものに身を変えた自分を目にした精神的なショックのせいか、あの夜の記き憶おくは曖あい昧まいでしかない。

　でも、一晩中傍そばにあったジークのぬくもりと安あん堵ど感かんは、瑛留の心身に刻み込まれている。人の姿ではなくても、傍にいれば不安は一つもないのだと自分でも不思議なくらい信じて、身を預けた。

　明確な記憶は、白い花を贈おくられた時のものだ。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを躊ちゆう躇ちよなく駆け下り、純白の花を銜くわえて飛ぶような身軽さで崖がけを上ってきた。驚きと無事だった安あん堵どに、自然と身体からだが動いて抱きついた巨大な獣は、頑がん健けんな骨格と筋肉、みっしりとした体毛に包まれていて……あたたかかった。

　勇ゆう猛もうで優美な獣は、想像するだけでも瑛留を慰なぐさめてくれるけれど、幻げん影えいでは物足りない。

　どうして、今ここにいないのだろう。

　あのぬくもりがあれば、どれほど深い闇に身を投じても怯ひるむことなく立っていられるはずなのに……。

「なんか、寒い」

　雨のせいで気温が下がったのか、肌はだ寒ざむさを感じて身を縮めた。手のひらで腕を擦さすっても、気休めにもならない。

「……ジーク」

　その名前を呼ぶだけで、寒さも恐怖も不安も絶望さえも、わずかながら薄うすらいだ気がする。どんな魔ま法ほうなのかと、もう一度「ジーク」と口にした。

　縋るようにジークの名前を口にしながら、威い風ふう堂どう々どうとした白銀の獣の姿を思い浮うかべていたけれど……。

「あ……れ？」

　ふと、抱え込んだ膝に伏せていた顔を上げた。

　いつの間にか、雷かみなりが遠ざかっている。激しかった雨音も静まり、どこかに溜たまった水がぴちゃんぴちゃんと滴したたる音が聞こえてくる。

　不意に誰かに呼ばれたような気がして、ゆっくりと頭上を仰あおいだ。

　漆しつ黒こくの闇でしかなかった視界に、明かりが揺ゆらめく。

　不規則な揺らめきは、光というよりも真っ赤な炎ほのお？

　頭上を照らす光の正体を確かめたいのに、これまで暗闇にいたせいか、眩まぶしくてよく見えない。

　右目を眇すがめた瑛留が、手の甲こうで目元を擦った次の瞬しゆん間かん、ザザッと土が降ってきた。反射的に頭を抱えて、その場にしゃがみ込む。

　しばらく蹲うずくまっていたけれど、それ以上の異変はない。空気が動く気配と同時に瑛留の首筋をなにかがくすぐり、慌あわてて顔を上げた。

「なっ、なに？　あ……」

　土と共に滑すべり落ちてきたのか、炎が揺らめく太い松明たいまつの端を銜えた、白銀のオオカミが立っていた。

　青い瞳が、ジッと瑛留を見み詰つめている。

「ジー……ク？」

　確信を持って小声で呼びかけると、大きくて長い尻尾しつぽがふわりと揺れる。先ほど瑛留の首筋に触ふれて顔を上げるよう促うながしたのは、この尻尾だったようだ。

　銜えていた松明を落とすと、ぶるっと身み震ぶるいをして体毛に纏っている水すい滴てきを飛ばした。

「どうして、ここに……。おれを助けに来てくれた？」

　瑛留の疑問に答えるように、もう一度身震いをする。容よう赦しやなく飛んでくる水みず飛沫しぶきから瑛留が顔を背そむけているあいだに人間の姿へと変わったらしく、白銀のオオカミがいた場所には見慣れた長身の青年が立っていた。

「エール。無事でよかった。怪け我がはないか？」

　振り向いて一歩で距きよ離りを詰めてきたジークは、瑛留の肩を両手で強く摑み、食い入るように顔を見詰めてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。擦すり傷くらい？」

　瑛留は大丈夫だと答えたのに、自分の目で見なければ気が済まないのかもしれない。手を離すことなく、鋭するどい目で見下ろしてきた。

「見えるところには、大きな怪我はなさそうだが……」

　足元に落ちている松明の灯あかりでは不十分なのか、肩や腕を摑み、背中や腹まで両手で撫なでられる。

　そうして瑛留に怪我がないかひと通り確かめたジークは、ようやく気が済んだらしい。大きく息をつきながら、両腕の中に抱だき締しめられた。

「ジーク、おれがここにいるって……あの子が言った？」

　名前を知らないので、もどかしい。でもジークがここにいるということは、あの少年から瑛留の居所を聞き出したに違ちがいない。

　そろりと尋たずねると、瑛留の背中を抱くジークの腕うでにグッと力が込められる。

「バルドルは、きつく叱しかっておいた。……エールの姿が見当たらなくて捜さがしていたところに、山から戻もどってきた。エールの匂においがしたから問い詰めたら、ここだと白状した。子どものイタズラだと済ませるには、度が過ぎる」

　瑛留も、子どものイタズラだとは言えない。

　邪じや魔まだと言い捨てた彼の声は、凍こおりつくように冷たかった。心底、瑛留の存在を疎うとましく思って排はい除じよしようとしたのだ。

「おれ、あの子……バルドル？　に、こんなに嫌きらわれてるって気がつかなかった。外国から来て、ジークたちのテリトリーにズカズカと無神経に踏ふみ込んだと考えれば、反感を買っても仕方ないとも思うけど……。自覚なく悪いことをしたんだろうな」

　瑛留のなにが、それほど彼の神経を逆さか撫なでしたのかはわからない。でも、余所よそ者ものが好き勝手に歩き回っているというだけで、不快感を与あたえていた可能性はある。オオカミは縄なわ張ばり意識が強いのだから、さぞかし目め障ざわりだっただろう。

　肩かたを落とした瑛留に、ジークは低く「エールが原因ではない」と吐はき捨てた。

「リーダーである俺が許可したのだから、逆らうことは許さん。俺がエールに求愛したことを知っていながら、この行いは許しがたい。後こう継けい候補だからといって、バルドルを甘やかし過ぎたようだ」

　バルドルが後継候補だという一言は、意外だと思わなかった。留学することが決まっているようだったし、ジークとフレイからドイツ語も教えられているのだ。

　ジークの厳しい言葉になにも言えずにいると、瑛留を腕に抱いたジークがふっと息をついて続ける。

「バルドルにしてみれば、俺がエールをツガイに選んだことが気に食わないんだろう。昨日も、不ふ釣つり合いだなどと言って反発した。あいつは幼い頃ころから、過か剰じように俺を理想化している」

「不釣り合いだとは、おれも思う。おれには、ジークからあの花を贈られる理由がないよ。反対するあの子……バルドルの気持ちが、わかる」

　慕したっていたジークを惑まどわす存在として、瑛留を嫌けん悪おするのもわからなくはない。

　瑛留がバルドルの立場なら、やはり反発したと思う。

　こんな、突とつ然ぜん現れたよくわからない異い邦ほう人じんに求愛するなど、なにを考えているのだと眉まゆを顰ひそめただろう。

　迷い迷い口にした瑛留の言葉に、強く背中を抱いていたジークの腕から力が抜ぬける。肩に手を乗せ、少し距離を置いて視線を絡からませてきた。

「人ひと混ごみの中でも、エールの匂いは特別だった。ずっと探し求めていたのはおまえだと、俺の中の本能が告げたんだ。近くで見ているあいだに、その思いはどんどん大きくなり……おまえが獣けものに姿を変えたあの夜、ツガイにするならエールしかいないと確信した。本能で惹ひかれ、カラダが反応して、心が愛いとしいと感じる。求愛の理由にならないか？」

　澄すんだ青空のような綺き麗れいな瞳ひとみが、真っ直すぐにエールを見詰めている。

　地面に置かれた松明の炎は、今にも消えてしまいそうなほど小さくなっている。それでも揺らぐ灯りに照らし出されたその表情は真しん摯しに想おもいを伝えてきて、心臓がドクドクと鼓こ動どうを速めた。

　大きな手を置かれた肩が熱い。少し前まで肌寒さを感じていたのが、噓うそのようだ。

「エールの匂いは、心地ここちいい。甘くて……胸が苦しくなる。こうしていると、人の姿を保っていられなくなりそうで……獣の衝しよう動どうに駆かられて、食いつきたいほど高こう揚ようする。姿の見えないおまえを捜していた時、知らないと顔を背けたバルドルから微かすかな匂いを感じた瞬間は怒いかりで理性が焼き切れるかと思った。俺から理性を奪うばうのは、おまえだけだ」

　こんなに語るジークは、初めてだ。

　なんとか瑛留に想いを伝えようと、懸けん命めいなのだと伝わってくる。熱っぽく潤うるむ瞳から、目を逸そらせない。

「エール。おまえは、感じないか？　頭で考えるのではなく、本能の声に従え」

「おれ、は……」

　躊躇ためらう瑛留の視線を捉とらえたまま、ジークの瞳が近づいてくる。

　青い瞳に縫ぬい留められたかのように、動けない。激しい動どう悸きがうるさくて、なにも考えられなくなる。

　感じるのは、ジークが傍そばにいるといつも漂ただよっている心地よい香かおり。あの純白の花のものに似た、爽さわやかで甘い、どこか懐なつかしい芳ほう香こうだ。

　唇くちびるが触れ、震ふるえる瞼まぶたを閉じる。瑛留が逃にげないせいか、頭を抱かかえるようにして口づけが深くなる。

「ン……、ぅ」

　ぺろりと唇を舐なめ、口こう腔こうに潜もぐり込んできたジークの舌が熱い。どうすることもできない瑛留の舌先をチラリとくすぐり、味わっているみたいだ。

　どうしよう。なにもかも気持ちいい。

　頭で考えることを放ほう棄きしたら、ジークに触れられたところから身体からだの隅すみ々ずみにまで快さが広がっていく。

「ン、は……ぁ」

　うまく息を継つげなくて身体を捩よじると、逃げていると思われたのかもしれない。離はなれることなど許さないとばかりに、強く背中を抱き寄せられた。

「逃げるな」

　低く命じておいて、再び唇を重ねられる。

　触ふれ合った舌先を甘あま嚙がみされた瞬しゆん間かん、ビクッと身体が震えた。ジークの肩に縋すがりつくと、思考を鈍にぶくする香りが強くなったみたいだ。

　頭がクラクラする。息が苦しい。全身が燃えるように熱くなり、手足の力が抜けた。

「ふっ……」

「エール？　……愛らしいな」

　口づけから解放されたと同時に、ふらりと脱だつ力りよくした瑛留の身体をジークが抱き留める。耳元で小さく笑った気配がして、軽く背中を叩たたいた。

　慣れない様子を、子どもだと揶や揄ゆする雰ふん囲い気きではなかったから、腕を離せと抗あらがうことなく無言で肩に額を埋うずめる。

　瑛留が大人しく腕に抱かれているせいか、ジークは機き嫌げんよく話しかけてきた。

「夜の山を歩くには、人の姿ではないほうがいい。でもおまえは、自在に姿を変えられないのだろう。日が昇のぼるまで、ここで待とう」

　確かに、瑛留がオオカミに姿を変えたのは満月の夜の一度きりだ。ジークは自身の意志で自在に人と獣のあいだを行き来できるようだが、瑛留はどうすればまたオオカミの姿に変わるのかわからない。

　なにより、そうなることを望まないから、もう二度と変身したくないと祈いのっている。

　獣じゆう化かを自然なこととして受け止めているジークに、自分は獣への変身を歓かん迎げいしないとは言えなくて、話の矛ほこ先さきを変えた。

「日が昇るまで待ったとしても、ここから出るにはどうすればいい？　手を伸のばしても届かなかったし、土の壁かべが崩くずれて登れなかった」

　話を逸らす意図もあったが、現実的な問題でもある。山歩き以前に、この洞うろから出られなければどうにもならないのだ。

　オオカミの姿だったジークは、身軽に滑すべり降りてきた。もしかしたら、花を銜くわえて崖がけを駆け登ったように、ここから出ることもできるかもしれない。

　瑛留は……もし獣に姿を変えることができても、自分にジークと同じ運動能力があるとは思えなかった。

　瑛留の不安を、ジークは「問題ない」という力強い言葉で払ふつ拭しよくする。

「急な吹雪ふぶきに身動きが取れなくなり、この洞で一夜を明かしたことは過去にもある。反対側に、太い木の根を伝ってよじ登ることのできる箇か所しよがあるんだ。もしエールが上がれなくても、俺が先に行ってエールを引き上げる」

　ジークの視線を追いかけて、斜ななめ後ろに目を向ける。

　夜目が利きかないせいで不用意に動き回ることができなかったこともあり、目の前の土壁を這はい上がろうと必死になっていた。

　松明たいまつの火に照らされていることで、これまでは井い戸どの底のようなイメージだった洞の中が、予想よりも広い空間だったのだとわかった。

「不安そうな顔をするな。必ず、エールをここから出してやる」

　微び笑しようを浮うかべてそう口にしたジークが、大きな手で髪かみを撫なで回してくる。子どもに対する仕草のようだが触れられるのは心地よくて、こくんとうなずいた。

　信じられる。ジークがそう言うのなら、絶対にここから出してくれるだろう。どれほど足あし手で纏まといでも見捨てたりしないと、瑛留を見み据すえる青い目が語っている。

　安心した途と端たん、キスで火ほ照てっていた身体に寒さが戻もどってきた。

「……寒いのか？」

　瑛留は無言でかすかに肩かたを震わせただけなのに、鋭するどく感づかれてしまった。

　泥どろでぐちゃぐちゃになっているとはいえ、服を着込んでいる瑛留より裸ら体たいのジークのほうが寒いはずだ。寒いなどと、泣き言を言ってはいけない。

「おれは平気」

　首を横に振ふって否定したけれど、ジークは険しい表情で洞の中を見回した。

　少し離れたところに寝ねかせている松明を横目で見み遣やって、「それはダメだな」と零こぼした。

「この火は、もうすぐ樹じゆ脂しが燃え尽つきて消える。エールが暖を取るには……こちらのほうがいいか」

　どうするのだと問う間もなく、目の前のジークが深呼吸をした。次の瞬間、手品のように白銀の毛皮を纏まとう獣に姿を変える。

　青い瞳の美しいオオカミは、手を伸ばせば触れることのできる微び妙みような距きよ離りを置いて、こちらをじっと見ていた。

　瑛留が怯おびえていないか、拒こばまないかと、息を詰つめて窺うかがっているようだ。緊きん張ちようと、気き遣づかいが伝わってくる。

「……ジーク」

　手を伸ばして名前を呼んだ瑛留に、おずおずと近づいてきた。差し出した手のひらに頭を擦すり寄せてきて、肌はだを撫でる毛の感かん触しよくに唇を綻ほころばせる。

　全身を包む白銀の体毛は、見るからにふかふかとしていそうだが、防寒を目的としたものらしく少し硬かたい。

「他ほかのところ、触さわってもいい？」

　頭に手を置いて尋たずねると、鼻を上げて喉のどをさらけ出してきた。

　生物としての弱点を躊躇うことなく差し出されて、寄せられる信しん頼らいに胸の奥が熱くなる。

「やっぱり、このあたりの毛は柔やわらかい。……あったかい」

　背の部分は剛ごう毛もうでも、喉や胸むな元もとあたりの毛は柔らかくて極ごく上じようの手て触ざわりだった。

　ニューファンドランドシロオオカミは、七十キロはある大型種のはずだ。瑛留と変わらない大きさの獣けものに両りよう腕うでで抱だきつくと、ぬくもりが伝わってくる。

　心細くて寒くて、どうにもならない絶望に蹲うずくまるだけだった。松明を銜えた白銀のオオカミは、神こう々ごうしく輝かがやいて見えた。

　雨の中、夜の山奥にまで捜さがしに来てくれたジークに、きちんとお礼を言っていなかった気がする。

「ありがとう、ジーク」

　身体に抱きついたままぽつりとつぶやいた瑛留の頰ほおを、大きな舌がぺろりと舐めた。巨きよ大だいな牙きばが目前に迫せまったけれど、針の先ほども恐きよう怖ふを感じない自分が不思議だった。

　精せい悍かんなオオカミの顔を見ていると、徐じよ々じよに視界が暗くなってくる。

　そういえば、ジークがもうすぐ消えると言っていた。

　瑛留が松明に目を向けたところで小さくなった炎ほのおが不安定に揺ゆれ、ジジッとかすかな音を残して消えた。

　途端に、自分の手も見えない暗くら闇やみが戻ってくる。

　一度灯あかりを目にしただけに、一筋の光もない真の暗闇は瑛留の身体を強こわ張ばらせる。這い上がろうと藻も搔がいていた時の不安と恐怖が、呼び覚まされそうになった。

　息を詰めて硬こう直ちよくしていると、手の甲こうをぺろりと舐められた。

「ぁ……ジーク」

　手首の内側、肘ひじのあたり、首筋……と場所を変えて舐なめ回されて、くすぐったさとぬくもりに強張った身体からだから力が抜ぬける。

　手を伸ばすと、温かな毛の感触が伝わってきた。見えなくても、瑛留に寄り添そう白銀のオオカミを思い浮かべることができる。

　違ちがう。同じ暗闇ではない。今の瑛留は独りぼっちではないのだから、怖こわいものなど一つもない。

　湿しめった地面に座り込み、大きな獣に抱きついて身体をもたせ掛かける。

　周りが暗くても、目を閉じれば同じだ。ジークの温かさを、全身で感じるだけになる。

「あの夜も、ずっと傍そばにいてくれた」

　恐きよう慌こう状態の瑛留に、一晩中寄り添ってくれていたぬくもりを思い出す。

　いつも、ジークが助けてくれる。

　初めはわけもわからず怖くて、避さけようとするばかりだった。

　ジークが傍にいてくれることでこんなふうに安心感に包まれる日が来るなど、考えたこともなかった。

　きっと今は、傍にいるのが大好きな兄だとしても、これほど安あん穏のんとした心情にはなれない。

　ジークだから……。

　温かな懐ふところに抱き込まれて、力を抜く。

　瑛留の肩に顎あごを乗せたジークからは、身体を預ける瑛留を全身で護まもろうとする意志が伝わってきた。

　ここにいれば、大だい丈じよう夫ぶだ。

　胸に満ちる温かい感情の名前はわからないけれど、ジークのぬくもりに包まれて過ごす夜は、このまま朝が来なくてもいいと思うほど至福の時間だった。　>>>♥







《八》







「……いる。瑛留っ！」

「ひゃっ！　あ……兄ちゃん」

　名前を呼びながら肩を叩たたかれて、ビクッと大きく身体を震ふるわせた。振り向いた瑛留の目に、兄とその隣となりに並ぶフレイの姿が映る。

「何回も呼んだぞ。ぼんやりして、どうした？」

「え……っと、電池切れで休きゆう憩けい中。薪まき割わりって、重労働だよね」

　瑛留は惚ほうけていた言い訳を口にしながら、両手で握にぎった斧おのの柄えを見下ろした。ぼんやりしていたのは別の理由だが、薪割り作業に疲ひ労ろうしているのも噓うそではない。

「なにかあった？」

　兄は知的好こう奇き心しんが旺おう盛せいらしいフレイと、世界各地の文化や気候風土、その土地固有の動植物について話し込んでいたはずだ。

　なんだろう？　と首を傾かしげた瑛留に、フレイが微笑を浮かべて口を開く。

「ジークが傍にいない時を、見計らっていたんです。こっそりエールに会わせてほしいと、頼たのまれました。ほら……」

　促うながしたフレイの背後から、淡あわい金色の髪がチラリと見えた。おずおずと顔を覗のぞかせた少年は、瑛留と目が合った瞬しゆん間かん、思い切ったように飛び出してくる。

「バルドル」

「ごめんなさい！」

　瑛留が名前を呼ぶのを遮さえぎるように大声で言うと、くるりと踵きびすを返して猛もうスピードで走り去っていった。

「えー……？」

　バルドルの背中を見送る瑛留は、呆あつ気けに取られた顔をしているに違いない。兄が、「はははっ」と笑いながら瑛留の肩を叩く。

「周りをちょろちょろしているから、なんだと取っ捕つかまえたら……瑛留に謝りたい、だと。ここしばらく常にジークが傍にいたから、怖くて近づけなかったらしい」

「エールを山に置き去りにしたと知った時、恐おそろしい形相で叱しかられていましたからね。ジークが、あれほど感情を剝むき出しにするのは珍めずらしい。エールに接近禁止だと言い渡わたされていたので、今の謝罪で精いっぱいだったのでしょう」

　獣姿のジークと集落に戻もどった時、兄やフレイに加え、他の住人たちにまで出で迎むかえられた。姿の見えない瑛留を心配して皆みなで捜してくれたのだと知り、忌き避ひされていたわけではなかったのかと胸が熱くなった。

　ただ、そこにバルドルの姿は見えなかった。

　罰ばつとして、尾お根ねを越こえたところにある、このあたりで一番清せい涼りような湧わき水みずを汲くみに行くよう命じられていたと聞いた。

　半日かけてバルドルが汲んできた水は美味おいしかったし、それ以上の処しよ罰ばつは望まないとジークに懇こん願がんしたので一件落着したのだと思っていたけれど、バルドル自身は気に病やんでいたのかもしれない。

「いい子だなぁ」

　思わずつぶやいた瑛留に、フレイは「エールにそう言っていただけるとは」と表情を曇くもらせる。

「真っ直すぐな性格で、行動力があるんだろうな。ちょっと暴走気味みたいだけど……」

「瑛留も猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがあるから、気は合いそうだ。案外、いい友達になれるんじゃないか？」

　兄は日本語で話しかけてきたのに、フレイがため息をついてボソッと口にした。

「……ジークが許しません」

「あれっ、フレイって日本語もできた？」

　自然と会話に加わったので、聞き流しそうになった。瑛留が驚おどろいて尋たずねると、嬉うれしそうに微笑ほほえんで答える。

「トールに、少しだけ習いました。トールはいろんな場所に行っていて、たくさん知識があって、尊敬します」

　短時間習っただけで、普ふ通つうのスピードで交かわしていた外国語での会話を聞き取れたのはすごいと思う。

　威い圧あつ感かんのない雰ふん囲い気きを持ち、温和な口調で語る。学ぶことを楽しんでどんどん知識を吸収するフレイは、トップであるジークをサポートする副リーダーとして適任だろう。

　リーダーのジークには、なにも言わず立っているだけでも卓たく抜ばつした存在感と威い厳げんがある。優すぐれた身体能力と際きわ立だった体格で牽けん引いんし、率そつ先せんして大型の鹿しか等を狩かりに出向く行動派のジークとのバランスは、よさそうだ。

「そういえば、ジークはどうした？　朝に顔を合わせたきりだな。瑛留の近くにいないなんて、珍しい」

　兄の台詞せりふは、そのまま瑛留の疑問でもある。

　朝食の時はいつものように瑛留の傍にいたのだが、いつの間にか姿が見えなくなっていた。

　バルドルに大木の洞うろへ落とされた日以来、片時も目を離はなさないとばかりに瑛留の傍かたわらにはジークがいた。それが当然のようになり、常に一いつ緒しよに薬草を採取しに出かけたり木の実狩がりに行ったりしていたので、突とつ如じよ一人にされると手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　一人でもできることはないかと仕事を探した結果、あまり役に立たないかもしれないが薪割りをさせてもらっていたのだ。

　兄と瑛留の疑問には、フレイが答えをくれる。

「少し離れたところにある、別の集落へ出かけています。本当はエールも伴ともないたかったのだと思いますが、まだ正式なツガイではないので誘さそえなかったのでしょう。その……まだ、ですよね？」

　立ち入ったことを聞いて申し訳ないと言わんばかりに、遠えん慮りよがちに最後の一言を付け加えられて、瑛留は焦あせって頭を左右に振ふった。

「なに、まだって……そのうちどうにかなるみたいな、言い方して」

　誤ご魔ま化かし笑いを浮うかべたけれど、フレイは釣つられて笑うでもなく柔やわらかな表情で瑛留を見み詰つめていた。

　ツガイ云うん々ぬんというやり取りを兄はどう思っているのか、そろりと横目で様子を窺うかがう。

　ジークに口説かれているのかと直接問われてはいないし、瑛留も兄に相談していない。ただ、兄は、瑛留がジークに白い花を贈おくられたことを知っている。

　それが求愛の意味だとまでは知らないはずだが、姿の見えなくなった瑛留を必死に捜さがしに出た際の様子で、ただ単に仲がいいわけではない……特別な想おもいを寄せられていることは悟さとったはずだ。

　この場面で口を挟はさむつもりはないらしく、なにを思っているのか読めない無表情で腕うでを組んで、瑛留とフレイの会話を傍ぼう観かんしていた。

　奇き妙みような沈ちん黙もくの重苦しさに耐たえられなくなり、瑛留は笑え顔がおを取り繕つくろうことをやめてぽつりとつぶやく。

「ジークには申し訳ないけど、この先もツガイになる予定はない。だっておれは、ジークに相応ふさわしくないと思う。バルドルみたいに直接ぶつけてこなくても、郷さとの人たちも……フレイだって、そう思っているんじゃないか？」

　フレイは、リーダーとしてのジークを一番近いところで見ている人物だ。

　同類だとしても仲間ではない瑛留が、ジークにとってプラスになる存在ではないと、本当は彼が誰だれよりもわかっているのではないか？

　瑛留を排はい除じよしようとしたバルドルのように、ジークの決めたことに反発する人はこれまでいなかったはずだ。

　瑛留が立ち入ったことで、彼らのこれまでの結束を乱している。フレイは微み塵じんも態度には表さないけれど、それを憂うれいているのではないだろうか。

　瑛留の主張に、フレイは普ふ段だんと変わらない落ち着いた声で返してきた。

「相応しいかどうか、判断するのはジークです」

「リーダーとして自分を信用している人たちの反対を押し切ってまで、おれである必要はないだろっ」

　自然と声が大きくなってしまい、右手で口元を覆おおう。

　フレイは冷静なのに、一人で興奮してしまったことが恥はずかしい。平静を取り戻そうと、深呼吸をする。

　ようやく興奮が静まったところで、それまで無言だった兄が口を開いた。

「ふーん……問題はそこなのか。瑛留自身は、ジークを拒こばんでいるわけではないんだな。むしろ、逆か。ジークを特別に想っているからこそ、応こたえるのに躊躇ためらっているってところか」

　ドクンと心臓が一際大きく脈打つ。そうではないと反論したいのに、即そく座ざに言い返すことができなかった。

　冷静で的確な分ぶん析せきだ。瑛留自身もそこまで自覚していなかったことなのに、容よう赦しやなく図星を指されてしまった。

　ジークとまったく同じ想いかどうかはわからないが、特別で大切だ。だから、彼が選ぶのは自分ではダメなのだと思う。

「外国の人間……人間じゃなくてオオカミでも、種族が違ちがう。後あと継つぎもできない。……ずっと、ここにいるわけじゃない。これ以上深入りしないほうが、お互たがいの為ためだ」

　どう言えばいいのか、自分の心を整理しながらぽつぽつと口にする。

　真っ直ぐに想いを伝えてくるジークの青い瞳ひとみを思い浮かべると、胸の奥が締しめつけられたように苦しくなった。

　二人ともが互いの匂においを快いものだと感じて、ジークは本能で惹ひかれ合っているのだと熱っぽく語った。

　本当に、そうなのだろうか？

　本能でも、間違えることがあるのでは。ジークのツガイとなるべき相応しい相手は、瑛留以外に存在していて、まだ出で逢あえていないだけという可能性もある。

　ジークは頭で考えるなと言ったけれど、無理だ。考えずにはいられない。

　口を噤つぐみ、握にぎり締しめた斧おのの柄えを見下ろしていると、兄が瑛留の背中を軽く叩たたいた。

「だから、それを判断するのはジークだろう。一方的に瑛留が決めつけることはできない。……僕の立場から言わせてもらえるなら、うーん……なんとも複雑だな。瑛留の意思を尊重したい、とは思っているよ」

「おれは……」

　ズルいのだと思う。兄が強く反対してくれたら、やっぱりダメなのだとジークを拒むことの言い訳になっていた。

　でもこうして、反対も賛成もせず瑛留自身に判断を委ゆだねられると、誰かのせいにして逃にげることができない。

　フレイは無言のままだけれど、兄の言い分が正しいと思っているに違いない。

　うつむいて黙だまり込んでいた瑛留だが、強く吹ふき抜ぬけた風にふと顔を上げる。

「どうした？　瑛留？」

　兄とフレイは気づかないのかもしれないが、瑛留にだけはわかった。唯ゆい一いつの特別な匂いが、教えてくれる。

　姿が見えなくても、声をかけられなくても……。

　瑛留が顔を上げてから数十秒後、近づいてくる足音が聞こえて三人同時に振り向いた。

「ここか、エール。……トールとフレイも一緒か」

　建物の陰かげから姿を現したジークは、見えなかったはずなのに的確に瑛留の居場所を探さぐり当てたらしい。

「ジーク、お帰りなさい」

「瑛留は僕たちが見守っていたので、ご安心を」

　笑顔で声をかけたフレイと兄に、ジークは少しだけ眉まゆを顰ひそめて言い返す。

「……トールの笑顔は、たまにフレイと同じくらい裏を感じるな。まあいい。エール、土産みやげだ。この実を気に入っていただろう。あと、こちらは、虫よけになる草だ。エールの肌はだは柔らかいから、虫に刺さされると痛々しい」

　桃ももに似た甘あま酸ずっぱい木の実は、確かに瑛留のお気に入りだ。それに、ハーブのような爽さわやかな香かおりの葉。

「あ、ありがとう」

　植物の蔓つるを編んで作られた袋ふくろから取り出したものを次々と差し出されて、戸と惑まどいながら両手で受け取った。

　その様子を傍そばで見ていた兄が、くくっと肩かたを震ふるわせる。

「っく……失礼。外見は完全無欠な美び丈じよう夫ふなのに、求愛は実にオオカミらしいな……と」

　ジークに睨にらまれても、どこ吹く風で笑っている。凄すごんでも無む駄だだと悟ったのか、ジークは「どうとでも言え」と諦あきらめたように顔を背そむけた。

　兄の、この肝きもの据すわり具合は、計算して煙けむに巻こうとしているのではなく、ただの天然ボケというものだと瑛留は知っている。

「ジーク、あちらの様子はどうでした？　変わりなく過ごしていましたか？」

　フレイは、彼らの言語ではなく瑛留たちにも理解できるドイツ語でジークに尋たずねる。

　瑛留と兄にわからない言葉だと、聞かせられない内ない緒しよ話ばなしをしていると不安にさせるのでは……と、気を遣つかっているのかもしれない。

「変わりは一つだ。ロキが死んだ。山羊やぎを追っていて、谷底に落ちたらしい。明日にでも花を手た向むけに行く」

「……そうですか。他ほかには？」

「エールとトールのことを知っていた。フレイが案内して山歩きをしている姿を、見かけた者がいるらしい。敵意はなく、厄やくをもたらす存在ではない。こちらで監かん視ししていると、安心させておいた」

　淡たん々たんとしたジークの説明に、フレイは大きくうなずいた。

　傍で聞いていた瑛留は、兄と無言で顔を見合わせる。

　ジークたちの仲間なら、きっと獣けものに姿を変えることができる種族だ。外部との接せつ触しよくは歓かん迎げいしないだろうと、想像がつく。

　でも、ジークのその説明では、瑛留と兄を追い払はらうのではなく受け入れていると解かい釈しやくされたのでは。

　一目で外国の人間だとわかったはずの自分たちが原因で、ジークやフレイが責められたりしないのだろうか。

「フレイ、僕たちと一いつ緒しよにいるところを見られたのは、よくないんじゃないか？」

　瑛留と同じことを懸け念ねんしたらしい兄が、フレイに尋ねる。

　ジークと軽く視線を交かわしたフレイは、普段通りの微び笑しようを滲にじませて首を横に振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶです。彼らは、私とジークがかつて外国へ学びに出ていたことを知っています。問題なくやり過ごすと、信用してくれるはずです」

　本当に、そんなふうに軽く言ってしまえることなのか……微笑の裏でフレイがなにを考えているのか、瑛留には読めない。

「ああ、そういえばそうか。留学していた時の知人だとか、適当な言い訳はできるのか」

　兄は納なつ得とくしたようだけれど、瑛留は、自分たちがここにいるのはよくないのではないかという思いを強くする。

　けれど、ジークは未いまだに瑛留と兄をこの地から出してくれそうにない。

　そろそろ日本に帰らなければならないとわかっているはずなのに、瑛留に『これから』の話題を出すことのない兄は、どうするつもりなのか……。

　ジークの真意も、フレイの本心も、十八年も家族でいる兄の心積もりさえ謎なぞだ。

　すぐ傍にいるのに、瑛留には誰だれの思いも捉とらえられなかった。
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　朝食を終えてすぐ、ジークに誘さそわれて山へ入った。瑛留には道などないように見えるのに、迷うことなく歩いてどこかへ向かう。

　休きゆう憩けいを挟はさんで、二時間近く歩いただろうか。ようやく足を止めたジークが、「ここだ」と瑛留の手を引いた。

　山の中に、突とつ如じよ開けた空間が広がっている。テニスコートより、少し広いくらいの面積だろうか。

　その土地の端はし、こんもりとした土の山に向かったジークがボソッと口にする。

「久し振ぶりだな、ロキ」

　ロキという名前は、昨日のフレイとの会話に出ていたものだ。山羊を追っていて、谷底に落ちた……と。

　唇くちびるを引き結んで見下ろしたその部分の土は、色が濃こくて草が生えていない。つい最近、埋まい葬そうされたばかりだとわかる。

　ジークからの説明はなくても、木を倒たおし、丁てい寧ねいに草を刈かって整備してあるここが墓所なのだと見て取れた。

「おまえらしくない失態だな」

　嘆なげくでも、悲しむでもない。死を悼いたむものとしては、厳しいとも思える言葉だ。

　こっそりと窺うかがったジークの横顔に、表情はなかった。なにを思ってロキの名前を呼び、「らしくない」と続けたのか瑛留には読めない。

　でも、身体からだの脇わきで固く握にぎられた手が、悲痛なジークの心を映しているようだった。哀あい惜せきを自らの内に秘ひめて他者に悟さとらせないのは、リーダーとしての矜きよう持じなのだろうと思えば、瑛留の胸がズキズキと痛む。

　言葉はなく心の中で追つい悼とうしているように見えるジークに話しかけられずにいると、瑛留を置いてどこかに行ってしまう。

　追いかけていいものか迷っているうちに、茂しげみに入ったジークが戻もどってきた。

「エール、これを手向けてやってくれ」

「うん」

　ジークに手て渡わたされたのは、菊きくに似た小さな黄色い花だ。小山の前に供えると、日本式でもいいのかな……と思いつつ瞼まぶたを閉じて、両手を合わせた。

　目を閉じていても、ジークの視線を感じる。知らない人に手を合わせられて、不思議がっているだろうなと思いながら、逢あったこともない『ロキ』に「ゆっくりお休みください」と心の中で伝えた。

　瑛留は顔の前で合わせていた手を下ろし、目を開いてジークに尋ねる。

「どうして、おれをここに？　大切な場所だよね」

　ジークたちが、どんな死生観を持っているのかはわからない。日本に住んでいる人でも、宗教や風習によって『死』の捉え方は異なるのだ。

　それでも、静せい謐ひつな空気の漂ただようここが、大切な場所であることは間ま違ちがいない。

「大切な場所だからだ。属するグループは分かたれたが、ロキは共に育った俺の幼おさな馴な染じみだ。エールを紹しよう介かいしたかった」

「一緒に育った？　別の場所に住んでいたのに？」

　一ヵ月以上に亘わたって、生活を共にしているのだ。ジークたちの日課や習慣はだいたい把は握あくしたけれど、他の集落とのつながりがどの程度あるのか等は知らない。

　このあたりの山さん岳がく地帯に、ジークたちのような半人半はん獣じゆうの種族がどれくらい存在するのかも不明だ。

「ロキは、先代のリーダーについて群れを離はなれた。代だい替がわりの際、新たなリーダーの下もとに残るか先代に忠誠を誓ちかって行動を共にするのかは、各自の判断に任されている。ロキは先代を慕したっていたし、俺と共にいては反発するだけだと思ったのだろう。未知の世界を面おも白しろがって知ろうとする俺に、そんなものは必要ないと苛いら立だってばかりだった。変わることを是ぜとせず、外へ学びに出ることも拒こばんだ」

「代替わりの際、分断する？　だから、平均年ねん齢れいが若かったのか」

　ジークとフレイに案内されて、初めて集落を訪おとずれた際の第一印象を思い出す。年老いた住民がいないな……と思ったのだが、その理由を悟った。

　純じゆん粋すいな獣のオオカミとは異なる生態だと思うけれど、自然の中で生きていくにはより強きよう靭じんなリーダーが必要となるのだろう。

「国は開かれた。俺たちも、変わることが必要だ。そう思っていたが……時に、それが本当に皆みなのためになるのかと迷う」

　ロキの墓所をジッと見み詰つめる青い瞳ひとみには、迷いと憂うれいが漂っている。

　瑛留は、これまで強いジークしか知らなかった。当然、フレイたち率いる皆にも見せることのない揺ゆらぎだと思えば、胸がグッと苦しくなる。

　自分より遥はるかに強いはずのジークが、頼たよりない子どものように見えるなんて……どうかしている。

　そう思うのに、自然と身体が動いた。

「ッ、エール？」

　立ち尽つくすジークの左ひだり腕うでに、両手でしがみつく。驚おどろいた表情でこちらを見下ろすジークと視線を絡からませて、口を開いた。

「ジークは、強い。オオカミとしても、心も強い。フレイはもちろん、他ほかの皆も……ジークが決めることなら、信じて受け入れるよ。どんな選せん択たくでも、間違っていない。……ごめん。うまく言えない」

　もっと巧たくみな言い方があるはずなのに、ドイツ語の語ご彙いが豊富ではない瑛留は思うように伝えられない。

　強くジークの腕を両腕に抱だき込んで、言葉にできないもどかしさをぶつける。

　ジークは無言だ。一ヵ月そこそこの自分しか知らないくせに、なにを言うのだと気に障さわったのかもしれない。

「ごめ……」

　もう一度謝って手を離そうとした瞬しゆん間かん、ジークの両腕の中に強く抱き締しめられた。

　甘く、爽さわやかな……花の芳ほう香こうに似た快い香かおりが、強くなる。頰ほおに触ふれる衣服の硬い生き地じ越ごしに、心臓の鼓こ動どうを感じた。

「エール」

　たった一言、低く名前を呼ばれただけなのに、トクトクと鼓動が速度を上げた。

　抱き込まれた腕の中から、動けない。動きを封ふうじるほど強く抱かれているわけではないのに、瑛留が離れたくないのだ。

　無言で抱き締められているだけなのに、どんな言葉で求愛されるよりも強く、ジークの想おもいが流れ込んできた。

　そうして、どれくらいの時間動けずにいただろうか。

「風の匂においが、湿しつ気けを含ふくんでいる。雨になるか……」

　大きく息をついたジークが、瑛留を抱き締めていた腕の力を抜ぬいた。一歩離れた瞬間、反射的に手を伸のばしてジークの袖そで口ぐちを摑つかんでしまい、慌あわてて手を離す。

　ジークと目を合わせられなくて、どぎまぎと背中を向けた瑛留は空を仰あおぐ。

「急いで帰った方がいい？」

「ああ。雨が降ると、足元が滑すべって危険だ」

　うなずいた瑛留は、ジークの言葉が終わらないうちに先に立って歩き出した。

　頰が……頰だけでなく、顔全体が熱い。きっと、真っ赤になっている。

　その理由を問われても、答えられそうにないから……頰の紅潮を誤ご魔ま化かすことができるように、早足で歩いた。










　間もなく集落に到とう着ちやくする、というところまで来た。

　遅おくれがちになりながらも、どうにか足を運ぶ瑛留をチラリと振ふり向き、ジークが話しかけてくる。

「急ぎ足で歩いたから、疲つかれただろう」

「大だい丈じよう夫ぶ。ここで毎日のように山歩きをしていたから、そこそこ鍛きたえられた」

　強がりではなく、運動不足を痛感していた初期に比べると、かなり山歩きに慣れたと思う。

　雨が降り始める前に戻れてよかったと、ホッとした……直後、突とつ然ぜん目の前に誰だれかが飛び出してきて、ジークの全身に緊きん張ちようが走る。

　瑛留を庇かばおうとしてか、視界が大きな背中で塞ふさがれた。

「あ……！」

　人の声？

　なにが飛び出してきたのかと、恐おそる恐る覗のぞけば……。

「……、……ッ！」

　ジークに縋すがりつくようにして早口で訴うつたえているのは、若い女性だ。朝食の際、いつも瑛留にパンを手渡してくれるので、ほとんど話したことはないけれど馴な染じみはある。

　強こわ張ばった顔で懸けん命めいに語る彼女の様子からは、非常事態が起きているのだと予想できた。緊きん迫ぱくしたやり取りに、瑛留の肩かたにも力が入る。

　女性が今にも泣きそうな顔で言葉を切ると、うなずいたジークが険しい表情で駆かけ出した。驚いた瑛留は、慌ててジークを追いかける。

　ジークが向かった井い戸どの脇には、人だかりができている。背伸びをすると、その中心にしゃがみ込む兄とフレイらしき姿が見えた。

　兄かフレイに、なにかあったのかもしれない。

　不安が込み上げてきたが、ジークのように輪の中に割って入っていいものか躊ちゆう躇ちよする。おろおろする瑛留に気づいたらしい兄が、立ち上がって手を振ってきた。

「瑛留！」

「兄ちゃん！　なんかあった？」

　名前を呼ばれた瞬間、躊躇ためらいと遠えん慮りよが一気に吹ふき飛んだ。

　頰を強張らせた瑛留は、「ごめんなさい」と小声で繰くり返しながら、取り囲む人たちのあいだを縫ぬって輪の中心に向かう。

「……バルドル？」

　人だかりの中心、地面に敷しかれたゴザに横たわっている少年には、見覚えがあった。

　怪け訝げんな声で名前を呼んだ瑛留は、尋じん常じようではない空気を察して兄に視線で問う。バルドルは身み動じろぎもせず、血の気の引いた顔で荒あらい呼吸を繰り返していた。

「蛇へびの咬こう傷しようだ。フレイが言うには、クサリヘビの一種だろうと」

　兄が指差した先に目を凝こらす。バルドルの足首には、確かに蛇の咬かみ傷らしき牙きばの跡あとと斑はん点てん状の出血が見て取れた。

「毒蛇？」

「だろうな。ジーク、フレイ……君たちなら、今の彼がどんな状態なのかわかるだろう」

　兄の問いに、フレイは眉まゆを顰ひそめて唇くちびるを嚙かむ。ジークは……無表情で、バルドルの現状を口にした。

「猛もう毒どくの蛇だ。身体からだが小さくて体力のない女や子どもが咬まれれば、半分は死に至る」

「それじゃ、ぼうっと見ている場合じゃないだろう。時間との勝負だ」

　表情を引き締めた兄が、しゃがみ込んでバルドルに手を伸ばす。手早く靴くつ紐ひもを解くと、傷の少し上にグルグルと巻きつけた。

「毒を少しでも取り除いた方がいいんだが……吸い出すのは危険だな。可能な限り、絞しぼり出そう。綺き麗れいな水で洗い流してくれ。……フレイ？」

　フレイは、立ち尽くしたまま動こうとしない。兄の声が聞こえていないはずはないのに、ただジッとバルドルを見下ろしている。

　焦じれたように「瑛留」と呼ばれて、ハッとした瑛留は急いで手動のポンプを押して井戸の水を汲くみ上げた。

　兄が傷口の周囲を圧あつ迫ぱくして、滲にじみ出た血を瑛留が洗い流す。血と一いつ緒しよに、少しでも毒が排はい出しゆつされればいい。

　応急処置をする兄と瑛留を、誰もなにも言わずに見ている。真っ先に兄の手助けをしそうなフレイまで動かないのは、奇き妙みようだ。

「ジーク、どうしてただ見ているだけなんです？　僕なんかより遥かに、どう処置すればいいのか知っているはずだ」

「祖先からの定めだ。我われ々われは、天命に身を任せる。毒に負けて力尽きるのなら、それまでの運命だったということだ」

　兄に答えたジークの声は、感情が窺うかがえない冷れい淡たんな響ひびきだ。

　あまりにも酷こく薄はくな台詞せりふに、目を瞠みはる。続いて瑛留の身体の奥底から込み上げてきたのは、どうして？　という憤いきどおりだった。

　見捨てるのかと、腹立たしさをぶつけようとしたと同時に、目の前のバルドルが獣けものへと姿を変えた。

　触れていたバルドルの足からパッと手を離はなした兄が、フレイを見上げて問い質ただす。

「これは……フレイ？　なにが起きている？」

「人の姿を保つだけの力が、もうないのです」

　ぽつりと答えたフレイの顔色は、青白い。その顔を見るだけで、差し迫せまった状態なのだと推測できた。

「そんな……どうにかできない？　ほら、解げ毒どく剤ざいとか」

　瑛留のつぶやきを、兄が珍めずらしく焦あせりを滲ませた声で引き継つぐ。

「血清があれば……って、ここにはないよな。救急車やドクターヘリなんかも来てくれないだろうし、そもそもスマホが圏けん外がいで役に立たない。この際、おばあちゃんの知ち恵え的な民間療りよう法ほうでもいいから、なにかないかっ？」

　基本的に能天気で、なにがあっても飄ひよう々ひようとしている兄が、こんなふうに焦りを露あらわにする姿は初めて見た。

　それだけ容態が厳しいのだと、瑛留の焦しよう燥そう感かんも増す。

「血清？　とは、なんですか？　もしそれがあるなら、猛毒の蛇に咬まれても命が救われるのですか？」

　黙だまりこくっていたフレイがようやく口を開いたかと思えば、反応したのは兄が零こぼした『血清』の部分だった。

　兄は、フレイを睨にらみつけるようにして疑問に答える。

「必ず救命できるわけじゃない。ただし、ぼんやりと見ていることに比べたら回復する可能性は格段に上がる。くそっ、今、そんなことを説明している余よ裕ゆうはないんだっ」

　ジークより一回り小さな体格のオオカミを見み詰つめていた瑛留は、ふと頭に浮うかんだものを口にした。

「薬……ジーク、あれはっ？　あの白い花の根は、万ばん能のう薬になるって言ってたよね。採ってきて、どうにかできない？」

　特別だと説明してくれた白い花と茎くきの部分は、瑛留がもらった。けれど、根は未いまだにあの場所に残っているはずだ。

　藁わらにもすがる思いで記き憶おくを探さぐって提案した瑛留とは違ちがい、ジークはやはり表情を変えることなく返してきた。

「……蛇の毒に効くかどうかは、わからん。試ためしたことはない」

　瑛留とジークの会話を聞いていた兄が、強い口調でジークへと思いをぶつける。

「それなら、試してみるべきだ。助けられる可能性があるなら、最善を尽つくさない理由はない。少なくとも僕は、獣じゆう医い師しとして……人としての使命だと思っている。天命なんか知るものか。医療行こう為いを、天への反逆だなどとは言わせない」　>>>♥

　獣医師の資格を持つ、兄らしい言い分だ。

　簡単な応急処置しかできず、弱っていくのを見守るしかない今の状じよう況きようは、なによりもどかしいのだろう。

　……決めた。

　コクンと喉のどを鳴らした瑛留は、ジークを睨むようにして決意を口にした。

「もういい。ジークたちと言い合ってる時間が、もったいない。祖先からの定めを破れないとかでジークがダメだったら、おれが採ってくる。白い花が咲さいていた場所は、だいたい憶おぼえてるし……」

　あの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを下りて、登り返す自信はない。花という目印もないのだから、土に埋うまっている根を掘ほり当てられるかどうかもわからなかった。

　それでも、なにかせずにいられないのは瑛留も同じだ。

　ジークが、リーダーという立場的にも祖先からの定めとやらに逆らえないのなら、無関係な瑛留だったら問題ないだろう。

　そう宣言して駆かけ出そうとした瑛留の腕うでを、ジークが摑つかむ。

「ジーク、放せよっ。早くしないと！」

　食い込む指の痛みに顔を歪ゆがめて、引き留めるなと睨みつけた。

　ぽつりと大おお粒つぶの雨あま雫しずくが頰ほおに当たり、顎あごまで伝い落ちる。瑛留を見詰めるジークの目には、涙なみだのように見えたかもしれない。

　そのまま、数十秒。

　目を逸そらそうとしない瑛留と険しい表情で視線を絡からませていたジークは、横たわるバルドルをチラリと見み遣やって低くつぶやく。

「俺が行く。おまえには無理だ」

「……ジーク」

　名前を零した瑛留に、負けたとでも言いたそうに苦く笑しようして見せて、魔ま法ほうのようにオオカミへと姿を変える。

　長い尻尾しつぽを揺ゆらして踵きびすを返したかと思えば、白銀の風が吹き抜ぬけたのかと錯さつ覚かくする速さで、あっという間に見えなくなった。

　フレイも、周囲を取り囲んでいた人たちも、一言も発することなくジークを見送った。

「瑛留」

　瑛留は、ジークの姿が見えなくなっても立ち尽くしたまま森のほうを見ていたけれど、兄の声で名前を呼ばれて我に返った。

「雨が当たらないところへ移動しよう。瑛留は、そっちを持ってくれるか」

「あっ、うん。わかった」

　しゃがみ込んだ兄が、バルドルが横たわっているゴザの端はしを手にする。反対側を摑んで持ち上げようとした瑛留の隣となりに、誰だれかが屈かがみ込んで手を伸のばしてきた。

「私にも、一緒に持たせてください。すぐそこに見えるのが私の住処ですので、中に運びましょう」

「フレイ……。うん。お願い」

　フレイの横顔に大きくうなずいたけれど、彼は瑛留と目を合わせようとせずバルドルを見ている。

　引き結ばれた唇くちびると震ふるえる睫まつ毛げからは、危機的な状況のバルドルを天命に任せることに納なつ得とくしてなどいなかったのだと伝わってきた。







《九》







　両手に薄うすいパンを積み上げた木のトレイを持った瑛留は、戸口からそろりと顔を覗のぞかせて小さく声をかけた。

「兄ちゃん、フレイ。ご飯持ってきたけど……入っていい？」

「ああ。ありがとう、瑛留」

　兄からの答えを確かく認にんして、幾いく重えにも垂れ下がった扉とびら代わりの布を搔かき分けて室内に入る。

　バルドルを運び込んだフレイの住処で、兄とフレイは一晩中付き添そっていた。

「バルドル……どう？」

　フレイに木のトレイを手て渡わたし、恐おそる恐るバルドルを見下ろす。獣姿のままだが、規則正しく胸むな元もとが上下しているのを目にすると肩かたの力を抜いた。

「血液検査とかはできないから、大だい丈じよう夫ぶだとは言い切れないが……この様子だと、危機は脱だつしたようだ。あとは彼の体力次し第だいだけど、若いから乗り越こえてくれるんじゃないかな」

　兄の表情は、気休めを言っているものではない。瑛留は大きくうなずいて、バルドルの脇わきの床ゆかに膝ひざをついた。

「フレイも兄ちゃんも、寝ねてないんじゃないの？　様子を見ているだけでいいならおれが付き添っているから、休んできてよ」

　瑛留の提案に、フレイは無言で首を横に振ふった。少しでも目を離はなすのは不安だと、硬かたい表情が語っている。

　困った瑛留が兄に目を向けたところで、背後から低い声が聞こえてきた。

「俺が、エールと共にここにいる。二人は身体からだを休ませろ。トール、おまえの寝しん所じよにフレイを連れていけ」

　大おお股またで入ってきたジークは、どっかりと瑛留の隣に座り込んでフレイを睨む。

　ジークの言葉に反発することはできないのか、フレイは泣きそうな顔でわずかに首を上下させた。

「……はい」

「そうさせてもらおう。行こう、フレイ。瑛留が持ってきてくれたパンを、もらっていく。腹ごしらえをして、ひと眠ねむりだ」

　片手に木のトレイを持った兄に手を引かれたフレイは、後ろ髪がみを引かれるように何度も振り向きながら出て行った。

　ジークは、眠っているバルドルをしばらく無言で見詰めていたけれど、ボソッと話しかけてきた。

「エール。おまえに礼を言わなければならない。エールに背を押されなければ、バルドルを救うことはできなかった」

「お礼なんか、いらない。あの花の根を採ってきたのは、ジークだし……手当てをしたのは兄ちゃんだ。おれは、なにもしてない」

　驚おどろくようなスピードで球根を銜くわえて戻もどってきたジークは、全身泥どろだらけだった。怪け我がはないのかと瑛留に心配もさせてくれず、人の姿に戻って兄に向き直った。

　薬として使用する場合は、自然乾かん燥そうさせて砕くだいたものを煮に出だして飲むらしい。その時間はないからと、すり潰つぶした生の球根の半分を患かん部ぶに塗ぬっておいて、あとの半分は火に焙あぶって乾燥状態にしてから水と共にバルドルの喉へと流し込んだ。

　朝まで息があれば危機を脱することができるはずだ、という言葉に縋すがるように、フレイと兄は一晩中付き添っていた。

「俺は、この国の外では、病や怪我から救うための手段が発達していると……知っていた。トールの助けを借りてバルドルを救うのは、祖先への裏切りではないかと迷った自分が腹立たしい。エールが自ら採りに行くと言い出さなければ、決断できなかった」

　バルドルを見み詰つめたまま語るジークの後こう悔かいの滲にじむ声からは、自責の念に駆られていることが伝わってくる。

　確かに、留学していたジークやフレイが先進的な現代医い療りようについて知らないわけがない。

　それでも受け継つがれてきた定めに従うべきか、救うために逆らうべきか、葛かつ藤とうしたに違ちがいない。

「他ほかのことなら、部外者が余計な口出しはしちゃいけないって、なにも言えなかったかもしれないけど……」

　一つの命がかかっていたのだ。兄も言っていたけれど、救うことのできる可能性があるのなら、最善を尽つくさない理由などない。

　今にも消えかかっている命を前にしながら、見過ごすことはできなかった。

「バルドルは、おまえにあんな仕打ちをしたのに……救いたかったか？」

　ぽつりと問われた瑛留は、驚いてジークに顔を向ける。

　バルドルを凝ぎよう視ししている青い瞳ひとみからは、なにを思って瑛留にそのような問いかけをしたのか読み取れなかった。

「当然だろっ。バルドルがあんな行動に出たのも、おれが原因なんだ。おれがここに来なければ、ジークたちの結束を変に乱さなかった。絶ぜつ滅めつ種しゆの調査なんて……夢やロマンがあるって思ってたけど、利己的な自己満足だ。ひっそりと生き延びている動物や植物が、存在を暴あばかれて調べられたいわけ、ない」

　頭に浮うかぶまま吐はき出していた瑛留は、声を詰まらせて唇を嚙かむ。

　これまで尊敬と憧あこがれだった父親や兄の研究を、否定するつもりはない。でも、初めて罪なのかもしれないと思った。

　言葉を続けることができずにいると、嚙み締しめた瑛留の唇にジークの指先が触ふれた。

「出で逢あわなければよかったと、そう思っているのか？」

「…………」

　ジークと出逢って刺し激げきを受けなければ、瑛留はこの先ずっと、オオカミに姿を変えることなどなかったかもしれない。

　自分の正体など知らず、普ふ通つうの人間として生活して来年は大学受験に再さい挑ちよう戦せんして、何の変へん哲てつもない学生になって……可愛かわいい彼女を作ったりして？

　今となっては、すべて夢物語だ。

　どんな弾はずみで、いつ獣けものに姿を変えてしまうかわからない。とてつもないリスクがあるのだから、目標としていた獣じゆう医い師しになるという将来は思い描えがけなくなった。無事日本に帰れても、どう生きればいいのだろう。

　ジークの言うように、彼と出逢わないでいればよかったのだ。そうすればきっと、瑛留にとっては平へい穏おんな日々が続いていたはずで……。

　頭では、ジークとの出逢いは瑛留にとって災わざわいにも等しいものだとわかっているのに、うなずくことができない。

　答えられずにいると、唇に触れているジークの指先に力が込められる。じわりと撫なでられて、ピクリと肩を震ふるわせた。

　頰ほおを包み込むようにして大きな手のひらを押し当てられ、目を合わせらせる。

「俺は、エールがどこにいても……人の姿でも獣の姿でも、必ず見つけ出した」

　真しん摯しな色を湛たたえた青い瞳は、瑛留が目を逸そらすことを許してくれない。

　端たん整せいな顔が近づき、鼻先を触れ合わせられる。

　視界の端はしに白銀の髪かみが映り、同じ色の体毛に包まれた優美な獣が、すぐ傍そばにいるような不思議な感覚に襲おそわれた。

「おまえも、俺が特別だとわかっているはずだ」

　ジークの姿を直接目にする前から感じていた、爽さわやかな香こう草そうにも似た甘い香かおりが心地ここちよく鼻び腔こうに満ちて、恍こう惚こつとした気分になる。

　思考力の鈍にぶくなった頭が、ふわふわしている。気持ちいい。

「目が潤うるんでいる。可愛いな、エール」

　やんわりとしたぬくもりが唇くちびるに触れ、瞼まぶたを伏ふせた……直後、横たわったバルドルが動く気配がした。

　ビクッとジークの肩を押し戻してバルドルを見ると、大きな尻尾しつぽがゆらりと揺ゆれる。

「ジーク、見たっ？　今、バルドルが」

　パッとジークの顔を見上げて、すぐにバルドルへ視線を戻す。

　目を離したのはほんの数秒なのに、そこにいるのは淡あわい金色の体毛に覆おおわれたオオカミではなかった。

　見慣れた少年の姿に、目を瞠みはる。

「バルドル、目が覚めた？　聞こえる？」

　意識が戻ったのかとも思ったが、瑛留の呼びかけに反応はない。バルドルの瞼は、固く閉じたままだ。

　身を乗り出して確かく認にんした右足首の咬こう傷しようは、盛り上がった乾かわいた血が傷口を覆っている。内出血もわずかなもので、酷ひどくなっている様子はない。

　昨日は青白かった頰にも血の気が戻り、苦痛を感じてはいなさそうだ。

「まだ、目は覚めないみたいだけど」

　ジークに意見を求めようと、首を捻ひねって顔を見る。バルドルを見下ろしたジークは、かすかな笑えみを浮かべていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだな」

「よか……った」

　大丈夫だと断言したジークの言葉に、ふっと緊きん張ちようが解けた。

　着せかけられるものはないかと視線を巡めぐらせて、足元にある柔やわらかな布を手に取る。ひざ掛かけくらいのサイズだけれど、ないよりはマシだろうと、毛皮がなくなったことで肌はだ寒ざむそうなバルドルの身体からだに被かぶせた。

「エール」

「おれっ、水を汲くんでくる」

　名前を呼びながら肩かたに手を置かれた瑛留は、勢いよく立ち上がる。ジークは、呆あつ気けに取られたような表情で「ああ」と短く答えた。

「あの……ほら、バルドルが目を覚ましたら、喉のどが渇かわいているだろうから水を飲みたいはずだし。あと、なにか、食べ物ももらってくる」

　しどろもどろに言い訳をして、そそくさと外に出た。

　小走りで建物から離はなれて、そろりと背後を振り向く。ジークがついて来ていないことを確かめると、足を止めて大きく息をついた。

　ジークの手を、露ろ骨こつに避さけてしまった。

　逃にげるにしても、もう少し自然な言い回しはできなかったのか……と、不ふ甲斐がいない自分に眉まゆ根ねを寄せて右手で髪を搔かき乱す。

　緊張が解けた途と端たんに、少し動いただけでジークと腕うでが触れ合う距きよ離りにいることが気き恥はずかしくなったのだ。

　雰ふん囲い気きに吞のまれて、ぼんやりと口づけを受け止めた自分が信じられない。

「ジークと、出逢わなければよかった……？」

　ジークのいないところで、改めて自問してみる。

『俺は、エールがどこにいても……人の姿でも獣の姿でも、必ず見つけ出した』

　答えを探さぐるまでもなく、頭の中にジークの声が響ひびいた。

　本能が求めるのだと、熱っぽく口説かれた。ジークに言われた通り、頭で考えようとせず本能の声に従ったなら、瑛留の答えはするりと出る。

「出逢わないという選せん択たく肢しはない。おれも、ジークを見つけた」

　見えない糸で繫つながれているかのように、いつかどこかでジークと巡り合っただろうと思う。

　人ひと混ごみでほんの一いつ瞬しゆんすれ違っただけでも、心惹ひかれる特別な香りがジークの存在を教えてくれたはずだ。

　そんなふうに自覚したところで、瑛留ではジークの望む『ツガイ』にはなれない。

　青空を仰あおぐと、白く輝かがやく丸い月が背の高い木の上から覗のぞいていた。

「もう少しで満月かな」

　自分の正体を強ごう引いんに自覚させられた日から、そろそろ月が一ひと巡めぐりする。

　この地にいられる時間は限られているのだと、目に見える形で突つきつけられたみたいだった。




　　　　□　□　□




　陽ひが落ちる頃ころに目を覚ましたバルドルは、自分がどのように命を救われたのかフレイから聞かされたようだ。

　バルドルと、彼に付き添そっている兄の為ために夕食を運んできた瑛留に、神しん妙みような顔で「ありがとう」と口にした。

「エールに、たくさんごめんなさいをしないといけない」

　泣きそうな顔でそう続けたバルドルに、これ以上の謝罪は不要だと首を横に振る。

「一回謝ってもらったから、もういいよ。ゆっくり休んで、早く元気になって。皆みんな、心配している」

「しかし、すごい回復力だな。若いってこともあると思うが、根本的な体力や生命力がただの人間よりも強いのか？」

　兄は、心底感心したように言いながら、ゴザから上半身を起こしているバルドルを眺ながめる。

　純じゆん粋すいな興味なのか、獣じゆう医い師し免めん許きよを持つ動物学者として、研究対象を見る目なのかはわからない。

　瑛留の胸をチクリと刺さすのは、兄の言葉から『普通の人ではない』という関心が見え隠かくれしていることへの罪悪感だろうか。

「エール、トール。少しいいか。ああ……バルドルは寝ねておけ」

　入り口からジークの声が聞こえて、バルドルが居住まいを正そうとした。それを制して、瑛留と兄を外へ促うながす。

「私がバルドルの傍にいます」

　ジークの背後から顔を覗かせたフレイが室内に入ってきて、兄と入れ替かわる形でバルドルの脇わきに膝ひざをついた。

　兄と共に外に出た瑛留は、昼から避け続けているジークと目を合わせられなくて足元に視線を落とす。

　自分の感情を自覚したことで、どう接すればいいのかわからなくなってしまったのだ。

　ジークが手にしたオイルランプの光に照らされて、三人分の影かげがゆらゆらと揺らいでいる。

　居い心地ごこちの悪さを感じている瑛留をよそに、兄は普ふ段だんと変わらない調子でジークに話しかけた。

「バルドルは、もう大丈夫そうだ。本人の回復力も見事だけど、あの球根の毒を薄うすめる効果は凄すごいなぁ」

「……トールとエールに、礼をしたい。望みはあるか？」

　のんびりとした口調の兄に反して、ジークの声は硬かたいものだ。望みを尋たずねると、どんな答えが返ってくるのか予想がついているせいかもしれない。

　奥歯を嚙かむ瑛留は、どんな顔をしているのか……自分でもわからなくて、下を向く。

　そうして表情を隠す瑛留の態度を不自然に思わないのか、兄がジークに答えた。

「そりゃ、できるならそろそろ日本に帰りたいな……と。ビザが切れて不法滞たい在ざいになれば、いろいろと面めん倒どうだ。既すでに音信不通なので、連れん絡らくくらいはしておかないと関係者が騒さわぎ出す。行方ゆくえ不明扱あつかいで捜そう索さくをされるとか……大ごとになるのは避けたいなぁ」

　兄が語ったのは正論で、瑛留が口を挟はさむ隙すきもない。

　ジークはどんな反応をするのか……うつむいたまま息を吞んで待っていると、予想外にあっさり答えた。

「いいだろう。こちらとしても、おまえたちの捜索のため大勢の人間に山へ入って来られるのは歓かん迎げいできない。近いうちに、最初に逢あった駅まで送ろう」

　感情を一いつ切さい窺うかがわせない、冷静な声だ。

　スッと血の気が引いたような感覚に襲おそわれた理由は、許さない……とジークが兄の願いを突っ撥ぱねることを期待していたのかと、自分の思考に戸と惑まどう。

　混乱する瑛留をよそに、兄は声を弾はずませた。

「本当ですかっ。いやぁ助かる。バルドルも気になるし、もう二、三日いさせてください。あ、ここでのこと……あなた方の存在も含ふくめて、一切口外しないと約束するのでご心配なく。僕の私欲で、この素す晴ばらしい環かん境きようを踏ふみ荒あらしていいものではない」

「……信じよう」

　兄とジークのやり取りを無言で聞いていた瑛留は、グッと拳こぶしを握にぎった。

　日本へ帰ることができる。よかった。ホッとする。嬉うれしい……はずだろうと自分に言い聞かせても、心が高こう揚ようしない。

　喜びが込み上げるどころか、トゲが刺さったような小さな痛みがどんどん大きくなる。

　喉を鳴らして顔を上げる。ジークと目が合いそうになって、ギリギリのところで躱かわした。

　今の自分がどんな表情をしているのか、わからない。瑛留を見ているジークの顔も、確かめるのが怖こわい。

　熱っぽく強引に瑛留を求めていたのに、呆気なく手放そうとするジークは、なにを思っているのだろう。

　ジークへの気持ちの整理がつかないまま、二、三日後にはここを離れる？

　ジークは……自分は、それでいいのだろうか。

　足元の影を睨にらみつけて考えても、答えは出そうにない。

「瑛留？　具合でも悪いのか？　顔色がよくない」

　瑛留が一言も発しないことを不自然に思ったのか、兄が顔を覗き込んできた。慌あわてて「大だい丈じよう夫ぶ！」と言い返して、笑え顔がおを取り繕つくろった。

「なんともない。ランプの光の加減で、そう見えるだけだと思う。やっと日本に帰れる……って、よかった」

　喜んで見せなければ、と。そんな義務感に似た思いで、兄に笑いかける。

　頰ほおの筋肉が強こわ張ばっていて上手うまく笑えていなかったかもしれないけれど、兄はなにも言わなかった。

「トールもエールも、疲つかれているだろう。今夜は早めに休んでくれ」

「昼寝をさせてもらったことだし、僕はもう一晩バルドルに付き添うつもりだ。もう大丈夫だとは思うけど、念のため近くにいたほうが気を揉もまずにすむ。ああ、フレイは休ませてあげたいな」

「自分だけのんびり休むことは、フレイが望まないだろう。バルドルについては……トールに任せる」

　兄とジークの会話をぼんやりと聞きながら、「日本へ帰れる。よかった」と心の中で繰くり返す。

　ジークの顔は、

「トールとエールがここを出ると、他ほかのものにも伝えておく」

　と言い残して背を向けられるまで、見ることができなかった。







《十》







　何度目かの寝返りを打ち、眠ねむることを諦あきらめて瞼まぶたを開く。窓から差し込む月明かりに、壁かべ際ぎわに置いてあるバッグが照らされている。

　二か月近く滞在したにもかかわらず、荷物は増えることも減ることもなかったので、荷造りはあっという間に終わった。

　明日には、ジークとフレイが駅まで送ってくれることになっている。

　眠れないのは、間もなく満月となる月に血が騒ぐせいだろうか。

「瑛留、寝られないのか？」

「ごめん、兄ちゃん。起こした？」

「いや、月明かりが眩まぶしくて目が覚めた。……心残りがあるのなら、消化しておいたほうがいいぞ」

　瑛留が眠れずにいるわけを、兄には見み透すかされているようだ。ぼんやりとした月明かりの中、こちらを向いた兄と視線が合った。

「心残りなんか」

「ないとは言えないだろう？　帰りたくないって泣かれるのも困るが、無理して嬉しそうにされるのもなぁ」

　早く帰りたいと無理やり笑ったり、日本に帰ったら食べたいものを列挙したりして「楽しみだ」と笑う瑛留の空元気は、兄には通用しなかったようだ。

　笑うことを止やめた瑛留は、兄から目を逸そらしてつぶやいた。

「帰りたくないなんて、泣くわけないだろ」

「そうか？　まぁ、瑛留を連れ帰る僕が言えることはないか。……長旅に備えて、寝るとしよう。瑛留も知ってると思うが、僕は寝つきがいい。しかも、一度眠ったら、なにがあっても朝までぐっすりだ。瑛留が寝ね床どこを抜ぬけ出しても、全然気がつかない」

　わざわざそう宣言して、瑛留に背中を向ける。

　それきり声が聞こえなくなったけれど、本当に眠ったのか寝たふりをしているのかはわからない。

　小さく息をついて瞼を閉じた瑛留は、眠るように努力をした。でも、寝ようと頑がん張ばれば頑張るほど目が冴さえる。

　どうしても寝られそうになくて、そろりと身体からだを起こした。

「ちょっとだけ、散歩」

　兄に対してなのか自分に向けた言い訳なのか、瑛留自身もわからない一言をつぶやいて建物の外に出た。

　ランプがなくても、月明かりのおかげで危なげなく歩くことができる。

　虫の音だけが聞こえる寝静まった集落内を少し歩いて、雲一つない夜空を見上げた。正確な月げつ齢れいは不明だが、きっともうすぐ満月だ。

　しばらく月光を浴びていると、不意にざわりと鳥とり肌はだが立った。ドクンドクンと心臓が大きく脈打ち、身体が熱を帯びる。

「あ……」

　ゾクゾクと背筋を震ふるわせた次の瞬しゆん間かん、瑛留は自身の身体に異変が起きていることに気づいた。

　頭に手を上げると、たっぷりとした獣じゆう毛もうに覆おおわれた……人のものではない耳がある。身体を捻ひねって背後を確かく認にんすると、予想していたとはいえ大きな尻尾しつぽが目に飛び込んできた。

　手や足を検あらためても、特に変化はなさそうだ。どうやら、耳と尻尾だけが獣化しているらしい。

「なんか、中ちゆう途と半はん端ぱ」

　とんでもない異変のはずだが、やけに冷静な声が出た。あの、全身が獣けものに変わった姿に比べればどうということはないと思うあたり、感覚が麻ま痺ひしている。

　中途半端な変身なのは、完全な満月ではないせいなのだろうか。単に、瑛留の能力不足なのかもしれないが……。

「エール」

「あ……」

　名前を呼ばれて反射的に振ふり向くと、こちらに歩いてくるジークが目に入った。

　約束していたわけではない。でも、当然のようにジークが現れたことに驚おどろきはなかった。

「夜風に乗って、おまえの匂においを感じた。普ふ段だんより濃こいな……と思ったら、このせいか」

　クスリと笑って、耳に触ふれてくる。

　ピンと立った耳の根元を撫なでられる感かん触しよくに慣れなくて、くすぐったさのあまりぴくぴくと震わせてしまった。

「おれ、変だろ。オオカミに変身できるジークから見れば、こんな、中途半端なの……みっともない」

　ジークから半歩足を引いて、触れてくる手から逃のがれようとする。未熟だと曝さらけ出しているみたいで、恥はずかしかった。

　両手で頭を抱かかえてジークの目から隠かくそうとする瑛留の手首を、ギュッと摑つかんでくる。

「みっともない？　愛らしいだけだが。それに、俺も……ほら」

　手首を摑んだまま、引き寄せられる。

　指先で感じた髪かみとは異なる感触に、パッと顔を上げた。目前に立つジークは、瑛留と同じく耳と尻尾だけ獣のものへと変化をしている。

「変か？」

「ううん。ジークは綺き麗れいだ。格好いい」

　月明かりの下で目にする、白銀の毛に覆われた大きな耳と尻尾はただひたすら綺麗だった。

　ジークは、ぼうっと見上げている瑛留に甘い微び笑しようを浮うかべて顔を寄せてくる。

　瑛留の手首を摑むジークの指の力は、さほど強いものではない。そうしようと思えば、きっと容易に振り解ほどける。

　大きく、一歩だけ下がればいい……と頭では考えていたのに、唇くちびるが触れても逃にげられなかった。

「ん……ッ、ぅ」

　ジークから感じる甘い香かおりが、瑛留の思考を甘く痺しびれさせる。

　瑛留が大人しく身を任せているからか、手首を摑んでいたジークの手が離はなれて背中を抱だき寄せられた。

　密着すると、ますますあの香りが強くなる。獣の片へん鱗りんが覗のぞいているせいか、いつもより濃のう密みつで頭がクラクラする。

「エール。……放したくない」

　息苦しいほど強く抱き締しめられて、喉のどが詰つまるような愛いとしさと恋こいしさが胸の奥から湧わき上がった。

　離れたくない。放されたくない。もっと、こうしてジークのぬくもりを感じていたい。

　声に出すことはできなくて、そっと両手をジークの背中に回す。言葉はなくても、瑛留が同じ心情でいることは伝わったのだろう。

　抱き締めるジークの力が、更さらに強くなる。

「あ……っ」

　突とつ然ぜん、ふわりと身体が浮いた。瑛留は視界が高くなったことに驚き、慌あわててジークの肩かたにしがみつく。

「ジーク？」

「場所を変える」

　短く口にしたジークは、抱き上げた瑛留の重さなど感じていないかのような危なげない足取りで歩き出す。

　向かう先がジークの住処だと気づいても、解放を求めて抗あらがうことなく力強い腕うでに身を委ゆだねた。










　ジークの寝床に入り、抱き上げられていた腕から下ろされた。立とうとしても膝ひざに力が入らなくて、厚みのある敷しき物ものに座り込んでしまう。

「今夜は逃げないんだな」

　ここしばらくジークを避さけていたせいか、瑛留を見下ろしたジークは少し意地の悪い口調でそう尋たずねてくる。

　瑛留は、唇を引き結んで顔を背そむけた。

　頭では、逃げたほうがいいとわかっている。明日にはここを離れるのに、どういうつもりなのだと自分に呆あきれる。

「どんな心境の変化だ」

　膝をついたジークが頰ほおに触れてきて、ビクッと肩を震わせた。

　くしゃくしゃと髪を撫で回して答えを促うながされ、仕方なく口を開く。

「……最初は、ジークが怖こわかった。でも、ジークのことを知れば知るほど怖くなくなった。不思議な香りはずっと感じていて……白い花を貰もらったあたりには、おれも、ジークと同じだけ惹ひかれてた。でも、ダメだから」

「なにがダメだ？　エール」

　もう逃げることは許さないと、強ごう引いんに目を合わせられる。

　間近に迫せまる青い瞳ひとみは、真っ直すぐに瑛留を見み据すえていた。きっと、噓うそや誤ご魔ま化かしはすべて見み透すかされるだろう。

　コクンと喉を鳴らした瑛留は、震える唇を開く。

　外国の人間……人間じゃなくてオオカミの姿になっても、種族が違ちがう。

　後あと継つぎもできない。

　……ずっと、ここにいられない。

　深入りしないほうが、お互たがいの為ためだ。

　ジークに惹かれる自分から顔を背けていた理由は、いくつもある。

　心の奥底に滞とどこおっていた思いをぽつりぽつりと吐はき出した瑛留に、ジークは苦く笑しようして「それがなんだ」と一いつ蹴しゆうした。

「種族違いなど、些さ細さいなものだ。問題にならない。後継ぎは、候補がいると言っただろう。子に継がれるものではない。世代交代の時期が来た時に、最も力を有する者がリーダーとして選ばれる。俺は、ここにいてくれてもいいんだが……帰らないと困るのは、エールだろう？」

　瑛留の挙げた、逃げていた『理由』を一つずつ握にぎり潰つぶして、鼻先を触れ合わせてきた。

　帰らないと困るのは、瑛留。

　それは、確かだ。瑛留が外国で行方ゆくえ不明になったら、誰だれよりも責められるのは同行していた兄だろう。

　兄にも、父にも……迷めい惑わくをかけられない。

「ごめん、ジーク。おれ……めちゃくちゃ自分勝手だ」

　惹かれていることを認めながら、ジークに背を向けて離れようとする。それなら、最後まで拒こばむべきだったのかもしれない。

　でも……触れてくるジークの手は心地ここちよくて、もっとぬくもりを感じたいと欲深く望んでしまう。

　謝り、俯うつむこうとするのを、ジークの手は許してくれなかった。両手で頰を挟はさまれて、顔を上げさせられる。

「謝る必要はない。自分勝手なのは、俺も同じだ。どうしても眠ねむれなくて、エールを攫さらいに行くところだったんだ。嫌いやがって暴れられても、無理やりここに連れ込むつもりだった」

　あそこで逢あったのは、匂いに誘さそわれただけではないと告白したジークは、「呆れたか？」と苦笑を滲にじませる。

　瑛留は小さく首を横に振って、頰にあるジークの手に自分の手を重ねた。

　どうしても、眠れなかった。その理由も、きっと同じだ。

「深入りしてもいいか？　他ほかの誰にも触れられないよう、エールにマーキングしたい」

　喉のど元もとに唇を押しつけられて、ゾクッと肩を震ふるわせる。

　ジークの変化は、外から見て取れる耳と尻尾しつぽだけではなかったようだ。口づけられた肌はだに、鋭するどい牙きばを感じた。

「うん……いいよ」

　小さく口にすると、ジークの手をギュッと握る。肌に鋭い牙の先せん端たんが食い込み、細く息を吐いた。

　瑛留はそのまま皮ひ膚ふを食い破られてもいいと思っていたのに、ジークはぺろりと舌先で舐なめて顔を上げる。

「それほど俺を信じて、身を預けてもいいのか」

「うん。ジークなら、なんでもいい」

　迷わずうなずいた瑛留に、ジークは目を細めて耳を震わせた。

　視線を泳がせたジークが、激情を抑おさえ込もうとしているのがわかったから、大きな手を握って喉元に誘ゆう導どうする。

「もっと、マーキングしてよ」

　マーキングと言うからには、あれだけで足りないのではないか、と挑ちよう発はつするつもりでジークを見上げた。

　ピクリと指先に力を込めたジークは、泳がせていた視線を瑛留に留める。視線を絡からませると、ジークは表情を険しくした。

「ッ……本当に喰くうぞ」

　射るような視線で瑛留を見据えるジークが、わざと牙を見せつけているとわかる。

　だから、ふふっと笑って見せた。

　不思議だ。猛もう獣じゆうの牙なのに、全然怖くない。少し前の瑛留なら、怯おびえて身体からだを震わせるしかできなかったはずだ。

「う……ん。美味おいしくなかったらごめん」

　ジークの手を握ったまま、背を伸のばして唇くちびるを触ふれ合わせる。そろりと牙に舌を伸ばすと、喉元に触れているジークの指先に力が増した。

「ン」

　吐と息いきを零こぼした瑛留に、ハッとしたようにその手が離はなれていく。

　唇も離されてしまい、至近距きよ離りで瑛留の目を覗のぞき込んできた青い瞳に、大だい丈じよう夫ぶだからと視線で告げた。

　強くたくましい、優美な獣けものに喰われたい。

　服従して、その傍かたわらに寄り添そいたい。

　自分にそんな願望があるなどと、これまで想像したこともなかった。

　すべて、ジークだからだ。

　目に映して声を聞いて、肌でぬくもりを感じるだけで、至上の安あん堵どに包まれる。口づけも匂においも、瑛留を甘く痺しびれさせる。

　本能が求める。

　その言葉の意味を五感すべてで思い知らされて、初めての衝しよう動どうに身を任せた。










「ぁ、あ……ッ、ジーク、ゃ、そんな……っ舐め……ないで。指……もっ」

　右手の、人差し指と……中指。長い指を後こう孔こうに埋うずめられて、じっくりと抜ぬき差しされる。瑛留が身体を強こわ張ばらせると、意識を逸そらすように舌先で屹きつ立りつを舐め濡ぬらされ、ビクリと足が震えた。

「ヤダ、ッ熱い……」

　顔だけでなく、全身が熱い。吐く息まで熱を帯びている。

　困こん惑わくしてジークの肩かたに手をかけたけれど、指に力が入らない。軽く爪つめで引っ搔かくこれは、制するのではなく甘えているような仕草だ。

　ジークも同じことを思ったらしく、「くすぐったい」と笑っただけで瑛留の膝ひざを摑つかむ左手に力を込めた。

「嫌ではないだろう。ここに触れていると、甘い匂いが濃こくなる。ほら……蕩とろけて、俺の指を求めている」

「ひぁ！　ゃ……奥、が」

　ジークが指を動かすと、開かれた足のあいだから濡れた音が聞こえてきた。

　そこに触れる前、傷つけないようにとジークが指を蜜みつに浸ひたしていたせいなのだと思うのに、身体の奥から溢あふれてくるみたいだ。

　まるで、蕩けているというジークの言葉を証明しているように。

「あちこちとろとろで、美味うまそうだ」

「ん、ジークに、食べられた……い」

　思考力が鈍にぶくなり、自分がなにを口走っているのかもわからなくなる。ただひたすら、身体で受け止めるジークの手と舌、牙の感かん触しよくに溺おぼれて行く。

　媚び薬やくというものがこの世に存在するなら、きっとこの感覚に似た快楽を与あたえてくれるのだろう。

「手加減できそうにないな。明日もし動けなかったら、俺が背負ってやるから……存分に喰わせろ」

「うん。全部、ジークの……だから」

　なにを言われているのか、ぼんやりとした頭では理解しきれていない。けれど、ジークに与えられるものならばすべて抱だき留めたいし、ジークにも返したいという思いに駆かられて両手を伸ばす。

　縋すがりついたジークの身体は、瑛留と同じ……境界があやふやになるほど熱を帯びていた。

「エール……」

　引き抜かれた指に代わって、これまでとは比べ物にならないほどの熱を感じる。怯ひるみそうになった瑛留に、ジークは逃にげる隙すきをくれなかった。

「ッ……、ぅ……ぁ、ア！」

　圧あつ倒とう的な存在感に支配され、きつく目を閉じてジークにしがみついた。

　全身でジークの熱を感じる。

　身体がバラバラになるのではないかと思うくらい熱くて苦しくて、逃げ出したいのに離れたくない。もっと深く、溶とけあうくらいくっつきたい。

　矛む盾じゆんする欲求に惑わく乱らんする瑛留の頰ほおを、ジークが熱い手のひらで撫なでる。

「苦しいか」

「平気。っふ……止めたら、怒おこる」

　気き遣づかいは、いらない。

　そう言って荒あらい息を吐はきながら睨にらむと、ジークは熱っぽく潤うるむ目を細めて薄うすい笑えみを浮うかべた。

「怒ったエールも、愛らしいだろうな」

「なに、言っ……ぁ！」

「止められないから、残念ながら見られそうにない……が」

　わざと怒らせる気かと言い返そうとした言葉は、大きく身体を揺ゆすられたことで喉のどの奥に引っかかった。　>>>♥

「ぁ、あ……深……ぃ」

　ここまでだと思っていたところのさらに奥深くまで熱ねつ塊かいを突つき入れられ、手加減できそうにないという前置きを身体で思い知らされる。

　グルグル……目を閉じていても、世界が回っているみたいだ。

　なにも考えられない。ただひたすら、ジークの熱と匂いに満たされる。

「エール。エール……、……っ」

「ぅんっ、……き、好き、だよ。……ジーク」

　瑛留の名を呼んだジークは、瑛留にわからない言葉でぽつりと続ける。

　答えた瑛留は、意図することなく日本語になってしまったけれど、別々の言語で同じことを伝えようとしたに違ちがいない。

　身体を焼き尽つくすような熱が、どんどん膨ふくらんで……張り詰つめた水風船が弾はじけるように爆ばく発はつする。

「ぁ、あ、い……っ、あっっ！」

「ン……、エール、ッ」

　ギュッと抱き締しめられて、大きく身体を震ふるわせた。

　閉じた瞼まぶたの裏で、チカチカと白い光が舞まい……消えた。

「はぁ……っ、ふ……っ」

　詰めていた息を吐き、笑みを浮かべてジークと視線を交かわした。吸い寄せられるように唇を触れさせたのが同時だったから、「好き」と伝え合ったことに確信を持つ。

　離れても、きっと変わらない想おもいを抱いだき続けることができる。

　でも……。

「ジーク……ずっと、一いつ緒しよにいたい」

　本当はこのまま離れたくないと、辛かろうじて抑おさえ込んでいる我わが儘ままな自分が叫さけび出しそうだ。

　日本語のつぶやきは通じなかったはずなのに、ジークの腕うでの中に抱き寄せられた。汗あせの滲にじむ熱い背中を抱き返して、互たがいの激しい鼓こ動どうを感じながら目を閉じる。

「夜が続けばいい……のに」

　自分勝手な本心をジークに悟さとられないように、もう一度日本語で密ひそかに零した。







《十一》







　冷蔵庫から麦茶のポットを取り出して、なみなみとグラスに注ぐ。一気に半分ほど喉に流したところで、昼食の後片付けをしていた母親が話しかけてきた。

「そういえば瑛留、今年はお祭りに行かないの？」

　毎年この時期は、友人たちと夏祭りに出かけていた。朝から家でゴロゴロしている瑛留が、今年は出かける様子がないせいで尋たずねてきたのだろう。

「あー……うん。なんかみんな、バイトとか忙いそがしいみたいで……一人じゃつまんないし」

　半分だけ本当で、もう半分は噓うそだ。

　高校時代の友人たちは、すべて専門学校や大学に進学している。夏休みに入っても、新しい友人と出かけたりアルバイトに励はげんでいたりと、忙しそうだ。

　仲間内で一人だけ進学できなかった瑛留が彼らと行動を共にできないのは仕方がないし、なにより間もなく満月になるのだ。日にち没ぼつ後に出歩くのは、避さけたい。

「そう。亨留が早く帰ってきたら、誘さそってみたら？　……あ、グラス一緒に洗うから、用が済んだなら出して」

「うん。それもいいかもね」

　おざなりに答えて使い終えたグラスを母親に手て渡わたすと、そそくさと自室に戻もどろうとした。

　獣じゆう医い師しになることを断念した結果、大学受験をするという目標がなくなり、予備校に通う意義も見み出いだせなくなってしまった。

　アルバイトでもしたらいいのかもしれないが、気力が湧わかない。両親も兄もなにも言わないが、我われながら怠たい惰だな日々を送っている現状はなんとも気まずい。

　キッチンから廊ろう下かに足を踏ふみ出したところで、母親の声が追いかけてきた。

「あっ、もう一つ話しておくことがあったわ。新しい留学生さんが、ホームステイするって言ってたじゃない。手続きが遅おくれていたみたいだけど、お昼すぎに無事に日本についたらしいから……夕方にはいらっしゃるはずよ。お夕飯、一緒に食べられるかしらね」

「うん……」

　そういえば、半年振ぶりに留学生がホームステイすると聞いた気がする。今回は珍めずらしく、父親ではなく兄の関係する学生らしい。

　ぼんやりとした返事だったけれど、ここしばらくの瑛留はずっと惚ほうけた状態だ。いつものことだと思ったのか、母親はそれ以上なにも言うことなく皿洗いの続きに戻った。

　自室に入ってドアを閉めると、ベッドに身体からだを投げ出した。十年以上使っている部屋の天てん井じようが、どこかよそよそしく映るから不思議だ。

「あの山が懐なつかしい……とか、変なの」

　オオカミに姿を変えることのできる人たちの住む集落がある山奥で過ごしたのは、二ヵ月足らずの時間だった。

　あの土地を離はなれて三ヶ月近くが経たつのに、深い森の匂においや土の感触、足を浸した川の水の冷たさまで忘れていない。白銀の髪かみと青い瞳ひとみの持ち主や、同じ特とく徴ちようを持つ優美なオオカミの姿を、毎晩のように夢に見る。

「やっぱり……おれも、獣けものなのかなぁ」

　クーラーの涼すずしい風よりも、木々を揺らして吹ふき抜ぬける自然の風を身に受けたい。

　ここで育ったのに、自分の居場所ではないような違い和わ感かんが、常につき纏まとっている。

　目を閉じて、惰だ眠みんに身を落とす。夢の中では、あの山を駆かけることができる。逢あいたい人との邂かい逅こうも叶かなう。

　現実逃とう避ひだと、わかっているけれど……。










「瑛留！」

「っ、はい！　あ……兄ちゃん」

　名前を呼びながら勢いよくドアを開けられて、ビクッと飛び起きた。寝ねぼけ眼まなこで戸口を見ると、ドアノブを摑つかんだ兄が立っている。

「返事がないと思ったら、寝てたのか。冷やし過ぎだ。一いつ旦たん切るぞ」

「ん……お帰りなさい。今日、早いね」

　部屋に入ってきた兄が、学習机に置いてあるリモコンを手にした。ピッと小さな音と共にエアコンの電源が切れると、モーター音が止まって途と端たんに静かになる。

　枕まくら元もとにあるスマートフォンで時刻を確かく認にんすると、十七時になったばかりだ。普ふ段だんの兄なら、こんな時間に帰宅することなど滅めつ多たにない。

「留学生を連れて帰るって言っただろ。また聞き流していたな」

「あ、そういえば母さんも言ってた」

　あくびを嚙かみ殺して、留学生……ホームステイする人に挨あい拶さつをしなければならないのかと、ベッドから足を下ろした。

　呆あきれた顔で瑛留を見ていた兄が、開けたままのドアを振ふり向いて声をかける。

「瑛留は、まだ昼寝から目覚め切っていないみたいだ。入って、目を覚ましてやってくれるとありがたい」

　そこにいるらしい人物に向けた言葉は、ドイツ語だ。

「え……下にいるんじゃないの？」

　リビングにいるとばかり思っていた瑛留は、ギョッとして立ち上がった。滞たい在ざい中に使われる二階の客間を案内するついでに、瑛留に声をかけたようだ。

　兄の呼びかけに応こたえて、ドアの陰かげから長身が姿を現す。

　その姿を目にした途端、瑛留は凍こおりついたように動きを止めた。

「…………？」

　目覚めたと思っていたのに、まだ夢の中にいるのかと目をしばたたかせる。

　それとも、毎晩のように夢に出てくるから、やけにリアルな幻まぼろしが見えているのだろうか。

　だって……現実ではありえない。

「エール。笑って、逢いたかったと言ってくれないのか？」

「夢……じゃない」

　低い声に名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、夢や幻ではないと確信した。啞あ然ぜんと立ち尽つくす瑛留に焦じれたのか、ジークが大おお股またで近づいてくる。

　両腕の中に抱だき締しめられて、甘い香かおりに包まれた。

「ああ……間ま違ちがいなくエールの匂いだ」

　ジークもくんくんと鼻を鳴らし、そう言いながら瑛留の髪に触ふれてくる。触れられるのだから、やはり幻ではない……と、一気に現実感が押し寄せてきた。

「なんで？　ジークが……フレイも？」

　ジークの肩かた越ごしに、もう一人の懐かしい姿が目に映った。ジークに抱かれて混乱する瑛留を、温和な笑えみを浮うかべて見ている。

　兄と短く言葉を交かわしたフレイが、「お久し振りです、エール」と声をかけてくる。

「久し振り。って……なに？　ジーク……兄ちゃん、フレイでも、誰だれか説明して欲しいんだけどっ」

　ジタバタと手を動かして、ジークの腕うでの中から逃のがれる。兄は、「期待以上のリアクションだ」と笑ってフレイと顔を見合わせた。

　驚おどろいているのは、瑛留だけだ。他ほかの皆みなは、わかり切っていたという顔をしている。

「説明するから、泣くな」

「泣いてないっ、あんまり驚いたから、ちょっとだけ目から冷や汗あせが出たんだ」

「……めちゃくちゃな言い訳だな」

　苦く笑しようした兄に肩を叩たたかれて、床ゆかにへたり込む。すぐ隣となりにジークが腰こしを下ろして、兄とフレイが向かい側に座る。

　こうして顔を突つき合わせていても、やはりまだ現実感が乏とぼしい。

「瑛留には詳くわしく説明していなかったが、留学生だ。うちの大学で、二年ほど学ぶことになっている」

　そう言いながらフレイを視線で指した兄に、「え？」と目を見開いた。

「フレイ……が？　ジークは？」

　フレイが兄の在ざい籍せきする大学に留学するということ自体は、さほど驚くものではない。常に学びたいと望んでいたし、彼なら与あたえられた留学の機会を最大限に生かして、しっかり知識を吸収するだろう。

　でも、ジークはどうしてここにいるのだと、喜びよりも疑問が勝まさる。

「エールを迎むかえに来た。フレイと、……なんだったか？」

　言葉の選せん択たくに迷ったのか、ジークに話を振られた兄が続きを継ついだ。

「交こう換かん留学という形になる。日本に帰ってからずっと、心ここにあらずだったからな。なにも言わないが、あちらに戻もどりたいんだろうと見ているだけでわかった」

「……交換って、おれがあっちに行くってこと？」

　心の準備がなに一つできていない状態で聞かされても、どんな反応をすればいいのかわからない。

　ぼんやりと聞き返した瑛留に、ジークは不ふ機き嫌げんそうに表情を曇くもらせて口を開いた。

「不満か？　俺は、エールと共にいるためにはどうすればいいのかと、トールと一いつ緒しよに策を練ってきた。エールは？　俺と離れて……なにを思った？」

　青い瞳が、真っ直すぐに瑛留を見ている。

　瑛留はなにをしていたのだと聞かれれば、答えに窮きゆうする。

　瑛留は、ただぼんやりと日々を過ごし、なにもしてこなかったのだ。夢の中に逃にげて、恋こいしがるだけだった。

　でも、ジークと離れてなにを思ったのかという問いには、迷わず答えられる。

「逢いたかった。本当は、ジークと離れたくなかった。ずっと一緒にいられるのなら、不法滞在でも密入国でも、なんでもいいって……思ったけど、父さんや母さん、兄ちゃんに迷めい惑わくをかけたくないから……」

　言葉の途と中ちゆうでジークに抱き寄せられて、続きを飲み込んだ。

　行動力のない瑛留に代わり、兄やジークやフレイは、あらゆる手段を模も索さくしてくれたに違いない。

　申し訳ないのと、嬉うれしいのと、自分が情けないのと……いろんな感情が入り混じって、声にならない。

「な……っんで？　どうやって……？」

　抱き締められたまま子どものようにたどたどしく口にすると、ジークが小さく笑った気配がした。きっと、兄とフレイも笑っている。

「トールだ」

　ジークに名前を呼ばれた兄が、瑛留の疑問に答えてくれた。

　本人は普段と変わらない口調だったけれど、語られた内容は瑛留にはまず思いつかなかったものだ。

「帰国前に、僕のスマホをフレイに託たくしたんだ。電波が入る場所までいけばとりあえず連れん絡らくがつくから、色々と相談をしていた。フレイが、スマホに順応できる賢かしこい子で助かった。あとは、フレイを受け入れるための大学関係の根回しと……一番大変だったのは、父さんの説得かな。父さんも母さんも、短期ならともかく無期限で瑛留を遠くにやるのは渋しぶったから……。今でも瑛留は、手のかかる可愛かわいい小さな末っ子のままなんだろうな」

　重要なものに関するバックアップは取っているはずだが、手元になければ恐おそろしく不便なはずのスマートフォンをフレイに託すという大だい胆たんな手段を取った兄に、啞然とする。

　両親への根回しも、初耳だった。

「じゃあ、父さんと母さんは留学生がフレイだってことも……入れ替かわりにおれがあっちに行くってことも、全部知ってたわけ？」

「そうだ。瑛留には、あちらの環かん境きようが肌はだに合うようだと僕が話しておいたから、それが瑛留の為ためになるのならと了りよう承しようした」

　瑛留がオオカミへと姿を変えたことを、両親には話していない。でも、兄からは伝わっているはずだ。

　自然豊かな環境に誘ゆう発はつされてか、異国の地で獣けものに姿を変えた……と。

　これまで瑛留自身には隠かくされていた養子となった経けい緯いと、保護時には人ではなかったことを本人に語ったのだとも、聞かされているに違いない。

　すべてが、帰国した瑛留の様子がおかしい原因となっていると思ったから、怠たい惰だな生活を送っていてもそっと見守ってくれていたのだろう。

　父母の瑛留への接し方は、子どもの頃ころから何一つ変わっていない。家族として慈いつくしんでくれていることが、伝わってくる。

「二人に頼たのんで、いろんな計画を瑛留には内ない緒しよにしてもらっていたんだ。なにも知らない再会のほうが、劇的で感動的だろう？」

　最後の一言は得意そうな響ひびきで、イタズラが成功した子どもみたいだ。

　感動的というよりも、心臓が止まるかと思うほど驚いた瑛留にとっては、有あり難がた迷惑というやつだが。

「トールの作戦は、本当にすごいですね。一緒に住んでいるエールが、まったく気づかなかったなんて」

　感かん嘆たんの声を上げるフレイは、兄を心から尊敬しているのだろう。

　学生にまで天然ボケと言われているらしい部分を知っても、変わらずキラキラした目で見ていられるのかどうかは疑問だ。

　ふっと笑って力が抜ぬけた瞬間を見計らったかのように、兄が問いかけてきた。

「というわけで、あとは……おまえの意思だけだ。瑛留はどうしたい？」

　真しん剣けんな響きの声で返事を求められたけれど、即そく答とうすることはできなかった。

　一番に、両親の顔が思い浮かぶ。自分勝手な望みの為に、心優やさしい両親を日本に残して行ってもいいのか……迷った。

　ひとまず留学という形を取るとしても、日本で生きていく自分の姿は想像がつかなかった。一度あの地に移り住めば、距きよ離り的にも移動にかかる金額を考えても、きっとそう頻ひん繁ぱんには戻れない。

　瑛留の思考を読んだようなタイミングで、兄が釘くぎを刺さしてくる。

「余計なことを考えるなよ。僕は、瑛留がどうしたいのか聞いているんだ」

「おれは……」

　どうしたいのか？

　自分の望みだけを追求してもいいのなら……決まっている。

「あそこに戻りたい。ジークと……一緒にいたい。もう離はなれたくない」

　ギュッとジークの腕を摑つかんで口に出すと、長い腕の中に強く抱だき込まれた。

　ジークと離れていたのはたった三ヶ月なのに、とてつもなく長く感じた。

　こうして心地ここちいい匂においに包まれて、ぬくもりの伝わってくる腕に抱かれると、もう離れられないと心が叫さけんでいる。

「それでいい。じゃあ……まぁ、あとはお二人でどうぞ。フレイ、客間に案内する。荷物は玄関にあるものだけ？」　>>>♥

「はい。必要な物があれば、こちらで揃そろえられると聞いていましたから」

「わかった。じゃあ、明日にでも一緒に買い物に行こう」

　兄とフレイの声が遠ざかり、パタンとドアの閉まる音が聞こえてくる。

　ジークと二人きりになると、今度は恥はずかしさに顔面に血が集まるのを感じた。

　兄とフレイの前で、抱き締しめられて……抱きついて、盛大な愛の告白まで聞かせてしまった気がする。

　ジークはいつでも堂々としているし、あの二人は、のんびりと「仲がいいな」くらいにしか思わなかっただろうけど、一いつ般ぱん的な羞しゆう恥ち心しんを備えていると自負している瑛留は恥ずかしい。

「ぅー……」

「エール。唸うなっていないで顔を上げろ」

　ポンポンと軽く頭を叩たたかれて、渋しぶ々しぶ顔を上げた。目を逸そらす瑛留が不満なのか、軽く鼻先を触ふれ合わせて「エール」と名前を呼ばれる。

　仕方なく、ジークと視線を合わせたけれど……すぐに瞼まぶたを伏ふせることになる。

　吐と息いきまで奪うばうような無ぶ遠えん慮りよな口づけは、息継ぎのタイミングを計れなくて苦しい。

「ん……、っ、ジー……ク」

　肩かたを叩いて抗こう議ぎをすると、ようやく唇くちびるが離れていった。

「エール、俺と帰るんだな？」

　当然のように『帰る』のだと問われて、小さく二度うなずいた。

　あの土地では、歓かん迎げいされないかもしれない。でも、ジークと一緒にいたい。そのためなら、皆みんなに受け入れてもらえるように努力しよう。

「おれ、ジークたちの言葉を覚えたいから教えてくれる？　すぐじゃなくてもいい。いつか、群れの一員にしてもらえるように頑がん張ばる」

「言葉は、共に生活するうちに自然と覚えるだろう。それに、既すでに考えを変えた者は多い。バルドルの件で、外からもたらされる変化は悪いものばかりではないと悟さとったはずだ」

　兄と自分が踏ふみ込んだことは、ジークたちにとっては厄やつ介かい事でしかなかったのではないかと思っていたけれど、それが事実なら少しだけ心が軽くなった。

「国は開かれた。俺たちも、少しずつ変化する時がきたのだろう。エールが傍そばにいてくれれば、俺は無敵にもなれる」

　両手で髪かみを搔かき乱しながら、必要だと口説かれる。胸の奥が熱くなって、子どものように首を上下させた。

「おれは、たぶん……絶ぜつ滅めつしたって言われている最後のニホンオオカミなんだって。種族は違ちがうけど、ジークたちと一いつ緒しよなら独りぼっちじゃないって思える」

「種の違いなど、些さ細さいなものだと言っただろう。独りだなどと思わせない」

　真っ直すぐに目を合わせて、独りではないのだと言い含ふくめられる。

　青い瞳ひとみが近づいて……やんわりと唇を重ねられる。あたたかくて、優しい思いが流れ込んでくるみたいだ。

　閉じた瞼の裏に、優美な白銀のオオカミが思い浮うかぶ。

　小さくて毛色も異なる自分が並ぶのは、やっぱり少しだけ躊躇ためらうかな……と思ったけれど、ジークは鼻先を触れ合わせて「愛らしい」と伝えてくれるだろう。

　満月の下、大小二頭のオオカミが寄り添そう姿を想像しながら、ジークの背を抱き返した。








あとがき






　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度は、『白銀のオオカミと運命のツガイ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました！




　舞台は、架空の国です。なんとなく、中ちゆう東とう欧おうのあたり？　とイメージしていただけると幸いです。かつて、ニューファンドランドシロオオカミが生息していたとされる地域とは離れていますが、大陸を移動しつつ交雑した結果の亜あ種しゆシロオオカミが生き延びている……ということにしてください。

　七十キロはあるシロオオカミと、小柄なニホンオオカミが仲良く並ぶ姿を想像すると、微笑ましい体格差カップルだなぁと思います。現実のオオカミ同士だと、確実に戦いが始まると思いますが……創作の世界は平和です。




　シロオオカミのジークを優美で精せい悍かんに、ニホンオオカミの瑛えい留るをとっても可愛く描かいてくださった、金かねひかる先生。ありがとうございます。そして、ご迷惑をおかけいたしました。綺麗なイラストをいただけて、ありがたいやら心苦しいやら……です。




　担当Ｋ様にも、またしても悲惨な目に遭わせて申し訳ございませんでした。生霊を飛ばして監視したい……と、ジリジリさせてしまったことと思います。とてつもなくお手を煩わずらわせました。お世話になりました。ここしばらくの私は人としてダメすぎるので、諸々正そうと思います。




　ここまで読んでくださり、ありがとうございました。なかなか落ち着かない日々が続いて、心身の疲労も蓄積していることと思います。現実から離れた世界で肩の力を抜き、ほんの少しでも楽しい時間を過ごしていただけると幸いです。

　それでは、失礼いたします。また、お逢いできますように。








二〇二一年　　今年の夏も酷暑です
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